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財ஂ๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センターはত࿨56年４月に設立され、本年

౓で૑立30年をܴ͑ました。この間、当調査研究センターでは京都府内のެ共事

຿の਱行ۀに伴う埋蔵文化財の発掘調査を行ってまいりました。当センターのۀ

にあたりましては、օ༷ํの͝ཧղと͝ྗڠをࣀり、ްくྱޚਃし্͛ます。

本書はʰ京都府遺跡調査報告集ʱとして、平成19・20年౓に国土ަ通ল近ـ地

ํ建設ہཎ川河川޻事事຿所のґཔをडけて࣮施した木津川河床遺跡第20・21次、

平成20～22年౓に国土ަ通ল近ـ地ํ੔備ہのґཔをडけて࣮施した京都第二外

環状道路関係遺跡（調子地区：長岡京跡右京第946・969・1006次調査）の発掘調査

報告を収録したものです。本書がֶज़研究のࢿྉとして、また、地域の埋蔵文化

財΁の関৺とཧղをਂめるう͑で、͝׆用いただけれ͹޾いです。

発掘調査をґཔされた国土ަ通ল近ـ地ํ建設ہཎ川河川޻事事຿所、国土ަ

通ল近ـ地ํ੔備ہをはじめ、京都府ڭҭҕһ会・長岡京市ڭҭҕһ会・（財）長

岡京市埋蔵文化財センター・八幡市ڭҭҕһ会などの各関係機関、ならͼに調査

に͝ࢀՃ、͝ྗڠいただきました多くのํʑにްくྱޚਃし্͛ます。

平成ù3年３月

財ஂ๏ਓ　京都府埋蔵文化財調査研究センター

ཧ 事 長　　্ 田 ਖ਼ ত　　
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例 ݴ

̍ɽ本書に収めた報告は下記のとおりである。

　京都第二外環状道路関係遺跡（調子地区̰）

 　　長岡京跡右京第946・969・1006次調査

　木津川河床遺跡第20・21次

２ɽ遺跡の所在地、調査期間、経අෛ୲者およͼ報告のࣥච者は下දのとおりである。

遺　跡　名 所　在　地 調査期間 経අෛ୲者 ࣥච者
̍. 平成20～22年౓京

都第二外環状道路
関係遺跡（調子地区
̰）　長岡京跡右京
第946・969・1006
次調査

長岡京市調子２丁目 平成20年̒月17日～平
成21年２月17日、平成
21年４月̔日～12月22
日、平成22年8月23日
～10月28日

国土ަ通ল近ـ地
ํ੔備ہ

中川࿨࠸、
黒௶一थ、
ಸྑ߁ਖ਼

２. 木津川河床遺跡第
20・21次

八幡市科手～橋本 平成19年10月30日～平
成20年２月28日、平成
20年11月13日～平成21
年３月２日

国土ަ通ল近ـ地
ํ建設ہཎ川河川
事事຿所޻

伊野近෋

３ɽ本書で࢖用している࠲ඪは、原ଇとして世界測地系国土࠲ඪ第̒࠲ඪ系によっており、ํ

Ґは࠲ඪの北をさす。また、国土地ཧ院発行地形ਤのํҐは経౓の北をさす。

４ɽ本書の編集は、調査第２՝調査୲当者の編集原Ҋをもとに、調査第̍՝ࢿྉ係が行った。

̑ɽݱ৔ࣸਅは主として調査୲当者がࡱӨし、遺物ࡱӨは、調査第̍՝ࢿྉ係主೚調査һ田中

জが行った。
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̍.京都第二外環状道路関係遺跡
平成20 ～ 22年౓発掘調査報告

（調子地区̰）

̍ɽ͸͡Ίʹ

今回の発掘調査は、京都西南部のौ଺を؇࿨する目తでܭըされた京都第二外環状道路ෑ設に

ઌ立ち、国土ަ通ল近ـ地ํ੔備ہのґཔによって࣮施されたものである。道路は長岡京市域で

は長岡京市南部を東西にྲྀれるখઘ川にそってࢁ間部にࢸるルーτが༧定されている。

このルーτは׸෢ఱߖによって଄Ӧされた長岡京跡域南部に当たる地域をԣ੾ることから、ほ

΅શ域にわたり発掘調査がඞ要であると考͑られた。ಉ時にখઘ川はݱ在、河川改修によって௚

ઢ状にྲྀ路がมߋされているが、本དྷは大きくऄ行しながらྲྀれていた。そのため河川の൙ཞに

よってすでに遺構面が࡟平されている可能性もࢦఠできた。発掘調査のඞ要なか所を特定するこ

とを目తに、平成15年からࢼ掘調査をઌ行して、調査可能な地域からॱ次খ面積の調査を行うと

共に、面తな調査がඞ要な地域には本֨తな発掘調査を࣮施してきた（岩দほか2005、岩দほか

2006、岩দほか2007、戸原・岩দ・竹井2008、中川・大本2009、中川・戸原・岡㟒ほか2009、岡

⃻ほか2010）。

今回報告する発掘調査地は、長岡京市調子２丁目に所在する。調子地区の調査前は、ਫ田とし

て利用されていた。調査ର৅区域の中ԝ部に里道があり、その北ଆを̰・̲地区、南ଆをｂ地区

と名づけた。平成21年౓調査は、ݱ地調査については西日本ߴ଎道路株式会社（/E9$̤）のґཔ

によって࣮施されたが、遺物੔ཧについては国土ަ通লが経අをෛ୲し、20年౓、22年౓の発掘

成Ռとあわせて今回報告する。

本報告書は中川・黒௶・ಸྑがࣥචし、中川がऔりまとめを行った。また、ࣥචか所について

は文຤に明ࣔした。

本報告書で࢖用した国土࠲ඪは、ݱ地記録も含め第ᶚ系（日本測地系）を࢖用した。土૚およͼ

遺物の色調は೶ྛਫ産ٕज़会ٞ؂修のʰ新൛ඪ४土色஽ʱを用いた。

発掘調査、報告に当たっては、長岡京市ڭҭҕһ会、（財）長岡京市埋蔵文化財センター৬һの

ۀ会、調子地区೶࣏調子地区自ݩ地調査については、地ݱ、をいただいた。またݴॿޚಋとࢦ͝

૊߹、調子地区まちづくりٞڠ会のօ༷に͝ࢧԉをいただいた。記しておྱਃし্͛ます。

平成20年౓（長岡京跡右京第938次・946次調査）

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝第２係長　৿　ਖ਼

ಉ　主೚調査һ　竹原一඙・中川࿨࠸・৿ౡ߁༤

ಉ　ઐ໳調査һ　黒௶一थ

調 査 ৔ ॴ　長岡京市調子２丁目
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ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成20年̒月17日～平成21年２月17日

調 査 ໘ ੵ　3,220㎡（ｂ地区も含む）

平成21年౓（長岡京跡右京第968次・969次調査）

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　調査第２՝第２係長　৿　ਖ਼

ಉ　主೚調査һ　Ҿ原ໜ࣏・戸原࿨ਓ・竹原一඙

ಉ　調査һ　ಸྑ߁ਖ਼

調 査 ৔ ॴ　長岡京市調子２丁目

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒ　平成21年４月̔日～ 12月22日

調 査 ໘ ੵ　2,230㎡（ｂ地区も含む）

平成22年౓（長岡京跡右京第1006次調査）

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　第２՝主װ第２係長事຿औѻ　石井ਗ਼࢘

ಉ　次੮૯ׅ調査һ　田代　߂

ಉ　主೚調査һ　竹原一඙・૿田޹඙・中川࿨࠸

調 査 ৔ ॴ　長岡京市調子２丁目

ݱ ஍ 調 査　平成22年8月23日～ 10月28日

調 査 ໘ ੵ　750㎡（ｂ地区も含む）

̎ɽࣗવͱྺ࢙

調査地は、京都ຍ地南西部にҐஔする長岡京市の南部にあたる地域にある。西ଆには、京都ຍ

地を形成するࢁがഭり、このࢁは୮೾ํ面΁と連なる。このࢁմは୮೾ଳとݺ͹れる古生૚から

なりたっており、νϟーτや೪൘岩などが෼෍している。このࢁմにݯを発するখઘ川؛ࠨに遺

跡はある。ݱ在のখઘ川は、河川改修によって௚ઢ状に改修されているが、本དྷは大きくऄ行し

ており、それにରԠするように川の྆ଆに൙ཞ原も大きく広がっている。川は長岡京市域から大

。࿷に注͙ཎ川と߹ྲྀするࡕ町を経て、大࡚ࢁ

今回の調査区は、ݱ在はখઘ川の東ଆにҐஔしているが、調査地の西ଆにも河川状のଯ積があ

り、ちょうど中ऱ状に࢒されていたと考͑られる。このඍߴ地については、ԭ積段ٰ面の࡟り࢒

し、あるいは自然అ๷の可能性がࢦఠできる。形成時期は出土遺物からೄ文時代以前と考͑られ

る。

খઘ川ྲྀ域では後期چ石器時代から遺跡が認められる。南܀ϲ௩遺跡では、چ石器時代後期に

ଐするαψΧΠτ製のφΠϑ形石器を含む石器܈が検出された。この石器には、接߹ࢿྉも認め

られ、この地域では௝しく本དྷの包含૚が࢒されていた。
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第２ਤ　調査地ٴͼ周辺主要遺跡（国土地ཧ院 1/25,000 京都西南部・ཎ）

ೄ文時代にはখઘ川ྲྀ域で多くの遺跡が発見されている。࠷も古い時期の土器は、下ւ印寺遺

跡から発見されたૣ期のϙδςΟϒなԡܕ文土器片である。ૣ期にଐするνϟーτ製いわΏるτ

ϩτϩ石器がഷ遺跡から出土している。前期には南܀ϲ௩遺跡から北ന川下૚式のೄ文土器が住

居跡に伴って出土している。

調査地の北にある༑岡遺跡（右京第325次調査地఺）から、段ٰࣼ面に౤غされた状ଶで、中期

のધݩ式土器が大ྔに出土した。༑岡遺跡の北西にある伊լ寺遺跡では、中期຤の北ന川$式の

時期の竪穴式住居跡̒౩およͼ遺物が検出されている。また、大࡚ࢁ町࿬ࢁ遺跡（ߴ野1997）でも
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北ന川$式土器を含む土坑が検出されている。

後期ॳ಄については、中津式土器は伊լ寺遺跡で、後期ԑଳ文期は伊լ寺遺跡・下ւ印寺遺跡

で遺構・遺物が発見されている。後期後葉のݩ住٢式土器を伴う竪穴式住居跡は、伊լ寺遺跡で

確認されている。また、ಉ時期の墓ᆮも発見された。そのうち２か所からは多ྔの焼骨が発見さ

れ、ݙڙ土器と考͑られる注ޱ土器やۄが出土している。

ೄ文時代൩期にೖると、খઘ川下ྲྀの大࡚ࢁ町下২野南遺跡においてತଳ文のᙈ棺が検出され

ている。

弥生時代前期の遺構はখઘ川ྲྀ域では発見されていないが、ഷ遺跡や調査地の南のদ田遺跡で

土器が出土している。弥生時代中期前葉には南܀ϲ௩遺跡や下২野南遺跡でํ形周溝墓܈が発見

されている。྆遺跡とも石製෢器が出土した埋葬施設が確認された。中期後葉の土器はഷ遺跡か

ら発見されている。弥生時代຤の竪穴式住居跡は伊լ寺遺跡や下ւ印寺遺跡で発見されている。

伊լ寺遺跡（右京第902次調査）ではϕοτ状遺構を࣋つ多֯形の竪穴式住居跡である。

古墳時代には下ྲྀにڥ野̍号墳とݺ͹れるશ長約62̼の前ํ後ԁ墳が存在している。古墳時代

前期にங଄され、段ஙと৥ྠ列が確認されている。古墳時代後期にೖると多くの竪穴式住居跡が

伊լ寺遺跡・下ւ印寺遺跡内のਵ所で確認されている。ಉじように下২野南遺跡・দ田遺跡にお

いても̑世紀後൒から̒世紀にかけての竪穴式住居跡が多数発見されている。

ඈௗ時代の遺物が出土する᯶岡ഇ寺の存在が古くから஌られていた。ਖ਼確なҐஔは確認されて

いないが、ඈௗ時代から長岡京期にࢸる瓦が発見されている。出土瓦にはʮ田辺࢙ໂ໵ໟʯとઢ

。との関係が注目されているࢯ଒である田辺ࢯされたものがあり、౉དྷ系ࠁ

ಸྑ時代の建物としては、掘立柱建物などが伊լ寺遺跡や下ւ印寺遺跡、下২野南遺跡などで

発見されている。

長岡京市の平野部の大部෼を઎める長岡京は、Ԇ暦３（784）年に׸෢ఱߖによって平城京から

ભ都され、Ԇ暦13（794）年に平安京にભるまで都として機能していた。長岡京の଄Ӧは10年と୹く、

ࣣ条より南の地域で明確な条๥は発見されていない。今回の発掘地域は、右京九条二๥一・二町

にあたるため、条๥の発見が期଴されたが、明確な長岡京期の遺構は検出できなかった。

中世にೖると今回の調査地はʮ調子૳ʯとしてొ৔する。この調子૳は調子ࢯのࠜ本所ྖであ

る。調子ࢯは本੏を下ໟ野ࢯとݴい、東国の土߽を૆ઌとするಸྑ時代຤以དྷの宮ఊ෢׭のՈฑ

である。10世紀には近Ӵ府の下׭ڃਓを世ऻし、ݯཔޫ࢛ఱԦの̍ਓであるࡔ田ۚ時のϞσルと

なったʮެ時ʯをഐ出した。後に院のਵ身を຿め、ઁ関Ոのਵ身としても׆༂する。調子ࢯがい

つの時఺で調子に住Έணいたかはෆ明であるが、h近ӴՈ所ྖ目録 にɦおいて建長 （̑1257）年にʮී

　。ਐされたことがわかるدਐするʯとあり、13世紀前൒にد寺఼（近Ӵ基通）の時、෢कݡ

調査地域のچখࣈ名はʮ八֯ʯとݴい、地ݩでは八֯ಊがかつて存在しその名にちなんだとい

う࿩がޠられている。しかしながら、ࢸಙ３（1386）年のʰ๏ߖ寺஌事๭੥文ʱに調子૳内の土地

が๏ߖ寺（Ե܇寺）にدਐされ、๏ߖ寺にあった八֯ಊの下地とされていた。これにちなΈ地名が

つけられたものと考͑られる。
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この地域の所在するඍߴ地্に古代からݱ代まで都から西国に通じる西国֗道が通っている。

ަ通の要িとなることから多くのྺ࢙త事৅の෣୆になってきた。そのもっとも༗名なものはࢁ

࡚߹ઓである。ఱਖ਼े年࿡月二日、明ஐޫलが主܅৫田信長にରして京都本能寺において๳൓を

࡚ࢁ࿨し、࿡月े三日にはߨとަઓ中であったӋࣲल٢は܉দ城においてໟ利ߴこした。備中ى

の߹ઓが行われる。後の世にݴうʮ中国大ฦしʯである。調子地区は明ஐଆのਞがෑかれた৔所

である。h ଠ߰記ʱに४ڌした長岡京市࢙本文編では、ਡ๚ඈଭक・ޚ຀三ࠨӴ໳җがணਞした

৔所として෮ݩされている。

第３ਤ　調子a地区遺構平面ਤ
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̏ɽ֤஍۠ͷݕग़遺ߏ

̍ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第�4࣍�ʢ�"/3),-�ʣɹB1஍۠

ʢ1ʣ調査֓ཁ

発掘調査の݁Ռ、एׯの検出面のߴさのҧいによって্下２つの遺構面が確認できたが、্૚

での遺構検出作ۀがࠔ೉で、下૚遺構面で発見されるものもগなくなかった。そのため第̑ਤで

は、্下面での遺構を̍ຕのਤ面でදݱした。্૚で検出したݦ著な遺構は、東西・南北に૸る

ૉ掘りの溝である。છ෇などが出土することからߐ戸時代以߱の耕作溝と考͑られる。下૚では、

調査区南東部において弥生時代の遺構が検出できた。南東部以外では弥生時代の遺構はなく、平

安時代຤以後の遺構しか検出できなかった。これは、弥生時代以後、中世以前に河川の৵৯によっ

て南東部以外の遺構面が࡟られ、それ以後にଯ積した地૚によって中ԝ部より北ଆの地૚が構成

されたためとਪ測される。

第４ਤ　調子a1地区土૚断面ਤ
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第̑ਤ　調子a地区遺構平面ਤ
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ʢ�ʣ૚Ґ（第４ਤ）

発掘調査前は、ਫ田として利用されていた。耕作土が্࠷Ґにあり、その下にਫ平のബい灰色

೪࣭土૚が数ຕଯ積している。この灰色೪࣭土（４૚）の্面で溝౳が検出されている。多くの遺

構は̑૚্面で確認できた。部෼తに̑૚のないところもあり、̒૚্面での検出になったとこ

ろもগなくない。ਤ化した断面では̒૚以下は弥生時代中期よりは古くならない河川ଯ積物に

よって構成されていた。

ʢ�ʣݕग़遺ߏ（第̑ਤ）

ᶃதੈ

໦��1ุ̨̩׹（第̒ਤ）　北東部で検出した長ํ形の掘形を࣋つ木棺௚葬墓である。掘形の一

部は長岡京跡右京第927次調査時のนの่落によってࣦわれていたが、３か所の۱部から東西̍

m、南北1.7mのن໛を࣋つことがわかる。ଆ൘、খޱ൘は਑葉थのຝ目の൘を用い、൘の্ଆは

෗৯のためܽଛしている。࢒存した部෼から、֯部は三ຕ૊接によって作られていると考͑られ

る。長ଆ൘ఈ面近くの３か所に枘をઠち、そこに਑葉थ๮状のࡐをԣࢅとして設け、その্にఈ

൘をのせていた。木棺の内๏は南北1.25̼、東西0.6mで、࢒存しているߴさは15Dmである。出

土遺物は土師器皿が北খޱ部෼で出土している。土師器皿は棺内と棺外から出土している。棺外

のほうが出土Ґஔがߴい。

Ҫ�44̨̚ށ（第̓ਤ）　中ԝ区北دり検

出した。ԁ形の掘形を࣋っており、్中で

段がつきܘがখさくなる。

井戸の構଄はॎ൘ԣཹࢅめである。ॎ൘

は広葉थの൘が用いられ、ް さ̑Dm前後で、

̍つの面が２ຕないしは３ຕの൘で構成さ

れていた。൘ࡐの内ଆに設けられたԣࢅは、

๮状のࡐの྆୺をՃ޻し、૊Έ߹わされて

いる。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第̔ਤ）　調査地中

ԝ部で検出した３間ʷ２間の૯柱の掘立柱

建物跡である。柱間は東西約1.7 ～ 1.8m、

南北約1.6 ～ 1.8m、建物主࣠は北で約16౓

東にৼる。出土遺物から12世紀の建物と考

͑られる。

ப̨̥݀1�　中ԝ南部で検出した。平面

形がԁ形で௚30ܘDm、検出面からのਂさ

20Dmの柱穴である。

ப̨̥݀1�　中ԝ部で検出した。平面形 第̒ਤ　調子a1地区木棺墓̨̩201平・断面ਤ
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第̓ਤ　調子a1地区井戸̨̚244平・断面ਤ

第̔ਤ　調子a1地区掘立柱建物̨̗01、柱穴̨̥45・247平・断面ਤ
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がԁ形で௚30ܘDm、検出面からのਂさ45Dmの柱穴である。

ப̨̥݀��（第̕ਤ）　北西部で検出した。平面形がପԁ形で、長࣠40Dm、୹࣠30Dmで検出面

からのਂさ10Dmの柱穴である。内部から׈石製のߚ皿が出土している。

ப̨̥݀��　̨̥19の東ଆで検出した。平面形がԁ形で௚20ܘDm、検出面からのਂさ20Dmの

柱穴である。

ப̨̥݀�4（第̕ਤ）　̨̥32の北で検出した。平面形がԁ形で௚20ܘDm、検出面からのਂさ

20Dmのは柱穴である。

ப̨̥݀��　西୺で検出した。平面形がԁ形で௚40ܘDm、検出面からのਂさ15Dmの柱穴であ

る。

ப̨̥݀1��　南東۱で検出した。平面形がԁ形で௚30ܘDm、検出面からのਂさ30Dmの柱穴

である。

ப̨̥݀111　南西۱部で検出した。平面形が長ํ形で長辺45Dm、୹辺45Dmで検出面からの

ਂさは̑Dmである。柱ࠟが検出できないため土坑の可能性がもある。

ப̨̥݀11�　南୺近くで検出した。平面形がԁ形で௚20ܘDm、検出面からのਂさ20Dmの柱

穴である。

ப̨̥݀1�4　北西部で検出した。平面形がପԁ形で長࣠30Dm、୹࣠20Dmで、検出面からの

ਂさ10Dmの柱穴である。

ப̨̥݀1��ɹ̨̠78の南で検出した。平面形がԁ形で௚20ܘDm、検出面からのਂさ10Dmの

柱穴である。

ப̨̥݀���　̨̥32の東で検出した。平面形がԁ形でن໛30Dm、検出面からのਂさ15Dmの

柱穴である。

ப̨̥݀�1�　̨̥19の北ଆで検出した。平面形がପԁ形で長࣠50Dm、୹࣠30Dmで検出面か

らのਂさ̑Dmの柱穴である。

ப̨̥݀�1�　西部で検出した。平面形がԁ形で௚30ܘDm、検出面からのਂさ15Dmの柱穴で

ある。

ப̨̥݀���（第̕ਤ）　中ԝ部東دりで検出した。平面形がํ形で一辺70Dm、検出面からの

ਂさ50Dmの柱穴である。

ப̨̥݀�5�　̨̚244の埋土を੾る柱穴で、௚30ܘDm、ਂさ10Dmの柱穴である。

ப̨̥݀��4　北西部で検出した。平面形がԁ形で௚30ܘDm、検出面からのਂさ15Dmの柱穴

である。

ப̨̥݀��5　̨̥264の西にある。平面形がԁ形で௚25ܘDm、検出面からのਂさ10Dmの柱

穴である。

ப̨̥݀���　̨̩201の西で検出した。平面形がԁ形で௚60ܘDm、検出面からのਂさ35Dm

の柱穴である。

ப̨̥݀���　東୺で検出した。平面形がԁ形で௚25ܘDm、検出面からのਂさ15Dmの柱穴で
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第̕ਤ　調子a1地区柱穴̨̥27・84・222、溝̨̙80・172・224、土坑̨̠251平・断面ਤ
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ある。

౔1̨̥޵�　中ԝ部で検出した平面形がପ

ԁ形の土坑である。長࣠0.3̼、෯0.2̼、検出

面からのਂさは10Dmを測る。

౔̨̠޵��（第10ਤ）　北西部で検出した。

۱丸長ํ形をఄした土坑で、長辺80Dm、୹辺

50Dm、検出面からのਂさは10Dmを測る。׬形

に近い土器が出土している。

౔244̨̚　�4̨̠޵の北で検出した。平面

形がԁ形の土坑で、௚̼̍ܘ、ਂさ10Dmを測

る。

౔41̨̠޵　中ԝ北دりで検出した。ପԁ

形の平面形を࣋つ土坑で、長࣠2.6m、୹࣠２̼、

検出面からのਂさ15Dmを測る。

౔1̨̠޵��　北دりで検出した。ପԁ形

の 平 面 形 を ࣋ つ 土 坑 で、 長 ࣠70Dm、 ୹ ࣠

50Dm、検出面からのਂさ15Dmを測る。

౔̨̠޵���ʢ第10ਤ）　南東部で検出した。

長ପԁ形の平面形を࣋つ土坑で、長࣠２m、

୹࣠80Dm、検出面からのਂさ20Dmを測る。

౔�1̨̠޵�　ほ΅中ԝ部で検出した。長

ପԁ形の平面形を࣋つ土坑で、長࣠2.5m、୹࣠̍m、検出面からのਂさ25Dmを測る。

౔�51̨̠޵（第̕ਤ）　東୺෇近で検出した。平面形がԁ形の土坑で、௚2.3̼ܘ、ਂさ50Dm

のن໛を測る。

んࠐΈ状の遺構で、地形の落ちۼ34の北で検出したෆ定形のઙい̨̠　�4̨̭ߏΈঢ়ͷ遺ۼ

だ部෼と考͑られる。検出面からのਂさは̑Dmఔ౓で、ྠֲははっきりとしなかった。

中ԝ部やや北ଆの̨̚244௚্で検出した。̨̚244検出以前に্૚で　155̨̭ߏΈঢ়ͷ遺ۼ

検出したۼΈ状の遺構で、地形の落ちࠐΈと考͑られる。ਓҝతな遺構である可能性はগない。

Έ状の遺ࠐつઙい落ち࣋中ԝ部西辺で検出した。長ପԁ形の平面形を　�15̨̭ߏΈঢ়ͷ遺ۼ

構で、長࣠1.5m、୹࣠̍m、検出面からのਂさ̑Dmを測る。

�1ɹ北୺で検出した。̨̙43の西ଆにほ΅平行する南北ํ向の溝で、検出長10m、෯̨̙ߔ

50Dm、検出面からのਂさ10Dmを測る。

໛を測り、検出面からのن状の溝である。東西̼̒のࣈ01南ଆにあるʮ̡ʯ̨̗　11̨̙ߔ

ਂさは10Dmである。

܈りで検出した。東西ํ向の溝で、耕作溝と考͑られる南北ํ向の溝د中ԝ部北　15̨̙ߔ

第10ਤ　調子a1地区土坑̨̠30・200平・断面ਤ
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と௚ަすることから、耕作に関連した溝と考͑られる。検出長約18m、෯40Dm、ਂ さ̑Dmである。

と௚ަ܈中ԝ部で検出した。東西ํ向の溝で、耕作溝と考͑られる南北ํ向の溝　�1̨̙ߔ

することから、耕作に関連した溝と考͑られる。検出長約２m、෯40Dm、ਂさ̑Dmである。

。と重ෳするҐஔに存在するܣ西୺෇近で検出した。南北ํ向の溝で、調査前の　�4̨̙ߔ

検出長40m、෯40Dm、ਂさ10Dmを測る。

る調査区南東部と、古墳時代以後に安定した部࢒古墳時代以前の遺構が　（第̕ਤ）��̨̙ߔ

෼を区෼する溝である。ਫ田耕作以前は調査区南東部がߴい地形であったと考͑られる。෯̍m、

ਂさ10Dmを測る。

ほ΅中ԝ部で検出した。南北ํ向の溝で、この溝の西ଆには平行する数条の溝が　��1̨̙ߔ

存在することから耕作に伴う溝と考͑られる。検出長は11m、෯30Dm、ਂさ̑Dmを測る。

、ほ΅中ԝ部で検出した。調査区を南北ํ向にऄ行する溝で、検出長21̼　（第̕ਤ）��4̨̙ߔ

෯̍mਂさ15Dmを測る。

第11ਤ　調子a1地区土坑̨̠78・181平・断面ਤ
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ᶄ໻ੜ࣌୅

状の溝である。断面形はઙくࣈがる平面ʮ̡ʯۂ南東部で検出した。北ଆで西に　�5̨̙ߔ

立ちあがる皿状である。埋土内から弥生土器片が出土している。形状から見るとํ形周溝墓の周

溝のܽ࢒である可能性がࢦఠできる。

がる溝である。検出面では溝状に見͑ۂ南東部で検出した。北ଆで東に　（第̕ਤ）��1̨̙ߔ

たが、掘࡟を行うと、２つの土坑が連なる形状をఄするようになった。平面形からはํ形周溝墓

の周溝の可能性がࢦఠできるが、ఈ面がԜತのある形状で確定できない。そのํ向やҐஔ関係か

ら、̨̙85と関連する遺構とਪ測される。

౔̨̠޵��（第11ਤ）　南東部で検出した。平面形が西ଆのほうがやや広いପԁ形をఄする土

坑である。断面の࡯؍から、土坑が掘࡟された後に土のଯ積がएׯΈられ、その後土器が土坑内

にଯ積している。土器はす΂て平らな状ଶで出土している。

౔85̨̙　1�5̨̠޵の্面で検出した۱丸ํ形の土坑である。土坑内からは弥生土器が出土

しているが、̨̠175が掘りࠐまれたϕーε自ମが弥生時代の遺構であるため、これらの土器が

この遺構に伴うものかどうかはෆ明である。しかし、ଞの時期の土器が出土していないので、弥

生時代の遺構である可能性がある。୹辺約0.9m、長辺約1.3m、検出面からのਂさ約10Dmを測る。

౔1�1̨̠޵（第11ਤ）　南東部で検出した。۱丸長ํ形の平面形をఄする大ܕの土坑である。

一定期間、։ޱしていたと考͑られ、土坑南ଆでは土坑นのࣼ܏にԊって遺物が出土している。

遺物の多くは土坑ఈにଯ積した̓૚（灰色೪࣭土）から出土しており、ಉ時に୸化物も出土してい

る。遺物には弥生土器、石器、銅鐸形土製品がある。弥生土器の接߹཰は௿く、埋ೲといった行

ҝの݁Ռとは考͑られない。南୹辺の長さ1.2m、北୹辺の長さ̍m、長辺2.6m、検出面からのਂ

さ̍mを測る。

౔181̨̠　��1̨̠޵の北で検出した。ෆ定形の土坑である。出土遺物から弥生時代のもの

と考͑られる。長さ1.4̼、࠷大෯は1.2m、検出面からのਂさは20Dmである。

ப̨̥݀1��　調査地南東部の̨̠78に隣接した৔所で検出したԁ形の柱穴である。௚ܘ

25Dm、検出面からのਂさ10Dmを測る。

ப̨̥݀��4　調査地南東部の̨̙85に隣接した৔所で検出したԁ形の柱穴である。௚ܘ

25Dm、検出面からのਂさ10Dmを測る。

ப̨̥݀��5　弥生時代の溝である̨̙85を੾りࠐむ状ଶで検出した柱穴である。௚70ܘDm、

検出面からのਂさ25Dmを測る。弥生の溝を੾って掘࡟されていることから遺物が掘࡟時期とಉ

じかは判断できない。

ப̨̥݀���　南東部で検出した柱穴で、௚30ܘDm、検出面からのਂさ20Dmを測る。弥生時

代の溝̨̙172に੾りউつ。

̎ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第�4࣍�ʢ�"/3),-�ʣɹB̎஍۠

ʢ1ʣ調査֓ཁ
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本調査地は平成19年౓に行った部෼తな発掘調査によって、中世段階の遺構を確認し、周辺に

遺構の広がりが想定された地఺である。本調査は平成20年౓に࣮施したが、本調査地北ଆに隣接

して平成21年౓に長岡京跡右京第968次調査を࣮施し、平成21年౓に報告している。ಉ報告では、

調査地఺西ଆのඍߴ地্に平安時代の古代寺院が存在していた可能性がࢦఠされている。今回の

調査地では、第968次調査地にଓく溝のほか、掘立柱建物跡、柵列、土坑などを検出している。

ʢ�ʣ૚Ґ（第12ਤ）

調査地はਫ田として利用されていた৔所で、基本૚ংは্から̍૚の׊灰色土（耕作土）、２૚

の灰׊色೪࣭土（床土）、11૚の灰色೪࣭土（্૚遺構検出面）、̕૚の明׊色ૈ砂᛽૚（下૚遺構

検出面）、10૚の明׊色᛽૚のॱである。10૚以下は遺構確認のため̍mほど掘り下͛たが、᛽

૚がଓくことを確認した。᛽૚中からは古墳時代の可能性がある須恵器片が出土した。10૚より

古墳時代の遺物が出土したこと、平安時代以߱の遺構が検出されたことから、この調査地では古

墳時代以後の河川ଯ積の後、平安時代までの間に཮化したと考͑られる。また、a1地区の南東部

では安定した弥生時代にさかの΅る地૚がଯ積していることから、本དྷ、弥生時代ٴͼ古墳時代

の遺構がこの地域にも広がっていたと考͑られる。

ʢ�ʣݕग़遺ߏ

ᶃதɾۙ （ੈ第13ਤ）

্૚܈ߔ　北で西に30౓ৼる溝と、それと௚ަし北で東に60౓ৼる溝の、大きく二܈の溝が存

在する。いͣれも耕作土௚下で検出したもので、ݱ存のਫ田ܣのํ向と一கすることから、耕作

溝のྨと考͑られる。埋土の状گなどから近世以߱のものと考͑られる。

౔�1̨̠޵（第15ਤ）　長ํ形の平面形を࣋つ土坑で、長࣠はほ΅ਅ南北を向く。内部にはൺ

ֱత大きな᛽（࠷大25ܘDm）がま͹らに含まれていた。出土遺物はগなく、平安時代から中世ま

での遺物が確認できた。長辺約0.9m、୹辺約0.7m、検出面からのਂさ約̑Dmである。

౔1̨̠޵�　平面形が長ପԁ形の土坑である。長࣠0.9̼、୹࣠0.7̼、ਂさ̑Dmを測る。

。南北ํ向の溝で、検出長5.5̼、෯̼̍、検出面からਂさ̑Dmである　�1̨̙ߔ

ᶄதੈɾฏ҆࣌୅（第14ਤ）

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第15ਤ）　ྊ行２間、ܻ行３間以্のํ形の掘形を࣋つ掘立柱建物跡で

ある。北で37౓東にৼる。ํ形掘形の࣠はෆଗいであるが、柱ࠟ跡は௚ઢ状にฒんでいる。出土

遺物から平安時代の遺構と考͑られる。ྊ行ํ向の柱間は1.4m౳間で、̥01・04・05・06から

なるܻ行きは約1.3mで、̥03・07・08・10からなるܻの柱間は約1.5mで、ੇ๏がҟなっている。

つものは４か所࣋つの柱穴を௚ઢ状に検出した。このうちํ形掘形を̓　（第15ਤ）��"4ྻࡤ

であるが、掘形のఈはす΂てઙく、柱当たり部෼が下がっていた。以্のことから、̥11・16・

17のԁ形の柱穴は、掘形部෼が࡟平され、柱当たりのఈだけが࢒ったものと考͑られる。柱間ੇ

๏は1.4 ～ 1.6̼でඍົに長さがҟなる。

集ੴ౔�1̨̭޵（第15ਤ）　۱丸長ํ形の大ܕの土坑である。内部には30ܘDmのものを࠷大と

し、15ܘDmఔ౓の大きさの᛽がॆరされていた。出土遺物に瓦器片が含まれていることから平
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第12ਤ　調子a2地区土૚断面ਤ
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第13ਤ　調子a2地区্૚遺構（中近世）平面ਤ

安時代後期以後の遺構である。遺構の長࣠は北で27°東にৼる。長辺約2.4m、୹辺約2.2m、検出

面からのਂさ14Dmを測る。

くなる。遺物は本ߴ調査区西ଆで検出した溝で、この溝の西ଆで地൫が　（第12ਤ）��̨̙ߔ

調査地で検出した遺構の中で࠷も多く出土し、平安時代前期から中期のものである。調査地北ଆ

で隣接して行われた右京第968次調査（৿ౡ2010）時に検出された̨̙36の南Ԇ長部෼に当たると
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第14ਤ　調子a2地区下૚遺構（中世・平安時代）平面ਤ

考͑られる。ྲྀਫによってऄ行し、ఈ面もፘられている。この溝は西ଆのߴい地形と東ଆの௿い

部෼を区ըする目తで掘られたとਪ測される。෯̍～ 2.2̼、検出面からのਂさ約10Dmである。

̏ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第�4࣍�ʢ�"/3),-�ʣɹB�஍۠

ʢ1ʣ調査֓ཁͱ૚ং
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第15ਤ　調子a2地区掘立柱建物跡̨̗01、柵列̨̖02、土坑̨̠21、集石土坑̨̭31平・断面ਤ
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a1地区とਫ路をڬΈ、西ଆにҐஔする調査区である。調査前は૲地であったが本དྷはਫ田とし

て機能していたと考͑られる。土૚ਤについては、a1地区の西นと基本తにಉじである。耕作土

の下にਫ平の灰色の೪࣭土が数ຕଯ積し、遺構検出面（第４ਤ第̑૚下面）までਫ平૚が連ଓする。

遺構検出面の下には᛽૚がଓき、a2地区の土૚࡯؍の成Ռから、平安時代より古いྲྀ路となる。

ʢ�ʣݕग़遺ߏ（第̑ਤ）

Ҫ�1̨̚ށ　埋土の状گや形状から近世以߱の井戸跡である。ఈ部には木製のఈ൘が認めら

れ、อਫ૚にもୡしていないことからཷ井戸として利用されていたものと考͑られる。௚２ܘm、

検出面からのਂさ40Dmを測る。

部のΈが検出できた溝である。第３ਤでࣔした平成16年౓調ݞ調査地西ଆで東ଆ　��̨̙ߔ

査14τϨンνの溝とつながるものと考͑られる。

໛から耕作に伴う溝と考ن調査区中ԝ部を南北ํ向に؏く溝である。その形状と　��̨̙ߔ

͑られる。検出面からのਂさは約15Dmである。

̐ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第࣍���ʢ�"/3),-�ʣɹ̰4-1஍۠

ʢ1ʣ調査֓ཁ

平成20年౓に調査したa1地区の東ଆٴͼ南ଆに隣接した調査区である。平成20年౓の調査の݁

Ռ、この地区では弥生時代の遺構が検出できるものと期଴された。一ํ、̰4-1地区の東ଆは大

きく地形が落ちࠐんでいくことから、遺構が࡟平されている可能性も想定された。調査の݁Ռ、

弥生時代の遺構面は調査区のશ区域にٴんでいることが判明した。それ以外にも、これまで周辺

の調査区では検出されていなかった古墳時代前期、庄内期の竪穴式住居跡を検出した。また中世

の建物跡もこの調査区で確認できたことから、前年౓の調査成Ռとあわせて、中世集落関係の遺

構がかなりの広がりを࣋っていることが判明した。

ʢ�ʣ૚Ґ（第16・17ਤ）

第16ਤ　調子a4-1地区土૚断面ਤ（̍）
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ଞの調査区ಉ༷、この地区もਫ田として利用されていたため平ୱな地形であった。૚ংは্か

ら耕作土、数ຕのਫ平なଯ積物の後、第４૚の׊灰色シルτ૚になる。この૚の্面が中世以後

の遺構検出面であり、第４૚をऔりআくと下૚の遺構面となる。下૚の遺構面では弥生時代の遺

構の検出が೉しく、遺構のྠֲを೺Ѳすることが೉しかった。

ʢ�ʣݕग़遺ߏ

ᶃத （ੈ第18ਤ）

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第19ਤ）　４間ʷ３間の૯柱の掘立柱建物跡である。柱間は南北約2.4m、

東西約1.8mのੇ๏を࣋つ。建物は北で約̑౓東にৼる。柱穴はいͣれもԁ形で、௚30ܘDmఔ౓で、

ਂさ25Dmを測る。

ப̨̥݀�51（第20ਤ）　調査地中ԝ部南辺෇近で検出した。௚25ܘDmのԁ形掘形を࣋つ柱穴

で、柱ࠟは15Dm、検出面からのਂさは10Dmである。柱ࠟ跡のఈ部にはૅ൘状の自然石がஔかれ

ていた。また、柱ࠟ跡部෼から瓦器࿶が出土している。

第17ਤ　調子a4-1地区土૚断面ਤ（２）
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第18ਤ　調子a4-1地区্૚遺構（中世）平面ਤ
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第19ਤ　調子a4-1地区掘立柱建物跡̨̗01平・断面ਤ

ப̨̥݀�5�（第20ਤ）　調査地中ԝ部、̨̠356の北ଆで検出した。平面形がෆ੔形な柱穴で、

柱ࠟ跡部෼から遺物が出土している。南北ํ向30Dm、東西40Dm、検出面からのਂさ10Dmを測る。

ப̨̥݀�5�（第20ਤ）　調査地中ԝ部、̨̠357の北西ଆで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱

穴で柱ࠟ跡部෼の下面には൘状の石がஔかれていた。௚30ܘDm、検出面からのਂさは20Dmを測

る。

ப̨̥݀�54（第20ਤ）　調査地中ԝ部、̨̠357の南西ଆで検出した。平面形がԁ形の柱穴で、

砂岩製の砥石が出土している。௚20ܘDm、ਂさ15Dmを測る。

ப̨̥݀�55（第20ਤ）　調査地中ԝ部、̨̠357の北西ଆで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱

穴で柱ࠟ跡部෼の᛽が出土している。௚30ܘDm、検出面からのਂさは20Dmを測る。

ப̨̥݀���（第20ਤ）　調査地の東辺近くで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴で柱ࠟ跡部෼

の᛽が出土している。௚35ܘDm、検出面からのਂさは25Dmを測る。

ப̨̥݀4��　調査地中ԝ部、̨̠358の南ଆで検出したԁ形の掘形を࣋つ柱穴で、௚ܘ

40Dm、検出面からのਂさは20Dmを測る。

ப̨̥݀4�5　調査地中ԝ部、̨̠358の北ଆで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴で、௚ܘ
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第20ਤ　調子a4-1地区柱穴平・断面ਤ
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40Dm、検出面からのਂさは25Dmを測る。

ப̨̥݀4��　調査地中ԝ部、̨̠357の北西ଆで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴で、௚

。25Dm、検出面からのਂさは10Dmを測るܘ

ப̨̥݀45�　調査地中ԝ部、やや北西ଆで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴で、௚ܘ

40Dm、検出面からのਂさは20Dmを測る。

ப̨̥݀4��（第20ਤ）　調査地中ԝ部、̨̠357の西ଆで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴

で柱ࠟ跡部෼で遺物が出土している。௚40ܘDm、検出面からのਂさは20Dmを測る。

ப̨̥݀4��（第20ਤ）　調査地西دりで検出した。長ପԁ形の平面形を࣋つ柱穴で、柱ࠟ跡部

෼から遺物が出土している。長࣠40Dm、୹࣠25Dm、検出面からのਂさ25Dmを測る。

ப̨̥݀4��　調査地のやや西دりで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴で、௚30ܘDm、検

出面からのਂさは25Dmを測る。

ப̨̥݀4��　調査地中ԝ部の南辺෇近で検出した。長ପԁ形の平面形を࣋つ柱穴で、柱ࠟ跡

部෼が認められる。長࣠40Dm、୹࣠30Dm、検出面からのਂさ15Dmを測る。

ப̨̥݀�44　調査地西دりの下૚面で検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴で、௚20ܘDm、

検出面からのਂさは10Dmを測る。

ப̨̥݀���　調査地中ԝ部で検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴で、௚20ܘDm、検出面か

らのਂさは15Dmを測る。

ப̨̥݀��1　調査地のほ΅中ԝ、̨̠358の北ଆで検出した。ԁ形の柱掘形を࣋つ柱穴で、

௚20ܘDm、検出面からのਂさは10Dmを測る。

Ҫ55̨̚ށ�　調査地の西୺で検出した。ԁ形の掘形を࣋つ井戸で、௚1.5ܘm、検出面からの

ਂさは30Dmを測る。井戸内には࢖用されたࡐが存在し、ྲཱྀ 井戸として機能していたことがわかる。

遺構内からは中世の遺物が出土しているが、井戸の状گをこれまでの発掘調査とあわせ考͑ると

近代以後のものと考͑られる。

౔�5̨̠޵�（第24ਤ）　調査地のほ΅中ԝで検出した。南北ํ向に長࣠を࣋つ。平面形がପԁ

形をఄするઙい土坑である。̨̠357 ～ 359と࣠をそろ͑、近接して検出できた。遺構のઌ後関

係から、̨̠357・358より新しく掘࡟されたことがわかる。長࣠2.8m、୹࣠２m、検出面からの

ਂさ̑Dmを測る。

౔�5̨̠޵�　調査地のほ΅中ԝで検出した。南北ํ向に長࣠を࣋つପԁ形の平面形を࣋つ土

坑である。̨̠356にઌ行する。長࣠３m、୹࣠2.2m、検出面からのਂさ10Dmを測る。

౔�5̨̠޵�　調査地のほ΅中ԝで検出した。南北ํ向に長࣠を࣋つପԁ形の平面形を࣋つ土

坑である。̨̠356にઌ行する。長࣠3.2m、୹࣠2.2m、検出面からのਂさ̑Dmを測る。

౔�5̨̠޵�　調査地のほ΅中ԝで検出した。南北ํ向に長࣠を࣋つ長ํ形の平面形を࣋つ土

坑である。長࣠2.6m、୹࣠1.4m、検出面からのਂさ10Dmを測る。

。跡̨̙554　調査地の西୺で検出した。平成16年౓調査の16τϨンνからଓく溝跡であるߔ

調査区内で෯౳のن໛は確認できなかった。検出面からのਂさは30Dmである。
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第21ਤ　調子a4-1地区下૚遺構（古墳・弥生時代）平面ਤ
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ᶄݹ෿ɾ໻ੜ࣌୅（第21ਤ）

୦݀ࣜॅډ跡̨̝5�1（第22ਤ）　古墳時代前期の周น溝を࣋つํ形の竪穴式住居跡である。住

居床面南東部には２本のઙい溝によって区ըされた部෼が存在し、その中にํ形の土坑が掘りࠐ

まれている。第45ਤでࣔした土器の多くはこの区ը内から出土しており、出土状گもྑ޷であっ

た。南北3.4m、東西3.7m、検出面からのਂさ20Dmのن໛を࣋つ。主柱穴は判断できなかった。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝5��（第23ਤ）　ํ形の古墳時代ॳ಄の竪穴式住居跡である。床面で竪穴式住

居跡̨̝568を検出した。出土遺物は下૚の住居跡のものとࠞ在し、この地域の竪穴式住居の平

面形のมભから̨̝562を庄内期に、̨̝563を弥生時代中期にҐஔ෇けた。北東辺̼̑以্、北

西辺5.4m、検出面からのਂさ25Dmを測る。主柱穴は４本（̍本は調査区外）と考͑られる。

ᶅ໻ੜ࣌୅

୦݀ࣜॅډ跡̨̝5��（第23ਤ）　̨̝562床面で検出した竪穴式住居跡で、ྠֲは̨̝562に

よってෆ明であるが、灰と୸がଯ積した中ԝ土坑と考͑られる大ܕの土坑が存在し、竪穴の掘形

が̨̝562の内部で収まっていることから௚４ܘm以下の竪穴式住居跡が存在したと判断した。

主柱穴はෆ明である。

第22ਤ　調子a4-1地区竪穴式住居跡̨̝561平・断面ਤ
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୦݀ࣜॅډ跡̨̝���（第23ਤ）　ෆਖ਼形なԁ状の平面形を࣋つ竪穴式住居跡である。床面中ԝ

部には土坑があり、୸化物が出土している。屋ࠜを͑ࢧた明確な主柱穴は検出できなかった。竪

穴式住居のนはΏるく立ち্がることと形状がෆ੔形であることから、ഇઈ後に埋没するまで、

第23ਤ　調子a4-1地区竪穴式住居跡̨̝562・568・702平・断面ਤ
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長期間経աしていた可能性がࢦఠできる。出土遺物はほとんどなく、住居跡の形状や周辺の遺構

から時期をܾ定した。

౔5̨̠޵��（第24ਤ）　調査地の北西部で検出したʮくʯࣈ状に۶ۂする溝状の遺構である。

遺構内を掘り下͛ると溝ఈで土坑状の掘りࠐΈを྆୺で確認した。東ଆを̨̠640、西ଆを̨̠

565としたが、̨̠566との前後関係を明確にできなかった。溝状の遺構も、a1地区やｂ地区で検

第24ਤ　調子a4-1地区土坑̨̠356・565 ～ 567・640・641平・断面ਤ
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出されている例とಉ༷、土坑が連

なっているかのように掘られてい

ることがわかった。長さ8.5̼、෯1.8

̼で、検出面からのਂさは40Dmで

ある。第24ਤでࣔした検出状گは

̨̠566掘࡟時のもので、ఈ面で落

ちࠐΈを発見したため、̨̠565・

640部෼と෼けて報告した。

౔5�5̨̠޵（第24ਤ）　調査地

の北西部、̨̠566西ଆఈ面で検出

した平面がପԁ形の土坑で、長࣠

2.9̼、୹࣠２̼、検出面からのਂ

さは20Dmである。

౔�4̨̠޵�（第24ਤ）　̨̠566

の東୺のఈ面で確認した土坑で、

長࣠1.6̼、୹̼࣠̍のํ形をఄし、

検出面からのਂさは10Dmである。

౔5̨̠޵��（第24ਤ）　調査地

の北西部、̨̠566の南ଆに隣接し

て検出した。ପԁ形の平面を࣋つ土坑である。長࣠２m、୹࣠1.3m、検出面からのਂさ40Dmを

測る。

౔�41̨̠޵（第24ਤ）　調査地中ԝ部の北辺に近接して、̨̠640と接した状ଶで検出した土

坑である。南北1.2m、東西0.8̼、検出面からのਂさ40Dmを測る。

౔ཷثΓ̨̭55�　調査区西୺で検出した。中世の溝̨̙554のఈ面で検出した土器ཷりであ

る。1.5mఔ౓のൣғに土器が確認できた。

౔ثຒೲ遺�14̨̭ߏ（第25ਤ）　調査地中ԝ部やや北西ଆで検出した。弥生土器のᙈを埋ೲし

た土坑で土器棺の可能性もある。掘形の平面形はପԁで長࣠0.7̼、୹࣠0.5̼、検出面からのਂ

さ25Dmを測る。

̑ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第࣍���ʢ�"/3),-�ʣɹ̰4-�஍۠

ʢ1ʣ調査֓ཁͱ૚Ґ（第26ਤ）

右京第946次調査（a1地区）の東隣接地において࣮施した。調査面積は462㎡である。調査地はඪ

のҟなる２ຕのਫ田にわたっており、調査区の北ଆ3/5ఔ（北調査区）は南ଆ（南調査区）にൺしߴ

て0.3̼ఔ௿Ґとなっていた。調査の݁Ռ、࡟平によるӨڹをडけたものと考͑られ、遺構の存

在もرബであった。

第25ਤ　調子a4-1地区土器埋ೲ遺構̨̭614平・断面ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 14ü 冊

-3ù-

第26ਤ　調子a4-2地区土૚断面ਤ
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第27ਤ　調子a4-2地区্૚遺構（中世）平面ਤ
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第28ਤ　調子a4-2地区下૚遺構（弥生時代）平面ਤ
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૚ংは南調査区では耕

作土の下に҉׊色砂࣭土

（第４૚）、明ԫ׊色砂࣭

土（第̑૚）がଯ積してお

り、҉׊色砂࣭土（第４

૚）の্面が中世段階、

明ԫ׊色砂࣭土（第̑૚）

の্面が弥生時代の遺構

面となっていた。北調査

区では̍面の遺構面を検

出した。また、南調査区

では２面の遺構面を検出

したが、্૚の遺構面は

大きく࡟平をडけてお

り、࢒存状گもෆྑで

あった。以下、主要な遺

構に関して記ड़する。

ʢ�ʣݕग़遺ߏ

ᶃத （ੈ第27ਤ）

۷ཱபݐ෺跡̨̗��5

（第29ਤ）　南調査地南東

部で検出した。東ଆが調

査区外΁と広がるため、

શ༰はෆ明であるが、２間ʷ２間の身ࣷに、三もしくは࢛面に൳を伴うものと考͑られる。身ࣷ

部෼の柱間は1.8 ～ 2.1̼、柱掘形はおよそ0.3̼を測る。֓Ͷ0.2̼のਂさを࢒すのΈであるが、

多くは0.1̼ܘ前後の柱ࠟ跡がྑ޷に࢒存していた。周ғの൳に伴う柱穴も、身ࣷと柱ےを֓Ͷ

ଗ͑ている。各柱間は1.8 ～ 2.1̼を測り、南西۱部の̍基に関しては、ਫ਼査を܁りฦしたが検出

できなかった。すでに࡟平をडけ、ফࣦしたものと判断した。この建物跡は、北で東΁３౓主࣠

がৼれている。

ப̨̥݀�14　南調査区西୺で検出した。௚0.3̼ܘのԁ形をఄする。ਂさは̑Dmほどを࢒す

のΈである。

౔̨̠޵���（第27ਤ）　北調査区中ԝ西୺で検出した。東西ํ向に主࣠をとるෆ੔形なପԁ形

をఄし、西୺が調査区΁と広がるためશ༰はෆ明である。南北1.1̼、東西1.5̼以্、検出面か

らのਂさはおよそ0.2̼を測る。埋土は２૚で、্૚はᒵ色砂࣭土に灰ന色ࡉ砂のࠞೖがΈられ、

下૚は׊色砂࣭土のଯ積であった。

第29ਤ　調子a4-2地区掘立柱建物跡̨̗705平・断面ਤ



京都府遺跡調査報告集　第 14ü 冊

-36-

第30ਤ　調子a4-2地区土坑̨̠640・724・727・735平・断面ਤ

このଞに、্૚の遺構としては溝̨̙706・707・711、土坑̨̠709・710౳を検出した。

ᶄ໻ੜ࣌୅（第28ਤ）

౔�4̨̠޵�（第30ਤ）　調査区南୺やや西دりで検出した。南൒はa4-1地区΁とଓいている。

調査区内では東西2.3̼、南北1.1̼にわたって検出した。ਂさは0.6̼ఔを࢒しており、下૚の׊
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色砂࣭土・҉׊色砂࣭土から弥生土器がまとまって出土し

ている。

౔��4̨̠޵（第30ਤ）　南調査区南東۱部෇近で検出し

た。長࣠2.7̼、୹࣠1.0̼を測る長ପԁ形をఄし、ਂさは0.3

̼ఔを࢒す。北دりの中ԝ෇近に長࣠0.5̼、୹࣠0.3̼を測

るପԁ形をఄする土坑がઠたれる。また、土坑の中࣠にԊ

う形で、௚0.2̼ܘఔのϐοτが、中ԝ෇近と東୺で検出さ

れた。

౔̨̠޵���（第30ਤ）　南調査区中ԝやや西دりで検出

した。ෆ੔形な֯ޒ形をఄし、南北1.3̼、東西1.0̼を測る。

ਂさは0.15̼ఔを࢒し、埋土はにͿいԫ׊色砂࣭土の୯一૚

である。

౔��5̨̠޵（第30ਤ）　南調査区北東部で検出した。南

北0.9̼、東西0.7̼を測る。ਂさは0.25̼ఔを࢒し、埋土は

色砂࣭土׊色砂࣭土、その্૚には҉׊下૚にബく明ԫ࠷

がଯ積していた。

౔̨̠޵���　南調査区北西۱部෇近で検出した。南北0.8

̼、東西0.7̼を測る。ਂさは0.2̼ఔを࢒し、埋土はにͿい

ԫ׊色砂࣭土、׊色砂࣭土の２૚がଯ積していた。

౔�55̨̠޵（第30ਤ）　南調査区南東۱部෇近で検出し

た。北൒部を̨̠724によって੾られている。長࣠1.5̼、୹࣠0.8̼以্のପԁ形をఄすると考͑

られる。ਂ࠷部で0.15̼ఔを࢒すのΈであり、埋土はにͿいԫ׊色砂࣭土の୯一૚である。

このଞ、土坑̨̠722・729・730・731・734・738・739・746౳で遺物が出土している。

̒ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第1࣍���ʢ�"/3),-�ʣɹB5஍۠

ʢ1ʣ調査֓ཁͱ૚Ґ

発掘調査地఺では、遺構検出面௚্まで੝土がଯ積していた。調査地఺内では׊灰色砂᛽૚が

遺構検出面となり、近世以後の井戸と平成16年౓のτϨンνで検出した溝のݞ部をわͣかに検出

しただけである。遺構に関連した遺物の出土は認められなかった。

̐ɽग़౔遺෺

出土遺物の૯ྔは、੔ཧശにして79ശである。その内༁は、長岡京跡右京第946次調査が38ശ、

ಉ969次調査が40ശ、ಉ1006次調査が̍ശである。

̍ʣ౔ثɾ౔੡඼

ʢ1ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第�4࣍�ʢ�"/3),-�ʣB1஍۠

第31ਤ　調子a5地区平面ਤ
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ᶃݹ୅ɾதੈ

໦��1ุ̨̩׹（第32ਤ）　̍～３は土師器皿で、ޱԑ部࢒存཰はそれぞれ1/4、1/2、1/3、調

੔は内外面φσである。̍・２は掘形内出土で、３は棺内で出土した。色調は̍・２の外面ઙԫ

ᒵ色（10:38/3）、内面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）、３の内外面はԫᒵ色（10:38/4）である。

Ҫ�44̨̚ށ（第32ਤ）　４・̕・10・12・14・15・19・26が井戸掘形内出土である。̑・̒・̓・

21・22が井戸࿮内出土遺物である。̔・11・16 ～ 18・20・23 ～ 25・27 ～ 32は井戸࿮検出まで

の埋土中から出土した。４～ 15・17 ～ 22・30は土師器である。16・24 ～ 29・31・32は瓦器で

ある。23は須恵器である。４～̕は土師器皿である。４～̕のޱԑ࢒存཰はそれぞれ1/5、9/10、

1/10以下、1/8、6/7、1/8である。調੔は内外面φσである。色調は４が内外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、

̑が外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面ઙԫᒵ色（10:38/4）、̒が内外面灰ന色（10:38/2）、̓が内

外面灰ന色（10:38/2）、̔が内外面灰ന色（2.5:8/1）、̕が内外面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。

10・11は土師器࿶で、ޱԑ࢒存཰は1/10で内外面の調੔はφσである。10の色調は内外面共にઙ

第32ਤ　調子a1地区出土土器（̍）　木棺墓̨̩201、井戸̨̚244
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ԫᒵ色（10:38/3）、11は内外面共に灰ന色（10:38/2）である。12は୆෇皿のߴ୆部෼で࢒存཰

1/2、調੔は内外面φσ、色調は内外面灰ന色（10:38/2）である。13 ～ 15は土師器皿で、ޱԑ࢒

存཰はそれぞれ1/2/、1/4、1/6、調੔は内外面φσ、色調は13の外面がઙԫᒵ色（7.5:38/4）、

内面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）、14は内外面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）、15は内外面灰ന色（5:8/1）である。

16はখ皿で、ޱԑ࢒存཰1/5、調੔は外面ϛΨΩٴͼφσ、内面ϛΨΩ、色調は内外面共に҉灰

色（/3/0）である。17から22は土師器࿶で、ޱԑ࢒存཰はそれぞれ17 ～ 19が̍/10以下、20が

1/2、21が1/5、22が1/8で、内外面共にφσ調੔である。色調は17・18・19が内外面ઙԫᒵ色

（10:38/3）、20・21が内外面灰ന色（10:38/2）、22が外面灰ന色（10:38/2）、内面にͿいԫᒵ色

（10:37/2）である。23は須恵器ുで、ޱԑ࢒存཰は1/10以下で、調੔は内外面φσ、色調は内外

面灰ന色（/7/0）である。24 ～ 29は瓦器࿶で、ޱԑ࢒存཰は24が1/4、25 ～ 28は1/10以下、29は

2/5である。調੔は内外面ϛΨΩである。色調は24・25・26・29・30の内外面҉灰色（/3/0）、27

は内外面黒色（/2/0）である。30は瓦࣭のӋזで、ޱԑ࢒存཰は1/10以下、௳の部෼はṞ落して

いる。調੔は外面ෆ明、内面はφσで、色調は外面灰ԫ׊色（10:35/3）、内面は灰ന色（10:38/1）

である。31・32は࿶のఈ部で、ఈ部࢒存཰はいͣれも1/5である。31の調੔は外面φσ、内面ϛ

ΨΩ、色調は内外面҉灰色（/3/0）である。32の調੔は外面φσ、内面ෆ明、色調は内外面҉灰

色（/3/0）である。

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第33ਤ）　柱穴̨̥44・45・247内から土器が出土している。41は̥44出

土の土師器皿で、ޱԑ部׬存཰1/4、調੔ෆ明。色調は外面明ԫᒵ色（10:37/6）、内面灰ന色

（2.5:38/2）である。68は̨̥44出土の須恵器のখܕᆵでఈ部࢒存཰は1/2で、ࢳ੾りࠟが࢒る。

調੔は内外面φσ、色調は内外面灰ന色（5:7/1）である。33 ～ 35は̨̥45出土の土師器皿で、

存཰はそれぞれ5/6、9/10、1/4である。調੔は内外面φσで、色調は33・34の外面灰ന色࢒ԑޱ

（10:38/2）、内面ઙԫᒵ色（10:38/3）、35の内外面はにͿいԫᒵ色（10:37/3）である。36ŋ37は

̨̥247出土の土師器皿で、ޱԑ࢒存཰はそれぞれ1/4、1/2である。調੔は内外面φσで、色調

は36の外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面灰ന色（10:38/2）、37の内外面灰ന色（10:38/2）である。

ப̨̥݀1�（第33ਤ）　38・39は土師器の皿で調੔は内外面φσである。38のޱԑ࢒存཰は

1/3、色調は内外面共に灰ന色（10:38/2）である。39のޱԑ࢒存཰は1/4、色調は外面灰ന色

（10:38/2）、内面灰ന色（10:38/1）である。47・48は̨̥19の࢒存部部෼を̨̥269としてऔり

্͛た遺物である。47は瓦器࿶で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。調੔は外面ෆ明、内面ϛΨΩ、

色調は外面灰ന色（5:7/1）、内面҉灰色（/3/0）である。48は土師器の皿で、ޱԑ࢒存཰は1/6で

ある。調੔は内外面φσで、色調は外面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）、内面୶ᒵ色（5:38/4）である。

ப̨̥݀��（第33ਤ）　50は瓦器࿶ఈ部片で、ఈ部࢒存཰は1/7である。調੔は外面ෆ明、内面

ϛΨΩ、色調は外面灰ന色（5:8/1）、内面҉灰色（/3/0）である。

ப̨̥݀4�（第33ਤ）　40は土師器ఈ部片で、ఈ部࢒存཰は1/10以下である。内外面は著しく

ຎ໓しているためೈ࣭の緑釉陶器であった可能性もある。色調は灰ന色（10:38/2）である。

ப̨̥݀�4（第33ਤ）　51 ～ 53は瓦器࿶である。ޱԑ部࢒存཰はそれぞれ1/5、1/3、1/2である。
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51の調੔は内外面ෆ明であるが、ϛΨΩのࠟ跡が内面にわͣかに認められる。色調は内外面共に

Φリーϒ黒色（7.5:3/1）または灰ന色（/8/0）である。52は内外面の調੔はෆ明、色調は内外面共

にΦリーϒ黒色（5:3/1）または灰ന色（/8/1）である。53は調੔が外面ϛΨΩٴͼφσ、内面がϛ

ΨΩである。色調は外面が灰色（/6/0）、内面が灰色（/4/0）である。

ப̨̥݀��（第33ਤ）　54・55は共に無釉陶器のఈ部で、ఈ部࢒存཰は1/3、5/6である。54の

調੔は外面φσ後έズリ、内面φσ調੔で、色調は内外面共に灰ന色（7.5:8/1）である。55は内

外面φσ調੔、色調は内外面੨灰色（51#6/1）である。

ப̨̥݀1��（第33ਤ）　56は土師器皿でޱԑ࢒存཰は1/3である。調੔は内外面共にφσで、

第33ਤ　調子a1地区出土土器（２）　柱穴
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色調は外面がઙԫᒵ色（7.5:38/4）、内面がઙԫᒵ色（7.5:38/3）である。

ப̨̥݀111（第33ਤ）　57は土師器皿で、ޱԑ࢒存཰は1/2である。調੔は内外面共にφσ、

色調は外面灰ന色（10:38/2）、内面ઙԫᒵ色（10:35/1）である。

ப̨̥݀11�（第33ਤ）　42・43は土師器皿でޱԑ部࢒存཰はॱに1/8、1/10以下で、調੔はෆ

明である。色調は42の内外面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）で、43は外面୶ᒵ色（5:38/4）、内面ᒵ色

（2.5:37/6）である。44は瓦器࿶でޱԑ部の࢒存཰は1/7で、調੔は外面ϛΨΩٴͼφσ、内面ෆ

明である。色調は外面灰ന色（5:8/1）、内面灰ന色（5:7/1）である。45は黒色土器の࿶で、ޱԑ

。存཰は1/6である。調੔は内外面がϛΨΩ、色調は内外面とも黒色（2.5:2/1）である࢒

ப̨̥݀1�4（第33ਤ）　58は土師器の皿で、ޱԑ࢒存཰は1/3である。調੔は内外面ともφσで、

色調は外面がઙԫᒵ色（10:38/3）、内面がઙԫᒵ色（7.5:38/3）である。

ப̨̥݀1�5（第33ਤ）　59は瓦器࿶片で、ޱԑ部࢒存཰1/10以下である。調੔は内外面ෆ明、

色調は外面灰色（/4/0）、内面灰色（/5/0）である。

ப̨̥݀���（第33ਤ）　60は瓦器࿶でޱԑ࢒存཰は1/6である。調੔は内外面ϛΨΩで、色調

は内外面҉灰色（/3/0）である。

ப̨̥݀�1�（第33ਤ）　61は土師器皿で、ޱԑの࢒存཰1/6である。調੔は内外面共にφσ、

色調は外面がᒵ色（2.5:35/4）、内面がにͿい׊色（7.5:35/4）である。

ப̨̥݀�1�ʢ第33ਤ）　67は須恵器のఈ部で、ఈ部の࢒存཰は1/8である。調੔は内外面共に

φσ、色調は外面が明੨灰色（51#7/1）、内面が灰ന色（/7/0）である。

ப̨̥݀���（第33ਤ）　62・63・66は瓦器࿶である。62・63のޱԑ࢒存཰はॱに3/5、1/9であ

る。62の調੔は内外面共にϛΨΩ、色調は҉灰色（/3/0）である。63の調੔は外面がϛΨΩ、内

面はෆ明である。色調は内外面共に灰色（/5/0）である。66のఈ部࢒存཰は1/6で、調੔は外面φσ、

内面はෆ明、色調は内外面共に灰色（/5/0）である。64は土師器で࿶状に෮ݩできるが࿪が大き

く皿であった可能性もある。ޱԑ࢒存཰は1/8である。調੔は内外面共にφσ、色調は外面がに

Ϳいᒵ色（5:37/3）、内面はにͿいᒵ色（7.5:37/4）である。

ப̨̥݀�5�（第33ਤ）　69は土師器で൓స෮ݩによって࿶状のਂさを࣋つ形ଶとなったが、ߴ

ഋのޱԑ部である可能性がある。ޱԑ࢒存཰は1/10以下で、調੔は外面がφσ、内面はෆ明、色

調は内外面共にઙԫᒵ色（7.5:38/4）である。

ப̨̥݀��4（第33ਤ）　70は土師器の皿で、ޱԑ࢒存཰は1/8である。調੔は内外面共にφσ、

色調は外面がᒵ色（5:37/4）、内面はにͿいᒵ色（7.5:36/4）である。

ப̨̥݀��5（第33ਤ）　46は土師器の皿で、ޱԑの࢒存཰は1/3である。調੔は内外面共にφσ、

色調は内外面共に灰ന色（10:38/2）である。

ப̨̥݀���ʢ第33ਤ）　71は瓦器࿶で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。調੔は内外面共にϛΨ

Ω、色調は内外面共にᒵ色（/6/0）である。72は須恵器のࣖᆵである。調੔は外面φσٴͼέズリ、

内面φσで、色調は外面灰ԫ色（2.5:36/2）、内面灰ന色（/7/0）である。

ப̨̥݀���（第33ਤ）　65は土師器の皿で、ޱԑ࢒存཰は1/7である。調੔は内外面共にφσ、
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色調は外面がઙԫ色（10:38/3）、内面は灰ന色（2.5:8/2）である。

ப̨̥݀���（第33ਤ）　49は土師器の皿で、ޱԑの࢒存཰は1/6である。調੔は内外面共にφσ、

色調は内外面共に灰ന色（7.5:38/2）である。

౔�4̨̠޵（第34ਤ）　73 ～ 75は土師器皿で、76は土師器࿶である。73・74のޱԑ࢒存཰はそ

れぞれ1/6、1/4で、調੔は内外面共にφσである。色調は、73の外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面

ઙԫᒵ色（10:38/4）、74は外面がにͿいԫᒵ色（10:37/4）、内面がにͿいԫᒵ色（7.5:37/4）であ

る。75・76のޱԑ࢒存཰はそれぞれ1/10、1/4である。75の調੔は、内外面共にφσ、色調は外

面が灰ന色（10:38/2）、内面がઙԫᒵ色（10:38/3）である。76の調੔は内外面共にϋέ後φσ、

色調は内外面共ににͿいԫᒵ色（10:37/2）である。

౔̨̠޵��（第34ਤ）　77は土師器皿で、78は土師器࿶で、ޱԑの࢒存཰は、77が׬形、78は

第34ਤ　調子a1地区出土土器（３）　土坑
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1/4で、内外面共にφσ、色調は77の外面が灰ԫ色（2.5:7/2）、内面がઙԫᒵ色（10:38/3）、78は

外面が灰ന色（10:38/2）、内面がઙԫᒵ色（10:38/3）である。

౔41̨̠޵（第34ਤ）　79 ～ 81・83・84は土師器皿で、ޱԑ࢒存཰は1/5、1/4、1/9、1/3、

2/3、内外面の調੔は共にφσである。色調は、79が内外面共にઙԫᒵ色（7.5:38/4））、80は外

面がԫ灰色（2.5:6/1）、内面が黒׊色（2.5:3/1）、81は内外面共に灰ന色（10:38/2）、83は内外面

共にઙԫᒵ色（10:37/3）、84は外面がઙԫᒵ色（10:37/4）、内面がઙԫᒵ色（10:37/3）である。

87は土師器ഋで、ޱԑ࢒存཰1/3である。調੔は内外面φσ、色調は外面にͿいᒵ色（7.5:37/4）、

内面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）である。88は土師器皿でޱԑ࢒存཰1/7である。調੔は内外面φσ、色

調は内外面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）である。95は丸瓦で、色調は҉灰色（/3/0）である。

౔1̨̠޵��（第34ਤ）　82は土師器皿でޱԑ࢒存཰5/6、調੔は内外面共にφσ、色調は外面

が੺ᒵ色（10:36/6）、内面が灰ന色（7.5:38/2）である。

౔̨̠޵���（第34ਤ）　85・86は土師器の皿で、調੔は内外面共にφσである。85のޱԑ࢒存

཰1/2、色調は内外面ԫ灰色（2.5:37/2）である。86はޱԑの࢒存཰1/2、色調は内外面共にԫ灰

色（2.5:37/2）である。89・90は土師器の࿶で、内外面の調੔はφσである。ޱԑ࢒存཰はそれ

ぞれ1/2、1/4で内外面の調੔はφσである。色調は内外面共に灰ന色（2.5:8/2）である。91は黒

色土器の࿶で、ޱԑ࢒存཰1/10以下で、調੔は外面がϛΨΩ、内面はෆ明である。内外面共に黒

色（2.5:2/1）である。93は須恵器ᙈޱԑ部で、࢒存཰は1/10以下である。内外面の調੔はෆ明、

色調は外面が黒׊色（10:33/1）、内面が灰色（/6/0）である。

౔�1̨̠޵�（第34ਤ）　92は瓦器࿶で、ޱԑ࢒存཰1/6である。調੔は内外面共にϛΨΩ、色

調は外面が灰色（/4/）、内面が҉੨灰色（5#13/1）である。

౔�51̨̠޵ʢ第34ਤ）　94は平瓦片で、Ԝ面に෍目、ತ面にೄ目が࢒る。色調は、Ԝ面が҉灰

色（/3/0）、ತ面がにͿい׊色（7.5:36/4）である。

灰色׊存཰1/9、調੔はෆ明で、色調は外面が明࢒ԑのޱ、96は瓦器࿶で　（第35ਤ）11̨̙ߔ

（7.5:37/2）、内面が灰ന色（2.5:7/1）である。97は土師器の皿で、ޱԑ࢒存཰1/2、調੔は内外

面共にφσ、色調は外面が灰ന色（10:38/2）、内面がઙԫᒵ色（10:38/3）である。98はന磁࿶で、

。存཰は1/18である。色調は内外面共に灰ന色（5:7/2）である࢒ԑのޱ

存཰は1/10以下で、調੔࢒ԑ部ޱ。る࢒99は瓦࣭のുで、接߹ࠟが多く　（第35ਤ）15̨̙ߔ

は内外面共にφσ、色調は外面が灰ന色（2.7:7/0）、内面が黒色（/2/0）である。100は土師器皿で、

。存཰は1/4である࢒ԑ部のޱ

存཰は1/10以下である。色調は外面が灰ന色࢒ԑ部ޱ、101はന磁の皿で　（第35ਤ）�1̨̙ߔ

（2.5:8/1）、内面が灰ന色（5:7/2）である。102は土師器の皿で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。

調੔はෆ明で、色調は内外面共にઙԫ色（10:38/3）である。

̨̙4�（第35ਤ）　103・107は土師器皿で、104はಉ୆෇き皿である。ޱԑ࢒存཰は103が1/8、

104が1/4で、内外面共にφσ調੔である。色調は、103が内外面共にઙԫᒵ色（7.5:38/4）、104

は外面がにͿいᒵ色（7.5:37/4）、内面が灰ԫ׊色（10:35/2）、107は外面灰ԫ色（2.5:7/2）、内面
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にͿいԫ色（10:32/1）である。105は瓦器࿶で、ఈ部࢒存཰1/2である。調੔は外面φσ、内面ϛ

ΨΩ、色調は外面灰ന色（2.5:7/0）、内面҉灰色（/3/0）である。106はന磁࿶でޱԑ࢒存཰1/8、

色調は外面灰ന色（7.5:7/2）、内面灰ന色（7.5:8/1）である。108は瓦࣭のӋזで、ޱԑ࢒存཰は

1/10以下である。調੔は内外面φσ、色調は外面҉灰色（/3/0）、内面灰色（/6/0）である。

存཰は1/8である。色調は外面Φリーϒ灰色࢒109は੨磁࿶で、ఈ部　（第35ਤ）��̨̙ߔ

（6(:6/1）、内面明੨灰色（5#7/1）である。110は須恵器ുで、ޱԑ部࢒存཰は1/10以下である。

内外面φσ、色調は外面੨灰色（51#6/1）、内面灰ന色（/7/0）である。115は須恵࣭のӋזで、

存཰は1/10以下である。調੔は内外面φσ、色調は内外面灰色（/6/0）である。118は緑釉࢒ԑޱ

第35ਤ　調子a1地区出土土器（４）　遺構
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陶器ఈ部、࢒存཰1/8で内面にӄࠁが施される。色調は内外面共にઙԫ色（7.5:7/3）である。

存཰1/8で、調੔は内外面φσ、色調は内外࢒ԑޱ、111は土師器の皿で　（第35ਤ）1�1̨̙ߔ

面ઙԫᒵ色（7.5:38/6）である。112は灰釉陶器で、ޱԑ࢒存཰1/2である。調੔は内外φσで、

色調は内外面灰ന色（5:7/1）である。113は瓦器࿶でޱԑ࢒存཰1/10以下である。調੔は内外面

ෆ明、色調は外面୶ԫ色（2.5:8/3）、内面灰ന色（2.5:8/2）である。114はఈ部׬存の੨磁で、調

੔は外面έズリ、内面ෆ明、色調は外面灰ന色（2.5:8/1）、内面灰ԫ色（2.5:7/2）である。116は

須恵器ᆵମ部で、調੔は内外面φσ、色調は外面灰色（/6/1）、内面灰ന色（/7/0）である。

、存཰は1/10以下である。調੔は内外面φσ࢒ԑޱ、117は須恵器のുで　（第35ਤ）��1̨̙ߔ

色調は外面灰色（/6/0）、内面灰ന色（/7/0）である。120は土師器皿で、ޱԑ࢒存཰1/10以下であ

る。調੔は内外面共にφσ、色調は内外面共にઙԫᒵ色（10:38/3）である。

存཰1/5である。調੔は外面φσ、内面࢒122は瓦器࿶で、ఈ部　（第35ਤ）�4̨̭ߏΈঢ়遺ۼ

ϛΨΩ、色調は内外面Φリーϒ黒色（5:3/1）である。124は土師器皿で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下

である。内外面共に調੔ෆ明、色調は外面灰ന色（10:38/1）、内面（10:37/1）である。

存཰はそれぞれ1/9、1/10以下࢒ԑޱ、121・123は土師器皿で　（第35ਤ）155̨̭ߏΈঢ়遺ۼ

である。121ŋ123の調੔は内外面φσ、色調は121が内外面灰ԫ色（2.5:7/2）、123の外面灰ԫ色

（2.5:7/2）、内面灰ന色（2.5:7/1）である。

存཰1/2である。調੔は外面έズリ、内࢒15�ʢ第35ਤ）　119はന磁࿶で、ఈ部̨̭ߏΈঢ়遺ۼ

面φσ、色調は内外面共に灰ന色である。125は土師࣭のӋזで、ޱԑ࢒存཰は1/5である。調੔

は内外面共にෆ明、色調は外面が灰ԫ色（2.5:6/2）、内面が灰ԫ色（2.5:7/2）である。

แؚ૚（第36ਤ）　126は唐津焼の࿶で、ఈ部࢒存཰は1/2である。内面にはమ釉によりઢがඳか

れる。外面ఈ部ٴͼ୆部の一部には釉ༀがృ෍されていない。127は੨磁の皿で、ޱԑ࢒存཰は

1/8である。内面には۶ۂ部に௜ઢがնる。色調は内外面共に灰Φリーϒ色（7.5:6/2）である。

128はന磁࿶で、ޱԑ࢒存཰は1/4である。ఈ部෇近には施釉されない部෼が存在する。釉の部෼

は灰ന色（10:8/1）、ૉ地の部෼は灰ന色（7.5:7/1）である。129・130はന磁࿶で、いͣれもޱԑ

存཰は1/10以下である。色調は129が内外面灰ന色（5:7/2）、130が内外面共に灰ന色（7.5:8/1）࢒

である。131は੨磁࿶で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。色調は内外面共にΦリーϒ灰色（10:5/2）

である。132はന磁࿶で、ఈ部࢒存཰は1/2である。ߴ୆部には施釉されない。色調は釉の部෼が

灰ന色（5:7/2）、ૉ地が灰ന色（7.5:8/1）である。133は土師器ࠋの೺手部である。色調はにͿい

ԫᒵ色（7.5:37/4）である。134は੨ന磁の߹子の֖で、ԑ部࢒存཰は1/6である。色調は外面明

緑灰色（5(7/1）、内面明緑灰色（5(8/1）である。135は土師࣭の土馬の಄部である。色調はᒵ色

（7.5:7/6）である。136は土師࣭の土馬の٭部ٴͼඌの部෼である。色調はᒵ色（7.5:7/6）である。

137は黒色土器࿶のఈ部で、ఈ部࢒存཰は1/6である。調੔は外面φσ、内面ෆ明で、色調は外面

がにͿいᒵ色（7.5:36/4）、内面黒色（/2/0）である。138は瓦器࿶で、ޱԑ࢒存཰1/3である。調

੔は内外面ϛΨΩ、色調は外面黒色（/2/0）、内面҉灰色（/3/0）である。139は黒色土器࿶のఈ部

で、ఈ部の࢒存཰は1/2である。調੔は内外面共にෆ明、色調は外面がにͿいԫᒵ色（10:36/4）、
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内面が灰色（/4/0）である。140は緑釉陶器のૉ地で、ఈ部は׬存している。調੔は内外面共έズ

リٴͼφσ、色調は外面が੨灰色（5#6/1）、内面が明੨灰色（5#17/1）である。141は緑釉陶器࿶

であるߴ。 ୆内ଆを含めશ面に施釉されているߴ。 ୆୺内面に段を࣋っている。内外面共にΦリー

ϒ灰色（10:4/2）である。142は灰釉陶器ᆵのᰍ部である。調੔は内外面φσで、色調は内外面と

も灰ന色（2.5:7/1）である。143は須恵器の࿶でޱԑ࢒存཰は1/10以下である。調੔は内外面φσ、

色調は内外面灰色（/5/0）である。144は須恵器のുで、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。調੔は内

外面共にφσ、色調は外面灰ന色（/7/1）、内面灰ന色（/6/1）である。145は須恵器ᆵのఈ部で、

ఈ部࢒存཰は1/4である。調੔は外面έズリٴͼφσ、内面φσ、色調は外面灰ന色（/7/1）、内

面灰色（/6/1）である。146は須恵器ᆵの಑部である。調੔は内外面φσ、色調は外面灰色（/6/0）、

内面灰ന色（/7/0）である。147・148は瓦࣭のӋזである。ޱԑ࢒存཰は147が1/10以下、148が

1/6である。調੔はいͣれも内外面φσである。色調は147の外面҉灰色（/3/0）、内面灰色（/4/0）

で、148の外面灰色（/5/0）、内面灰色（/4/0）である。149は緑釉陶器の࿶で、ఈ部࢒存཰は1/2で

ある。調੔は外面έズリ、内面φσである。色調は灰ന色（/7/1）で、釉ༀがṞがれૉ地の色が

શମに認められる。150は੨磁࿶と考͑られる。ൺ೤のため色調が著しくม化している。ఈ部࢒

存཰は1/4で、色調は内外面灰ന色（7.5:7/1）である。151 ～ 154はന磁の࿶ఈ部である。ఈ部࢒

存཰はॱに1/6、1/7、4/5、1/4である。色調は151が灰ന色（5:8/1）、152が外面灰ന色（5:8/1）、

内面灰ന色（5:8/2）、153は内外面共灰ന色（5:8/1）、154は外面灰ന色（7.5:8/1）、内面灰ന色

（10:7/1）である。155は੨磁࿶でఈ部࢒存཰は1/4、色調は内外面Φリーϒ灰色（2.5(:6/1）である。

156は黒色土器ఈ部で、ఈ部の࢒存཰は1/3である。調੔は外面がφσ、内面ϛΨΩで、色調は内

外面共に黒色（2.5:2/1）である。157は須恵器ᆵのఈ部で、ఈ部࢒存཰1/2である。調੔は内外面

φσ、色調は外面灰色（/6/0）、内面灰ന色（/7/0）である。158・159は須恵器のുで、྆者共に

存཰が1/10以下で内外面共にφσ調੔である。色調は158・159共に内外面灰ന色（/7/0）࢒ԑޱ

である。160は瓦࣭のӋזである。調੔は内外面共にϋέٴͼφσで、色調は内外面҉灰色（/3/1）

である。161は須恵器ᙈで、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。調੔は外面タタΩٴͼφσ、内面は

ಉ৺ԁ状の当۩ࠟをφσফす。色調は外面੨灰色（51#6/1）、内面灰色（/6/0）である。

ᶄ໻ੜ࣌୅

౔̨̠޵��（第37ਤ）　162はᙈޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰は1/6である。調੔は外面ϋέٴͼφσ、

内面φσで、色調は外面にͿいᒵ色（7.5:36/4）、内面にͿいԫᒵ色（10:36/3）である。163 ～

165はᙈのఈ部で、ఈ部࢒存཰はॱに1/3、4/5、׬存である。163の調੔は外面ϋέ、内面ෆ明で、

色調は、外面がにͿいԫᒵ色（10:37/4）、内面が灰ന色（10:38/2）である。164の調੔は内外面

共にϋέで、ఈ部には葉຺ࠟが認められる。色調は外面が灰ന色（2.5:38/2）、内面が灰ന色

（2.5:8/1）である。165は、調੔が外面ϋέ、内面φσ、色調は外面がԫ灰色（2.5:6/1）、内面が

存཰は1/2である。調੔は外面ϛΨΩ、内面࢒灰色（10:35/1）である。166はᆵのఈ部で、ఈ部׊

ෆ明で、色調は外面が灰色（2.5:6/1）、内面が灰ԫ色（2.5:6/2）である。

౔1�5̨̠޵（第37ਤ）　167は弥生土器ᙈで、ޱԑ࢒存཰は1/4である。調੔は外面がϋέ、内
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面はෆ明である。色調は外面がにͿいᒵ色（5:37/4）、内面がઙԫ色（2.5:37/3）である。168は

ᙈఈ部で、ఈ部は׬存している。調੔は、内外面共にϋέ、ఈ部に葉຺ࠟが࢒り、色調は内外面

共に҉灰色（/3/0）である。

౔1�1̨̠޵（第37・38ਤ）　169 ～ 172はᆵޱԑ部で、ޱԑ部࢒存཰はॱに1/2、1/4、1/4、

1/4である。169はޱԑ内面に౾ཻ状のಥىがつけられており、調੔は内外面共にϋέで、色調は

外面が灰ന色（2.5:38/2）、内面が灰ന色（7.5:38/2）である。170の調੔は外面がϛΨΩ、内面が

ϋέで、色調は内外面共ににͿいԫ׊色（10:37/3）である。171は調੔が外面ϋέ、内面ෆ明、

色調は内外面共に灰ന色（2.5:8/2）である。172は調੔が内外面共にϋέ、色調は外面がᒵ色

（7.5:37/6）、内面がᒵ色（7.5:36/6）である。

173は174の銅鐸形土製品の内部から出土した土製の舌である。舌্部はፏ平につͿされ、その

平ୱ部に片ଆから焼成前にઠ޸されている。色調はにͿいԫᒵ色（10:37/3）である。174は銅鐸

形の土製品である。ᭃの部෼は発掘時の掘࡟によってഁଛしている。಑部を形成した後、೪土を

షり෇けώϨ部を作り出している。共伴遺物からـ内第ᶙ༷式の年代が༩͑られる。175・176は

ᆵのޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰はॱに1/6、1/4である。175の調੔は内外面共にϋέ、色調は内外面

共ににͿいԫᒵ色（10:37/3）である。176の調੔は外面がϋέٴͼϛΨΩ、内面がϋέٴͼφσ、

色調は外面がにͿいԫᒵ色（10:37/3）、内面が灰ԫ色（2.5:37/2）である。177 ～ 179はᙈで、ޱ

ԑ࢒存཰はॱに1/6、1/8、1/6である。調੔はいͣれも内外面ϋέで、色調は177の外面ઙԫᒵ色

（10:38/3）、内面ઙԫᒵ色（10:36/2）、178は外面ઙԫᒵ色（10:38/4）、内面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）、

179は内外面共に灰ന色（2.5:8/2）である。180 ～ 183はᙈで、ޱԑ࢒存཰はॱに1/8、1/10、1/4、

1/4である。180の調੔は内外面ෆ明、色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/2）内面灰ന色（10:38/1）

である。181の調੔は内外面ϋέ、色調は内外面共に灰ԫ׊色（10:36/2）である。182の調੔は外

面ϋέ内面ෆ明、色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/2）、内面灰ന色（2.5:8/1）である。183の調੔は外

面ϋέ、内面φσ、色調は外面がᒵ色（5:37/6）、内面がにͿいᒵ色（5:37/4）である。

184 ～ 191はᙈのޱԑ部で、ޱԑ部࢒存཰はॱに1/6、1/4、1/8、1/8、1/8、1/10、1/6、1/4で

ある。184 ～ 188・190の調੔は外面ϋέ、内面ϋέٴͼφσで、189・190は外面ϋέ、内面はෆ

明である。色調は184の外面灰ന色（10:38/2）、内面灰ന色（2.5:8/2）、185は内外面ઙԫᒵ色

（7.5:38/4）、186は内外面にͿいԫᒵ色（10:37/2）、187は内外面灰ന色（10:38/2）、188は内外

面にͿいԫᒵ色（10:37/2）、189は外面にͿいԫᒵ色（10:37/2）、内面灰ന色（2.5:8/2）、190は

外面にͿいԫᒵ色（5:36/4）、内面׊色（7.5:5/1）、191は外面にͿいԫᒵ色（10:36/3）、内面に

Ϳいԫᒵ色（10:37/2）である。192はുでޱԑ࢒存཰1/10以下である。内外面の調੔はϋέで、

色調は内外面共にઙԫᒵ色（10:38/3）である。195はߴഋでޱԑ࢒存཰1/8である。調੔は内外面

ϛΨΩ、色調は内外面にͿいᒵ色（7.5:37/3）である。193・194・196 ～ 203は土器のఈ部である。

ఈ部࢒存཰は193・194・196・199・201が׬存で、197は4/5、198が1/6、202が1/2、203が4/5で

ある。194・197・199・202・203はఈ部に葉຺ࠟが࢒る。調੔は193・194・199・200 ～ 202の外

面はϋέ、内面はφσである。196の調੔は内外面共にෆ明である。197は外面ϋέ、内面ϋέٴ
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ͼφσ、198は外面έズリ、内面ෆ明、203は内外面共にφσである。色調は193の外面灰ന色

（2.5:8/2）、内面灰ന色（2.5:38/1）、194の外面ᒵ色（5:36/6）、内面୶ᒵ色（5:38/4）、196の外

面灰ന色（10:8/2）、内面୶ԫᒵ色（7.5:38/3）、197の外面灰ന色（2.5:8/2）、内面ઙԫ色（2.5:7/3）、

198の内外面にͿいԫᒵ色（10:37/3）、199の外面灰ന色（2.5:8/2）、内面灰ന色（2.5:8/1）、200

は外面にͿいԫᒵ色（10:37/2）、内面黒（2.5:3/1）、201は外面灰ന色（10:8/2）、内面灰ന色

（2.5:8/2）、202は外面׊灰色（10:36/1）、内面׊灰色（2.5:8/2）、203は外面にͿいᒵ色（10:37/2）、

内面׊灰色（7.5:5/1）である。

第38ਤ　調子a1地区出土土器（̓）　土坑・柱穴



京都第二外環状ઢ道路関係遺跡平成 20 ～ 22 年౓発掘調査報告

-ü1-

౔1̨̠޵��（第38ਤ）　204はᙈで、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。調੔は外面ϋέٴͼφσ、

内面φσ、色調は外面にͿいᒵ色（5:37/4）、内面明׊灰色（̑:37/2）である。

౔̨̠޵���（第38ਤ）　206はᆵのޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。調੔は外面φσ、

内面ϋέ、色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/4）、内面灰ന色（10:38/2）である。

ப̨̥݀1��（第38ਤ）　205はᙈでޱԑ࢒存཰は1/6である。調੔は外面ϋέ内面ෆ明、色調は

外面灰ന色（10:38/2）、内面灰ന色（10:38/1）である。207はᙈでޱԑ࢒存཰は1/10以下である。

調੔は外面ϋέ、内面ෆ明、色調は外面灰ന色（10:38/2）、内面灰ന色（10:38/1）である。

ப̨̥݀��4（第38ਤ）　209は׬存のఈ部で、内外の調੔はෆ明である。色調は外面׊灰色

（10:35/1）、内面黒׊色（10:33/1）である。

ப̨̥݀��5（第38ਤ）　210はᙈでޱԑ࢒存཰は1/4である。調੔は内外面ෆ明、色調は外面が

ઙԫᒵ色（7.5:38/4）、内面がઙԫᒵ色（10:38/2）である。

ப̨̥݀���（第38ਤ）　208はఈ部で、ఈ部࢒存཰は1/5である。調੔は内外面φσで、色調は

外面ᒵ色（2.5:37/6）、内面灰ന色（10:38/1）である。

存཰は1/6である。調੔は内外面ෆ明で、色調は࢒ԑޱԑでޱ212はᆵの　（第39ਤ）�5̨̙ߔ

内外面灰ന色（10:38/2）である。213はᙈޱԑで、ޱԑ࢒存཰は1/6である。調੔は内外ෆ明、色

調は外面ᒵ色（5:37/6）、内面ᒵ色（7:37/8）である。

ىԑ部内面にはᚅ状のಥޱ。存཰は1/6である࢒ԑޱԑ部でޱ211はᆵの　（第39ਤ）��1̨̙ߔ

が作られている。調੔は内外面ෆ明、色調は内外面共にઙԫᒵ色（10:38/4）である。214はᆵの

存཰は1/6である。調੔は外面ෆ明、内面ϋέ、色調は内外面灰ന色（2.5:8/2）で࢒ԑޱ、ԑでޱ

ある。215はᆵのޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰1/6である。調੔は内外面φσ、色調は外面灰ന色

（10:38/2）、内面にͿいԫᒵ色（10:37/4）である。216はᆵのᰍ部である。̒条を୯Ґとする۳

ඳ௚ઢ文が２条施される。調੔は内外面φσ、色調は内外面共ににͿいԫᒵ色（10:37/2）である。

217はᙈޱԑである。࢒存཰は1/4である。調੔は内外面ෆ明。218はখܕのᆵのޱԑ部で、ޱԑ

が設けられていた。ᰍ部には３条をىԑ内面には２か所以্のᚅ状のಥޱ。存཰は1/4である࢒

୯Ґとする۳ඳ೾状文が施される。調੔は外面ϋέٴͼφσ、内面ෆ明、色調外面ઙԫᒵ色

（10:38/3）、内面ઙԫᒵ色（10:38/2）である。219はᆵのମ部で、۳により施文される。調੔は

内外面φσ、色調は内外面にͿいԫᒵ色（10:37/4）である。220は׬存のఈ部で、ఈ部には葉຺

ࠟが࢒る。調੔はϋέٴͼφσ、色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/2）、内面׊灰色（10:34/1）で

ある。221・222は֖で、ԑの࢒存཰はॱに1/8、1/6である。྆者とも調੔は外面ϋέٴͼφσ、

内面φσ、221の色調は外面灰ԫ׊色（10:36/2）、内面灰ԫ色（2.5:7/2）、222は外面にͿいԫᒵ

色（10:37/3）、内面ઙԫ色（2.5:7/3）である。223はᙈでޱԑ࢒存཰は1/8である。調੔は外面ϋ

έ内面φσ、内外面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。224はുで、ޱԑ࢒存཰は1/5である。調੔は外

面ϋέٴͼφσ、内面ϋέٴͼϛΨΩである。225はᙈޱԑで、ޱԑ࢒存཰は1/6である。調੔は

内外面φσ、色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面にͿいԫᒵ色（10:37/4）である。226はᙈの

ఈ部で、׬存している。調੔は内外面ෆ明、色調はઙԫᒵ色（10:38/3）である。227はᙈでޱԑ
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色（10:35/2）、内面ԫ灰׊存཰は1/10以下である。調੔は外面ϋέ内面φσ、色調は外面灰ԫ࢒

色（2.5:5/1）である。

ʢ�ʣ௕Ԭ京跡ӈ京�4࣍�ʢ�"/3),-�ʣB�஍۠

۷ཱபݐ෺跡̨̗�1（第40ਤ）　253は̥̍から出土した。須恵器のᆵで、ఈ部࢒存཰1/4である。

調੔は内外面回సφσ、色調は内外面灰ന色（5:8/1）である。

౔248　�1̨̠޵は須恵器࿶のఈ部で、ఈ部࢒存཰1/3、ࢳ੾りࠟが࢒る。調੔は内外面φσで、

色調は外面灰色（/6/0）、内面灰ന色（/7/0）である。

౔�1̨̠޵（第40ਤ）　228・229は土師器の皿である。228はޱԑ࢒存཰1/3で、調੔は内外面

ෆ明、色調は内外面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。229のޱԑ࢒存཰は1/10で、内外面の調੔はෆ明。

色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/4）、内面୶ԫ色（2.5:8/4）である。246は瓦器࿶で、ޱԑ࢒存཰1/3、

調੔は外面ϛΨΩ、内面ෆ明、色調は外面灰色（/6/0）、内面灰ന色（2.5:8/1）である。247は瓦

器࿶ఈ部で、ఈ部࢒存཰は5/6、調੔は内外面ෆ明、色調外面灰色（/5/0）、内面灰ന色（/7/0）で

ある。249は須恵器খܕᆵのޱԑ部である。ޱԑ࢒存཰1/8、調੔は内外面回సφσ、色調は内外

第39ਤ　調子a1地区出土土器（̔）　溝
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第40ਤ　調子a2地区出土土器（̍）　遺構
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面共に灰ന色（/7/0）である。

。存཰は1/10以下である࢒250は̥12から出土した須恵器ഋ#で、ఈ部　（第40ਤ）��̨̖ྻࡤ

色調は内外面共に灰ന色（7.5:7/1）である。259は̥17から出土した須恵器ఈ部で、ఈ部࢒存཰

1/6、調੔は外面ϔϥέズリ、内面ϛΨΩ、色調は内外面共に灰ന色である。

存཰は1/8で、調੔は内外面回సφσ、色調は࢒ԑޱ、251は瓦࣭のുで　（第40ਤ）�1̨̙ߔ

外面灰色（5:4/1）、内面灰ന色（10:38/1）である。252・254は土師࣭のӋזである。252のޱԑ

色（10:35/3）、内׊ͼφσ、内面φσ、色調は外面にͿいԫٴ存཰は1/10で、調੔は外面ϋέ࢒

面は灰ԫ׊色（10:34/2）である。254のޱԑ࢒存཰は1/10で、内外面φσ調੔、色調は内外面に

Ϳいᒵ色（7.5:36/4）である。

第40）��̨̙ߔ ～ 42ਤ）　230 ～ 239は土師器である。ޱԑ部࢒存཰はそれぞれ1/8、1/2、

1/6、1/4、1/9、1/6、1/6、1/4、1/6、1/8である。内外面の調੔は、確認できるものはφσٴͼ

ΦαΤである。色調は230の外面ᒵ色（7.5:37/6）、内面にͿいԫᒵ色（7.5:37/4）、231の外面ࢦ

ᒵ色（7.5:37/6）、内面にͿいᒵ色（10:37/4）、232は内外面にͿいᒵ色（7.5:35/4）、233は内外

面ともᒵ色（7.5:7/6）、234は外面灰ന色（10:38/2）、内面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）、235は内外面共

にᒵ色（7.5:37/6）、236は内外面共ににͿいᒵ色（7.5:37/4）、237は外面にͿいᒵ色（7.5:37/4）、

内面にͿいԫᒵ色（10:37/3）、238は外面ᒵ色（7.5:37/6）、内面ᒵ色（5:37/6）、239は内外面共

にᒵ色（7.5:37/6）である。240は須恵器のഋ"で、ޱԑ࢒存཰は1/8である。色調は内外面灰ന色

（/7/0）である。241は無釉陶器の皿で、ޱԑ࢒存཰1/4、調੔は外面έズリ、内面φσである。

色調は外面灰色（/6/0）、内面灰ԫ色（2.5:7/2）である。242は無釉陶器の皿で、ޱԑ࢒存཰は1/4

である。調੔は外面ϛΨΩ内面φσ、色調は内外面灰色（/6/0）である。243は灰釉陶器皿で、ޱ

ԑ࢒存཰は1/9である。調੔は外面έズリおよͼφσ、内面φσ、色調は内外面共に灰ന色

（2.5:8/1）である。244は無釉陶器の皿で、ޱԑ࢒存཰は1/3である。調੔は外面έズリ内面φσ、

色調は内外面灰ന色（/7/0）である。245は無釉陶器の皿で、ޱԑ࢒存཰は1/4である。調੔は内

外面έズリ、色調は外面灰色（/6/0）、内面灰ԫ色（2.5:7/2）である。255は黒色土器のᙈで、ޱ

ԑ࢒存཰1/8、調੔は外面φσ、内面ϛΨΩٴͼφσ、色調は外面灰׊色（7.5:34/2）、内面҉灰

色（/3/1）である。256は黒色土器のᙈで、ޱԑ࢒存཰1/10以下である。調੔は外面φσ、内面φ

σٴͼϋέ、色調は外面にͿい׊色（7.5:35/3）、内面҉灰色（/3/1）である。257は土師器のᙈで、

色（7.5:35/2）である。258は土師׊存཰1/6である。調੔は内外面φσ、色調は内外面灰࢒ԑޱ

器ᙈ、ޱԑ࢒存཰1/6である。調੔は外面φσ、内面ϋέٴͼφσ、色調は外面׊灰色（10:34/1）、

内面黒׊色（10:33/1）である。260は土師器ߴഋの٭部である。調੔は外面έズリ、内面φσで

ある。色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/4）、内面黒׊色（10:33/1）で、଻土にӢ฼を多く含む。

261はೈ࣭の緑釉陶器のఈ部で、ఈ部࢒存཰1/4である。調੔ෆ明で、釉ༀのද面はṞ落してい

る。色調は内外面とも灰ന色（2.5:8/2）である。262はఈ部が׬存する緑釉陶器で、調੔はෆ明、

色調は外面がΦリーϒԫ色（7.5:6/3）、内面にͿいԫᒵ色（10:37/3）である。263は無釉陶器ఈ部

で、࢒存཰は1/3である。内外面調੔はφσ、色調は外面灰色（/6/0）、内面੨灰色（51#6/1）で
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ある。264はఈ部が׬存した無釉陶器である。調੔は内外面έズリ、色調は内面灰ന色（2.5:8/1）、

内面灰色（/6/0）である。265はೈ࣭の緑釉陶器で、ఈ部࢒存཰が1/6である。調੔は内外面ϛΨΩ、

色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/4）、内面灰ന色（5:7/1）である。266は緑釉陶器で、ఈ部࢒存཰が

3/4である。調੔は外面έズリ、内面ෆ明、色調は内外面灰ന色（2.5:8/2）である。267は無釉陶

器ఈ部で、࢒存཰は3/4である。内外面調੔はϛΨΩ、色調は外面灰色（5:6/1）、内面灰ԫ色

（2.5:7/2）である。268は須恵器のఈ部で、࢒存཰は1/4である。調੔は外面φσおよͼέズリ、

内面φσ、色調は外面灰色（/6/1）、内面灰色（7.5:6/1）である。269は黒色土器の࿶で、ޱԑ࢒

第41ਤ　調子a2地区出土土器（２）　溝̨̙30
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存཰1/6である。調੔は外面φσ、内面ϛΨΩ、色調は外面黒色（/1.5/0）、内面黒׊色（2.5:3/1）

である。270は灰釉陶器の࿶で、ޱԑ࢒存཰2/5である。調੔は内外面φσ、色調は内外面灰ന色

（2.5:8/1）である。271は土師器࿶で、ఈ部࢒存཰1/4である。調੔は内外面φσ、色調は外面に

Ϳいᒵ色（7.5:36/4）、内面は҉灰色（/3/0）である。272は灰釉陶器で、ఈ部࢒存཰1/2である。

調੔は内外面φσ、色調は内外面灰ന色（/7/0）である。273は須恵器のᆵで、ఈ部࢒存཰は1/4

である。調੔は外面έズリٴͼφσ、内面φσ、色調は外面ԫ灰色（2.5:6/1）、内面灰ന色

（10:37/1）である。274は須恵器のԁ面ݛである。

275 ～ 278は土師器のᙈである。275 ～ 277のޱԑ࢒存཰はそれぞれ1/6、1/4、1/3である。内

外面の調੔はϋέٴͼφσある。275 ～ 277の色調は内外面にͿいԫᒵ色（10:37/3）、278は内外

面にͿいԫᒵ色（7.5:36/6）である。279は灰釉陶器の平ළで、ఈ部࢒存཰1/6である。調੔は外

面φσٴͼέズリ、内面φσ、色調は内外面灰ന色（5:7/1）である。280は須恵器のുで、ޱԑ

存཰は1/10以下、調੔は内外面ともφσ、色調は内外面とも灰ന色（/7/0）である。281は須恵࢒

器ఈ部で、ఈ部にはࢳ੾ࠟが࢒る。ఈ部࢒存཰1/3、調੔は内外面φσ、色調は内外面灰ന色（/8/0）

である。282は土師器ᙈで、ޱԑ࢒存཰1/3である。調੔は内外面共にϋέٴͼφσ、色調は内外

面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。283は土師࣭の土器で、ޱԑ࢒存཰は1/4である。調੔は外面ϋέ

ͼφσ、内面φσ、色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/4）、内面灰ന色（10:38/2）である。284は土ٴ

師器のߴഋ٭部である。調੔は外面έズリ、内面φσ、色調は外面ᒵ色（7.5:37/6）、内面にͿ

いԫᒵ色（10:37/3）である。285 ～ 287は土馬である。285は右後ろ଍のഁ片で色調はᒵ色

（7.5:36/6）である。286はᰍ部と前଍෇けࠜ部෼で、色調はᒵ色（7.5:37/6）である。287は後ろ

଍෇けࠜٴͼඌの部෼で、色調はઙԫᒵ色（10:38/3）である。288 ～ 290は平瓦である。Ԝ面に

は෍目、ತ面にはೄ目が認められ、୺部はϔϥで調੔される。色調は288のԜ面は׊灰色

（7.5:36/1）、ತ面は灰色（/5/0）、289は྆面共に灰ന色（2.5:7/1）、290は྆面共に灰ԫ色（2.5:7/2）

第42ਤ　調子a2地区出土瓦　溝̨̙30
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である。

ʢ�ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第�4࣍�ʢ�"/3),-�ʣɹB�

஍۠

Ҫ�1̨̚ށ（第43ਤ）　291は土師器皿で࢒存

཰1/3、ޱԑ୺部にεεが෇ணする。調੔は内

外面φσ、色調は内外面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）

である。

292　（第43ਤ）��̨̙ߔ ～ 294は土師器皿で

ある。292のޱԑ࢒存཰は1/3、調੔は外面φσٴͼࢦΦαΤ、内面はφσ、色調は内外面灰ന色

（10:38/2）である。293はޱԑ࢒存཰1/6、調੔は内外面ෆ明、色調は外面ઙԫᒵ色（10:36/3）、

内面灰ന色（10:38/2）である。294はޱԑ࢒存཰1/4、調੔は内外面φσ、色調は外面がઙԫᒵ色

（7.5:38/3）、内面はઙԫᒵ色（7.5:38/4）である。296・297は瓦器࿶である。296はޱԑ࢒存཰

1/5、調੔は内外面ϛΨΩ、色調は外面灰色（/5/0）、内面灰色（/4/0）である。297はޱԑ࢒存཰

1/10以下、調੔は外面φσ、内面ϛΨΩ、色調は内外面共に灰色（/4/1）である。

存཰1/2、調੔は外面ෆ明、内面φσ、色調は࢒ԑޱ、295は土師器皿で　（第43ਤ）��̨̙ߔ

内外面共にઙԫᒵ色（7.5:38/3）である。

ʢ4ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第࣍���ʢ�"/3),-�ʣɹB4-1஍۠

ᶃத （ੈ第44ਤ）

井298　�55̨̚ށはന磁࿶ޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰は1/8である。299はന磁࿶ఈ部で、ఈ部࢒

存཰は1/3である。

౔300　��5̨̠޵はۄԑޱԑを࣋つന磁࿶で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。305 ～ 307は瓦

器࿶である。ޱԑ࢒存཰は305が1/6、306が1/4、ఈ部࢒存཰は306が1/3、307が9/10である。305

と307については接఺がないがಉ一ݸମの可能性がある。333は土師࣭のӋזで、ޱԑ࢒存཰1/10

以下で、調੔は内外面ともϋέ、色調は外面灰ന色（10:38/2）、内面灰ന色（10:38/3）である。

౔327　��5̨̠޵は瓦器࿶で、ޱԑ࢒存཰は1/6である。調੔は内外面ϛΨΩ、色調は内外面

҉灰色（/3/0）である。329は瓦器࿶で、ఈ部の࢒存཰は1/3である。調੔は内外面ϛΨΩ、色調

は内外面灰色（/4/0）である。332は土師࣭のӋזである。内外面φσ調੔で、外面の色調はにͿ

いԫᒵ色（10:36/3）、内面は明੺׊色（5:35/6）をఄする。

౔324　��5̨̠޵は土師器の皿である。ޱԑ࢒存཰は1/4で、内外面共にφσ調੔であるが、

ఈ部にはϔϥ状の޻۩ࠟが࢒る。ද面の色調はにͿいԫᒵ色（10:37/2）～׊色（10:35/1）、内面

は黒色（10:32/1）～׊色（10:34/1）をఄする。

౔318　��5̨̠޵は土師器皿である。ޱԑ࢒存཰は3/4で、調੔は外面φσ、内面φσٴͼࢦ

ΦαΤである。色調は内外面共ににͿいԫᒵ色（10:37/3）をఄする。328 ～ 331は瓦器࿶で、

328・330のޱԑ࢒存཰は1/4、1/8である。調੔は྆者とも内外面ϛΨΩ、色調は྆者とも灰色

（/4/0）である。329・331のఈ部࢒存཰は1/4、1/10以下で、調੔はϛΨΩ、色調は329が内外面

第43ਤ　調子a3地区出土土器



京都府遺跡調査報告集　第 14ü 冊

-üÿ-

とも҉灰色（/3/0）、331が外面灰色（/4/0）である。

ப̨̥݀41�　308は土師器皿で、ޱԑ࢒存཰4/5で、調੔は内外面φσ、色調は外面がにͿい

ᒵ色（7.5:7/4）、内面がにͿいᒵ色（7.5:7/3）である。

ப̨̥݀�5�ɹ309・310は土師器皿で、ޱԑ࢒存཰は྆者とも9/10で、内外面の色調はઙԫᒵ

色（7.5:38/3）である。

ப̨̥݀4�5　301は瓦器࿶ޱԑ部でޱԑ࢒存཰は̍/10以下である。調੔は外面ෆ明、内面ϛ

第44ਤ　調子a4-1地区出土土器（̍）　遺構
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ΨΩ、色調は҉灰色（/3/1）である。

ப̨̥݀4��　311は土師器皿で1/4のޱԑが࢒存し、色調は内外面共にઙԫᒵ色（7.5:38/3）を

ఄする。

ப̨̥݀45�　323は黒色土器࿶のఈ部で、外面にはϛΨΩ調੔が࢒る。内外面の色調は黒׊

色（2.5:32/1）をఄする。ఈ部࢒存཰は1/4である。

ப̨̥݀4��ɹ303は瓦器࿶で、࢒存཰1/2、内外面共に҉灰色（/3/1）をఄする。315は土師器

皿で、ޱԑ部࢒存཰は4/5で、内面はにͿいᒵ色（7.5:35/3）、外面はにͿいᒵ色（7.5:35/2）である。

ப̨̥݀4��　320は土師器のӋז片である。ޱԑ࢒存཰は1/10以下でܘが෮ݩできない。色

調は内外面共ににͿい׊色（7.5:36/3）をఄする。

ப̨̥݀4��　325は੨磁࿶ମ部である。色調は灰Φリーϒ色（7.5:5/2）をఄする。

ப̨̥݀4��　316は土師器皿で、࢒存཰は1/4、内外面は灰ന色（10:38/2）をఄする。଻土に

は੺色ൗཻ石が含まれる。317は土師器皿で、࢒存཰1/5、内外面は灰ന色（10:38/2）をఄする。

ப̨̥݀4��　304は瓦器࿶で࢒存཰9/10である。

ப̨̥݀4��　312 ～ 315は土師器皿である。312の࢒存཰は1/3、内外面はઙԫᒵ色（7.5:38/3）

をఄする。313の࢒存཰は1/10以下、内外面は灰ന色（7.5:38/3）をఄする。314の࢒存཰は1/3、

内外面はઙԫᒵ色（7.5:38/3）をఄする。315の࢒存཰は1/4、内外面は灰ന色（105:38/2）である。

ப̨̥݀�44　302は瓦器࿶で、ޱԑ࢒存཰が1/7、調੔は内外面ϛΨΩ、色調は内外面共に灰

色（/4/1）をఄする。

ப̨̥݀���　321は土師࣭のӋזである。࢒存཰は1/10以下、調੔は内外面ෆ明、色調は外

面がにͿい੺׊色（5:35/4）、内面がにͿいԫᒵ色（10:37/3）をఄする。

ப̨̥݀��1　322は土師࣭のӋזである。࢒存཰は1/10以下、内外面共にφσ調੔、外面は

にͿい׊色（7.5:35/4）、内面はにͿい׊色（7.5:35/3）をఄする。

存཰は1/6で、内外面共にφσ調੔、色調は外面࢒ԑޱ。であるז319は瓦࣭のӋ　554̨̙ߔ

灰色（7.5:4/1）、内面灰色（/4/1）をఄする。

ᶄݹ෿ɾ໻ੜ࣌୅

୦݀ࣜॅډ跡̨̝5�1（第45ਤ）　334はখܕの土師器ᆵで、ޱԑ࢒存཰は1/4、調੔は外面ϋέ

色׊ͼ黒ٴΦαΤ、φσである。色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/4）ࢦͼφσ、内面はٴ

（2.5:2/1）、内面はԫ灰色（2.5:5/1）ٴͼにͿいԫ灰色（10:36/4）をఄしている。335は土師器の

ᙈޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰は1/4、内外面の調੔はද面Ṟ落のためෆ明である。色調は外面ઙԫᒵ

色（10:38/3）、内面ઙԫᒵ色（10:38/4）をఄする。336は土師器ᙈޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰3/4、調

੔は外面φσ、内面έズリである。色調は外面がにͿいԫᒵ色（10:37/3）ٴͼ׊灰色（10:36/1）、

内面がにͿいԫᒵ色（10:37/2）ٴͼԫ灰色（2.5:4/1）をఄする。337は土師器ߴഋのഋ部で、ޱԑ

は׬存し、内外面共にφσ調੔である。色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/3）、内面はઙԫᒵ色

（10T32/1）である。338は土師器のᙈである。ޱԑ部࢒存཰は1/3で、調੔はޱԑ内外面はφσ、

ମ部はෆ明である。色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面は灰ന色（10:38/1）である。339は土
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師器のᙈで、ޱԑ࢒存཰1/8で調੔はෆ明である。色調は外面灰ന色（2.5:5/1）、内面ԫ灰色

（2.5:4/1）である。340は土師器ߴഋである。調੔はෆ明、色調は内外面灰ന色である。341は土

師器器୆の٭部で、٭୺部࢒存཰が1/10以下である。ઠ޸が施されており、内外面の調੔はෆ明

である。色調は外面ԫ灰色（2.5:5/1）、内面ԫ灰色（2.5:4/1）である。342は土師器ᙈで、ޱԑ部

の࢒存཰3/4である。調੔は外面φσٴͼϋέ、内面はෆ明である。色調は、内外面ઙԫᒵ

（10:38/3）である。343は土師器のᙈで、ޱԑ࢒存཰は1/2である。調੔は外面ϋέٴͼφσ、内

面έズリٴͼφσで、色調は内外面׊灰色（10:36/1）である。344 ～ 346は土師器ߴഋである。

344はഋ部ޱԑの࢒存཰は1/4である。調੔は内外面共にෆ明で、色調は外面୶ԫᒵ色（10:38/3）、

内面は灰ന色（2.5:8/1）である。345はഋ部ޱԑの࢒存཰は4/5である。調੔は内外面共にφσで、

色調は外面にͿい੺ᒵ色（10:36/3）、内面はにͿいԫᒵ色（10:7/2）である。346はഋ部ޱԑの࢒

存཰は3/4である。調੔は内外面共にෆ明で、色調は内外面୶ԫᒵ色（10:37/2）である。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝5��（第45ਤ）　349は弥生土器ᙈޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰1/10以下である。調

੔は外面ϋέ、内面はෆ明である。色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面ԫ灰色（2.5:6/1）である。

350は弥生土器ᆵޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。調੔は内外面共にφσ、色調は外面

黒色（/2/0）、内面にͿいԫᒵ色（10:37/4）である。358は֖形土器である。調੔は内外面φσ、

色調は外面灰色（/4/1）、内面にͿいᒵ色（7.5:37/4）である。359はߴഋ٭部である。調੔は内外

面ともෆ明で、色調は外面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）、内面灰色（7.5:36/1）である。351はઠ޸のある

ఈ部で、ఈ部࢒存཰は3/5である。調੔は内外面ෆ明で、色調は外面灰ന色（2.5:8/2）、内面ઙԫ

ᒵ色（7.5:38/4）である。352 ～ 357はᙈのఈ部である。352はఈ部࢒存཰5/6、調੔は内外面ෆ明、

色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面灰ന色（10:38/2）である。353はఈ部の࢒存཰5/6で、調੔

は内外面ෆ明、色調は内外面灰ന色（2.5:8/1）である。354はఈ部の࢒存཰1/2、内外面の調੔ෆ明、

色調は内外面灰ന色（2.5:7/1）である。355のఈ部࢒存཰は1/2、調੔は外面ϋέ、内面ෆ明である。

色調は外面灰ന色（10:38/2）、内面灰色（/5/）である。356のఈ部は׬存で、調੔は外部έズリ、

内面ෆ明である。色調は外面にͿいᒵ色（7.5:37/3）、内面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）である。357はఈ

部׬存で、調੔は外部タタΩ後φσ、内部φσで、色調は外面にͿいԫᒵ色（10:36/4）、内面׊

灰色（10:34/1）である。360はߴഋ٭部である。調੔は外面ϋέ後φσ、内面はφσ、色調は外

面ઙԫ色（2.5:7/3）、内面ᒵ色（5:36/6）である。362は̨̝562床面で検出した柱穴̨̥362で出

土した土師器ᙈである。ଞの遺物とൺ΂新しいことから住居跡に共伴する可能性は௿いと考͑ら

れる。ޱԑ࢒存཰は1/6で、調੔は外面ϋέ、内面φσ、色調は内外面明੺׊色（5:35/5）である。

363 ～ 365はᙈのޱԑ部からମ部にかけてのഁ片である。363の࢒存཰は1/2、調੔は外面φσ、

内面ෆ明、色調は外面にͿいԫᒵ色（7.5:37/4）、内面にͿいᒵ色（7.5:37/3）、଻土に含まれる

砂ཻはඍࡉである。364のޱԑ࢒存཰は1/4で、調੔は外面タタΩ、内面φσ、色調は内外面共に

にͿいᒵ色（7.5:37/3）である。365はޱԑ࢒存཰1/6で、調੔は外面φσٴͼタタΩ、内面はϋ

έ後φσ、色調は外面にͿいᒵ色（7.5:36/4）、内面にͿいԫ׊色（10:35/4）である。

୦݀ࣜॅډ跡̨̝5��（第45ਤ）　347は弥生土器ᙈޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰は1/10以下である。
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調੔は内外面ෆ明で、色調は内外面共に灰ന色（10:38/2）、଻土には石ӳ・長石・νϟーτ・੺

色ൗཻが含まれる。348はᙈで、ޱԑ部࢒存཰は1/8である。内外面の調੔はෆ明で、色調は外面

灰ԫ׊色（10:36/2）、内面ԫ灰色（2.5:5/1）、଻土には石ӳ・長石が含まれる。361は土師器ߴഋ

である。্面で検出した竪穴式住居跡のものがࠞೖしたと考͑られる。調੔はෆ明で、色調は٭

内外面共に灰ന色（10:38/2）、଻土に３mmの石ӳ・長石・νϟーτを含む。

౔55̨̠޵�（第46ਤ）　367は弥生土器ᆵޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰1/4である。調੔は内外面共に

ϋέ、色調は外面灰ന色（10:38/2）、内面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。368は֖形土器である。

調੔は外面ϋέٴͼφσ、内面φσ、色調は内外面にͿいԫᒵ色（10:37/3）である。383はᙈで

。存཰は1/6、調੔は内外面共にෆ明、色調は内外面共にઙԫᒵ色（10:38/3）である࢒ԑ部ޱ

౔5�5̨̠޵（第46ਤ）　366・370 ～ 372・374 ～ 377は弥生土器ᙈである。366のޱԑ࢒存཰は

1/4、調੔は内外面共にෆ明、色調は外面にͿいԫᒵ色（10:36/3）、内面׊灰色（10:34/1）である。

370は࢒存཰1/8、調੔は内外面ϋέ、色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/3）、内面ઙԫ色（2.5:7/3）

である。371のޱԑ࢒存཰は1/8、内外面の調੔はෆ明、色調は外面にͿいᒵ色（7.5:37/4）、内

面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。372はޱԑ࢒存཰1/4、調੔は内外面共にϋέ後φσ、色調は外面

にͿいԫᒵ色（10:37/3）、内面灰ന色（10:38/1）である。374はᙈのఈ部で、ఈ部は׬存である。

調੔は外面ϋέ、内面ෆ明、色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/2）、内面にͿいᒵ色（7.5:37/3）

である。375のఈ部は׬存し、調੔は外面ϋέ、内面φσ、色調は外面にͿいᒵ色（7.5:37/4）、

内面にͿいᒵ色（10:34/3）である。376はఈ部࢒存཰1/3で、調੔は内外共にෆ明、色調は外面に

Ϳいԫᒵ色（10:37/2）、内面׊灰色（10:35/1）である。377はޱԑ࢒存཰1/4、調੔は内外面共に

ϋέٴͼφσ、色調は内外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、଻土には石ӳ・長石・੺色ൗཻが含まれる。

369はᆵでޱԑ࢒存཰1/6、ᰍ部に２୯Ґの۳ඳ௚ઢ໲が施される。調੔は内外面共にϋέ後φσ、

色調は外面にͿいᒵ色（7.5:35/4）、内面にͿいᒵ色（10:37/3）である。調੔は内外面共にφσ、

色調は外面にͿいԫᒵ色（10:36/4）、内面灰ԫ׊色（10:34/2）である。

౔5̨̠޵��（第46ਤ）　378 ～ 380・387は弥生土器ఈ部である。378はఈ面に葉຺のѹࠟが認

められる。ఈ部の࢒存཰1/2、調੔は外面ϋέ内面ෆ明、色調は外面黒色（10:32/1）、内面灰ന

色（10:37/1である。379はఈ部がく΅Έߴ୆状をఄする。ఈ部の࢒存཰は1/2、調੔は外面ϋέ、

内面φσ、色調は外面黒色（2.5:2/1）、内面灰ന色（2.5:8/2）である。380は̨̠565内出土ഁ片と

接߹関係が認められる。ఈ部の࢒存཰4/5、調੔は外面ϋέ、内面φσ、色調は外面ઙԫ色

（2.5:7/3）、内面ઙԫᒵ色（10:38/3）、である。381・382・384 ～ 386はᙈである。381はఈ部࢒

存཰1/4、調੔は外面ϋέ、内面ෆ明、色調は外面にͿいᒵ色（7.5:37/4）、内面にͿいᒵ色

（7.5:36/3）である。381はޱԑ࢒存཰1/6、調੔は内外面共にϋέٴͼφσ、色調は外面にͿい

ԫᒵ色（10:36/3）、内面ઙԫᒵ色（10:38/2）である。382はޱԑ࢒存཰1/10以下、調੔は内外面

共にϋέٴͼφσ、色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面ઙ灰色（5:4/1）である。384はޱԑ࢒

存཰1/6、調੔は外面共にϋέ、内面ෆ明、色調は外面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）、内面ઙԫᒵ色

（7.5:38/3）である。385はޱԑ࢒存཰1/8、調੔は内外面共にϋέٴͼφσ、色調は外面にͿい
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ԫᒵ色（10:36/3）、内面にͿいԫᒵ色（10:37/3）である。386はޱԑ࢒存཰1/8、調੔は外面ϋέ

内面ϋέٴͼφσ、色調は外面灰ന色（10:38/2）、内面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。

౔5̨̠޵��（第47ਤ）　388・390・391は弥生土器ఈ部である。388はఈ部が׬存し、内外面の

調੔はϋέٴͼφσである。色調は外面がԫ灰色（2.5:4/1）、外面が灰ԫ色（2.5:7/2）である。

390はఈ面に葉຺ѹࠟが࢒されており、ఈ部は׬存している。調੔は内外面ϋέ、色調は内外面

共ににͿいԫᒵ色（10:37/3）である。391はఈ部が׬存し、外面内面共にϋέ調੔、色調は外面

にͿいᒵ色（7.5:37/4）、内面҉灰色（/3/0）である。389はᆵのޱԑで、ޱԑ࢒存཰は3/4である。

調੔は内外面φσ、色調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/4）、内面ઙԫᒵ色（10:37/3）である。392

はᙈのޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰は1/4である。調੔は内外面ෆ明、色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/4）、

内面灰ന色（10:38/2）である。

౔�4̨̠޵�（第47ਤ）　393・395 ～ 397は弥生土器のఈ部である。393はఈ部࢒存཰1/2、調੔

ෆ明、色調は外面灰ന色（10:38/1）、内面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。395はఈ部׬存、内外面

の調੔はෆ明、色調は外面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）、内面灰ന色（10:38/1）である。396はఈ部׬存、

内外面の調੔はෆ明、色調は外面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）、内面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）である。397は

ఈ部࢒存཰1/2、調੔は外面ϋέ、内面ෆ明、色調は外面にͿいᒵ（7.5:7/4）、内面ઙԫᒵ色

（7.5:38/4）である。394はᙈのޱԑ部で、ޱԑの࢒存཰は1/10以下、調੔は内外面ϋέ、色調は

外面灰ന色（10:38/2）、内面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。398はᆵのޱԑからମ部にかけてで、

灰色（7.5:6/1）で׊ͼφσ、色調は外面ઙԫᒵ色（7.5:8/4）、内面ٴ存཰5/6、調੔はϋέ࢒ԑޱ

ある。

౔�41̨̠޵（第47ਤ）　399・400・402・403は弥生土器のఈ部である。399のఈ部࢒存཰は

1/4、調੔は内外面共にϋέ、色調は外面灰ന色（10:38/2）、内面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。

400のఈ部は׬存で、調੔は外面ϋέ、内面はෆ明である。色調は外面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）、内

面ઙԫᒵ色（10:38/3）である。402はޱԑ࢒存཰1/4、調੔は内外面共にෆ明、色調は内外面ઙԫ

ᒵ色（10:38/3）である。403はఈ部࢒存཰1/2、調੔は外面φσ、内面ෆ明で、色調は外面ᒵ色

（2.5:37/6）、内面灰色（/4/0）である。401はᆵで、ޱԑ࢒存཰1/6である。調੔は外面ෆ明、内

面ϋέ、色調は外面にͿいᒵ色（7.5:37/4）、内面灰ന色（10:38/2）である。404はᙈのޱԑで、

色（10:36/2）、内面にͿいԫᒵ׊存཰は1/4である。調੔は内外面共にϋέ、色調は外面灰ԫ࢒

色（10:37/2）である。405はᙈのޱԑで、ޱԑ࢒存཰1/11、調੔は外面ϋέٴͼφσ、内面φσ

である。色調は外面がにͿいԫᒵ色（10:37/3）、内面が灰ന色（10:38/1）である。

౔ثຒೲ遺�14̨̭ߏ（第47ਤ）　406 ～ 408・410は弥生土器のఈ部である。406はఈ部が׬存し、

調੔は外面φσ、内面ෆ明、色調は外面にͿいᒵ色（7.5:37/3）、ઙԫᒵ色（10:38/3）である。

407はఈ部が׬存し、調੔は外面φσ、内面ෆ明、色調はઙԫᒵ色（10:38/2）、内面׊灰色（7.5:4/1）

である。408はఈ部が׬存し、葉຺ѹࠟが࢒る。調੔は内外面ϋέ、色調は外面ᒵ色（2.5:6/6）、

内面にͿいԫᒵ色（10:37/4）である。410はఈ部が׬存し、調੔は外面ϋέ、内面ෆ明、色調は

外面ᒵ色（5:36/6）、内面灰ന色（10:38/1）である。409はᙈでޱԑは׬存する。調੔は内外面ϋ
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έٴͼφσ、色調は外面ઙԫᒵ色（10:38/3）、内面灰ന色（10:38/2）である。409はᙈのޱԑ部で、

ͼφσ、色調は外面がઙԫᒵ色（10:38/3）、内面灰ന色ٴ存、調੔は内外面共ϋέ׬ԑはޱ

（10:38/2）である。

第47ਤ　調子a4-1地区出土土器（４）　遺構
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ʢ5ʣ௕Ԭ京跡ӈ京第࣍���ʢ�"/3),-�ʣɹB4-�஍۠

ᶃฏ҆࣌୅ɾத （ੈ第48ਤ）

౔414　���̨̠޵は黒色土器の࿶ఈ部でఈ部׬存཰は7/8である。内外面の色調は҉灰色

（/3/）である。415は須恵器ᙈのޱԑ部で、ޱԑ࢒存཰1/10以下である。調੔は内外面共に回స

φσで、色調は外面灰色（/6/0）、内面灰ന色（/7/0）である。

ப̨̥݀�14　413は瓦器の皿で、ޱԑ࢒存཰1/8である。内外面共にෆ明、色調は外面灰ന色

（10:37/1）、内面҉灰色（/3/0）である。

แؚ૚　411は須恵器のഋ#のఈ部である。ఈ部࢒存཰は1/3で調੔は回సφσ、色調は外面҉

੨灰色（51#4/1）、内面灰色（/6/0）である。412は土師器皿で、ޱԑ࢒存཰1/4である。調੔は内

外面φσ、色調は内外面灰ന色（10:38/2）である。

ᶄ໻ੜ࣌୅（第48ਤ）

౔423　��4̨̠޵はᙈのޱԑで、ޱԑ࢒存཰が1/6である。調੔はෆ明、色調は外面がઙԫᒵ

色（7.5:38/4）、内面がにͿいԫᒵ色（10:37/3）である。424はޱԑ部でޱԑ࢒存཰1/3で、調੔

第48ਤ　調子a4-2地区出土土器
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は外面ෆ明、内面ϋέ、色調は外面ઙԫᒵ色（7.5:38/3）、内面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）である。426

はఈ部࢒存཰1/3でఈ部に葉຺ѹࠟが࢒る。調੔は外面ϋέ内面ෆ明、色調は外面にͿいᒵ色

（7.5:37/4）、内面ઙԫᒵ色（7.5:38/4）である。427はఈ部が׬存し、調੔は内外面共にφσ、色

調は外面にͿいԫᒵ色（10:37/3）、内面׊灰色（10:36/1）である。

౔425　��4̨̠޵はᙈのޱԑで、ޱԑ࢒存཰は1/3である。調੔は外面ෆ明、内面ϋέ、色調

は外面灰ന色（2.5:8/1）内面にͿいᒵ色（5:37/4）である。

౔419　���̨̠޵は׬存のఈ部で、調੔は外面ϋέ、内面はφσ、色調は外面黒׊色

（10:33/1）、ઙԫᒵ色（10:38/4）である。

౔420　��5̨̠޵はᆵޱԑ部で、࢒存཰は1/4で調੔は内外面ෆ明、色調は外面にͿいᒵ色

（7.5:36/4）、内面にͿいԫᒵ色（10:37/3）である。

̨̠���　416はᙈޱԑで、࢒存཰は1/6である。調੔は外面ϋέ、内面ෆ明、色調はにͿいԫ

ᒵ色（10:37/3）、灰ന色（10:38/1）である。418は׬存のఈ部で、調੔は内外面ෆ明、色調は外

面（10:38/2）、内面にͿいԫᒵ色（10:37/3）である。

แؚ૚　417は٭部で٭部୺は׬存している。調੔は外面・内面共にφσ、色調は外面ઙԫᒵ

色（10:38/4）、内面ઙԫ色（2.5:7/4）である。421はᙈޱԑ部で、࢒存཰は1/10以下、調੔は外面

ෆ明、内面ϋέ、色調は外面灰ന色（10:37/2）、内面は׊色（10:36/1）である。422はᙈޱԑ部

で࢒存཰は1/10以下、調੔は外面ෆ明、内面ϋέ、色調は内外面共にઙԫᒵ色（10:38/4）である。

̎ʣۚ ଐ੡඼（第49・50ਤ）

428はa1地区̨̥106から出土したమ釘である。断面はਖ਼ํ形で௖部をંり͛ۂることによって

作り出している。431はa1地区̨̩201で出土したమ釘である。墓ᆮ内から出土していることから

棺に用いられた可能性もあるが、この̍఺のΈの出土であることと、棺が木を૊Έ߹わせて作ら

れていることから構଄తには釘をඞ要としないが棺֖をࢭめていた可能性は൱定できない。

第49ਤ　調子地区出土ۚଐ製品
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429はa2地区東部包含૚中から出土した੨銅

製のܕࡿをఄした൘状の製品である。本དྷの

遺構からは出土していないが、寺院のಊౝや、

ਥ子につけられた風鐸に௻り下͛られた風招

と考͑られる。432はa1地区西൒部重機掘࡟で

出土した੨銅製のബ൘を୛状に੾った製品である。429の風招と考͑߹わせると、෹૾や寺院内

の૷০品の一部として用いられていた可能性もある。

433はa4-2地区の包含૚から出土した銅製のΩセルのأटである。形状からߐ戸時代前൒のも

のと考͑られる。430はa1地区̨̥218出土のۚଐを༹ղしたときに生じるᕥである。

434はa1地区包含૚から出土した঺ݩ੟ሟである。435はa1地区重機掘࡟中に出土した׮Ӭ通ๅ

である。

̏ʣੴثɾੴ੡඼（第51 ～ 53ਤ）

436はa1地区̨̥27出土の׈石製のߚ皿である。̍つのૉࡐから作られているがちょうど３つ

の༰器が接߹したような形状をࣔす。ૉࡐの׈石はߚ皿ఈ部ではશମが内ኩしており、器のすわ

りがよいように、３つの֯部が平らにՃ޻されている。本དྷの形状をྨਪすると、石ುの׈石が

స用されたものと考͑られる。437はa1地区包含૚出土の׈石製品である。外࿷した面にはᮓ跡

が࢒り、ഗも認められる。器ද面には෼ׂするためと考͑られるઢࠁが࢒る。石ುをస用したԹ

石と考͑られる。438はa4-1地区̨̥354から出土した砂岩製の砥石である。439はa2地区̨̙30

から出土した凝灰岩のഁ片である。凝灰岩は長岡京跡右京第968次調査でも発見されている。ۚ

ଐ製品において寺院関連の遺物が出土していることから、ಊౝの基ஃの化হ石として用いられて

いたと考͑られる。

440 ～ 445はαψΧΠτ製の石鏃である。440・442はa4-1地区̨̠565、441はa4-1地区̨̥

第51ਤ　調子地区出土石製品（̍）

第50ਤ　調子地区出土銭貨
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第53ਤ　調子地区出土石製品（３）

第52ਤ　調子地区石製品（２）
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618、443はa4-1地区̨̥118、444はa4-2地区̨̠724、445はa4-1地区̨̠566から出土している。

446はa4-1地区包含૚から出土した。基部ଆにはંれ面がありંれ面からのՃ޻が認められる。

石૦や石݋からの࠶利用の可能性や石鏃のະ成品であると考͑られる。

447はa4-1地区出土の೪൘岩製石้丁である。ඥ穴は２か所で、྆面からઠ޸されている。ਕ

部ଆはഁଛしているがԑ辺がຎ໓しているためഁଛ後も一定期間࢖用されたものと考͑られる。

ਕ部には࢖用によるࠟ跡が認められる。448はa4-2地区包含૚出土の研ຏࠟのある೪൘岩製Ṟ片

である。ਤ面ࠨଆの平面とଆ面に研ຏࠟが࢒る。449・452はa1地区̨̠181出土の೪൘岩製Ṟ片

である。450はa4-1地区̨̠565から出土した砂岩製の砥石である。451・453はa4-1地区̨̠640

出土のԁ᛽を利用した石錘である。

̐ʣ໦੡඼

໦��1ุ̨̩׹（第54ਤ）　454は木棺東ଆ൘である。ఈ൘を͑ࢧたࢅがࠩしࠐまれた枘穴が３

か所認められる。্部が෗৯のため棺のߴさは෮ݩできない。455は木棺西ଆ൘である。෗৯が

著しいが３か所の枘穴が確認できる。456は木棺北ଆখޱ൘である。457は南ଆখޱ൘である。

458はఈ൘をิڧするためのࢅである。枘穴のうち中ԝにҐஔする৔所にରԠする形で検出でき

た。ଞのٴࢅͼఈ൘はࠟ跡のΈが確認でき、औり্͛ることができなかった。

第54ਤ　調子a1地区出土木製品（̍）　木棺墓̨̩201木棺ࡐ
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第55ਤ　調子a1地区出土木製品（２）　井戸̨̚244部ࡐ
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Ҫ�44̨̚ށ（第55・56ਤ）　459は井戸࿮北面西ଆの൘ࡐである。465は井戸࿮北面東ଆの൘ࡐ

である。460は井戸࿮東面南ଆの൘ࡐである。461は井戸࿮東面北ଆの൘ࡐである。462は井戸࿮

西面中ԝの൘ࡐである。463は井戸࿮東面東ଆの൘のཪࠐめଆで出土した൘ࡐである。464は井戸

࿮西面北ଆの൘である。466は井戸࿮南面東ଆの൘である。467は井戸࿮南面西ଆの൘ࡐである。

468は井戸࿮西น南ଆの൘ࡐである。469は井戸࿮西น北ଆの൘ࡐである。470は井戸࿮東น北ଆ

の൘ࡐとཪࠐめの間から出土した。472は南ଆのԣࢅである。473は北ଆのԣࢅである。474は東

ଆのԣࢅである。475は西ଆのԣࢅである。471は井戸࿮南ଆの掘形内から出土した྆୺にႡりࠐ

Έのある๮状の木製品である。

第56ਤ　調子a1地区出土木製品（３）　井戸̨̚244部ࡐほか
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̑ɽ·ͱΊ

今回の調子a地区では弥生時代中期から近世までの遺構を検出することができた。時代を௥っ

て遺構の特௃をまとめて行きたい。

໻ੜ࣌୅　調子a地区の南東部෼に安定した遺構面が存在した。この地域の北西ଆは古墳時代

後期以後にྲྀ路があったと考͑られる。調子のb地区（ະ報告）の状گと考͑߹わせると本དྷは北

東ํ向にも弥生時代以前に形成された地૚が存在していたものと考͑られる。調子地区一ଳは、

地形෼ྨ্自然అ๷とされている。その自然అ๷の形成時期は弥生時代中期以前とҐஔでづける

ことができる。

竪穴式住居跡̨̝702・568を２基検出しているが、b地区含めଞに検出はできなかった。また、

一見ํ形周溝墓の溝のܽ࢒であると考͑られる平面形を࣋つ溝状の遺構が存在するが、掘࡟の݁

Ռ土坑状の遺構が連なっていることがわかりํ形周溝墓である確ূは存在しない。

土坑̨̠181は弥生時代中期中葉の土坑であるが、この遺物中から銅鐸形土製品が出土した。

これは೪土ඥによって྆ଆにරが෇けられている外ԑ෇ᭃ式である。共伴遺物からـ内第ᶙ༷式

の時期であることがわかり、時期を特定できるرগなࢿྉである。その内部から舌が出土してお

り、ԻはҟなったであろうがԻを出すとݴう໾ׂもՌたしたものと想定できる。銅鐸形土製品は

શ国から180例以্出土しているが、鐸身と舌が共伴した例は本例以外にはない。なお、調査地

の南には中期中葉のํ形周溝墓を検出した下২野南遺跡があり、今回の調査地との関係が໰われ

るところである。

୅　調子a地区の北東部の遺構検出面下૚の᛽૚から古墳時代後期の須恵器片が出土し࣌෿ݹ

ている。この地域では古墳時代の遺構をまったく検出できなかった。南東部෼で検出できた遺構

は庄内期と古墳時代前期の竪穴式住居跡である。Ե܇地域はݩҴՙ古墳・寺戸大௩古墳といった

古墳時代ॳ಄～前期のट長墓が多く࢒っている地域である。調子地区に隣接してௗ居前古墳（෱

Ӭほか1990）、ڥ野̍号墳（古ؓほか2007）の前期古墳がある。これらの古墳にରԠする集落遺跡

が発見されていなかった。この地域で河川に࡟り࢒された地域で存在することは、本དྷ川に近い

部෼に古墳時代の前期の集落が広がっており、その後の河道のมߋによって居住地が࡟られてし

まったとԾ定することもできる。

௕Ԭ京ظ　長岡京条๥෮原によると、今回の調査地は右京九条一・二町に当たる。調子a地区

の北東部は後ड़するように、平安時代にঃʑに地形面が安定し、中世に遺構がӦまれるようになっ

た。よってこの地域には長岡京期の遺構がԾに存在していたとしても、その後の改มによって࢒っ

ていないことになる。南西部の地域では遺構が存在していたなら͹࢒っているはͣであるが、検

出することができなかった。遺物の中には長岡京期としてもおかしくないものも存在する。

ฏ҆࣌୅ɾதੈ　a2地区では̨̙30から平安時代前期から中期の遺物が多く出土した。この溝

は長岡京跡右京第968次調査（৿ౡ2011）で検出された̨̙36とಉじものである。右京第968次調査

では溝の中から三重圏文軒丸瓦、平城宮式6663E式軒平瓦や凝灰岩片が出土している。今回の調

査でも瓦片、凝灰岩、風招などが出土している。これら溝の遺物は、ݱ在の集落が存在する西ଆ
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の地形がߴくなった部෼からࣺてられていることから、ະ஌の古代寺院が調査地西ଆに存在して

いたことがӐわれる。その古代寺院は瓦が平城宮に࢖われているものであることから、長岡京期

の寺院修ཧの可能性があり、長岡京期にも存在していた可能性もࢦఠできる。

古墳時代以後で、遺構が多く確認できる時期は11世紀から12世紀にかけてである。土地が安定

し、཭ਫした後集落が広がったものと考͑られる。遺跡内ではa1地区の̨̗01、a4-1地区の̨̗

01、a4-2の̨̗705の３౩の掘立柱建物跡を検出することができた。またಉ時期の井戸̨̚244の

ほか多数の柱穴、土坑を検出することができた。また12世紀には木棺墓̨̩201が作られた。

12世紀以後、この地域では耕作溝や野井戸といった耕作関係の遺構があるのΈで、居住域とし

ての໾ׂをՌたしていなかったものと考͑られる。

ݙจߟࢀ

岩দอほかʮ京都第二外環状道路関係遺跡平成15年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第113冊

　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005

岩দอほかʮ大࡚ࢁ大ࢬઢ道路改ྑ事ۀ関係遺跡報告書ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第133冊　（財）京

都府埋蔵文化財調査研究センター）2009

岩দอほかʮ京都第二外環状道路関係遺跡平成16年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第118冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2006

岩দอほかʮ京都第二外環状道路関係遺跡平成17年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第124冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2007

岡⃻研一ほかʮ京都第二外環状道路関連遺跡平成20年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第

137冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2010

古ؓਖ਼ߒほかʰڥ野̍号墳ʱ大࡚ࢁ町ڭҭҕһ会　2007

中川࿨࠸ʮ京都第二外環状道路関係遺跡長岡京跡（長岡京跡右京第927次）・伊լ寺遺跡ʯ（h 京都府遺跡

調査報告集ʱ第136冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2010

中川࿨ߴ・࠸野ཅ子ほかʮ京都第二外環状道路関係遺跡平成19年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査

報告集ʱ第131冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2009

中川࿨࠸・戸原࿨ਓʮ京都第二外環状道路関係遺跡平成18年౓発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ

第126冊　（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター）2008

෱Ӭ৳࠸ほかʰௗ居前古墳ʵ૯ׅ編ʵʱ大ࡕ大ֶ文ֶ部考古ֶ研究ࣨ　1990

૿田޹඙ʮ長岡京跡右京第910次（7"/0*3-5・//T-3地区）・941次（7"/00%-5・0*3-7・//T-4地区）・

༑岡遺跡・伊լ寺遺跡発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第133冊　（財）京都府埋蔵文化財調

査研究センター）2009

৿ౡ߁༤ʮ長岡京跡右京第968次発掘調査報告ʯ（h 京都府遺跡調査報告集ʱ第141冊　（財）京都府埋蔵

文化財調査研究センター）2011

ං後޾߂ʮ長岡京市調子２丁目出土の銅鐸形土製品についてʯ（h 京都府埋蔵文化財৘報 第ɦ111号　（財）

京都府埋蔵文化財調査研究センター）2010
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２.木津川河床遺跡第20・21次発掘調査報告

̍ɽ͸͡Ίʹ

木津川河床遺跡は、京都市֗の南ํにあり、木津川・Ӊ࣏川・ܡ川の3川が߹ྲྀし、ཎ川となっ

て大ࡕ࿷΁ྲྀれる、その߹ྲྀ地఺にҐஔしている。今回、国土ަ通ল近ـ地ํ建設ہཎ川河川ߨ

ಊ事຿所が࣮施するٸۓ河川ෑ道路੔備事ۀの࣮施に伴い、道路建設部෼とߴਫෑ部෼を޻事す

ることになり、その事前調査として、平成19年౓と20年౓の２か年にわたり発掘調査を、平成22

年౓には੔ཧ報告作ۀを࣮施した。調査地఺は、ݱ在河川ෑではあるが、明２࣏年の大ن໛な河

川෇けସ͑޻事以前は、田ിが広がっていたようである。また、ݱ在の河道は明３࣏年の෇ସ޻

事によるものであり、河床で多くの土器・陶磁器が採集されていることから、木津川河床遺跡は

古代～中世の集落があったと考͑られている。遺跡のൣғは広く、木津川河川ෑを中৺に、東西

4.5km、南北1.5kmのൣғが周஌の埋蔵文化財包蔵地のൣғである。ݱ在までに21回の発掘調査

が行われており、遺跡の東部で弥生時代から古墳時代にかけての集落遺跡が確認されている。ま

た、ݱ在の河道の中で、中世とࢥわれる井戸が఺ʑと確認されている。今回の調査地は遺跡のもっ

とも西部にҐஔしている。

平安時代前期に、調査地南ํ約̍kmに、石ਗ਼ਫ八幡宮が଄Ӧされ、ఱߖをはじめとして多く

のਓʑの信ڼのର৅となり、中世にはൟӫしていた。ಉじࠒ、木津川のର؛の大࡚ࢁ町ではӣ
ㆆ

މ
㆔

ຑ
ㆾ

商ਓが׆༂しており、調査地周辺が、શ国と都とを݁Ϳ物ྲྀのڌ఺であったことが஌られてい

る。

なお、伏見城ఱकֳが౗յした、いわΏるܚ長の伏見大地震（1596年）に伴う噴砂も発掘調査で

数多く見つかっている。

޾߂஍調査੹೚ऀ　調査第２՝長　ං後ݱ

調 査 ୲ ౰ ऀ　（第20次）

調査第２՝調査第̍係長　খ஑　׮

ಉ　次੮૯ׅ調査һ　伊野近෋

ಉ　主೚調査һ　দ井஧य़

ಉ　調査һ　দඌ࢙子・౵井ਸ࢙

（第21次）

調査第２՝՝長ิ݉ࠤ調査第̍係長　খ஑　׮

ಉ　主೚調査һ　দ井஧य़・Ҿ原ໜ࣏・૿田޹඙

ಉ　ઐ໳調査һ　石ඌ੓信

（੔ཧ作ۀ）
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調査第２՝՝長ิ݉ࠤ調査第̍係長　খ஑　׮

ಉ　次੮૯ׅ調査һ　伊野近෋

調 査 ৔ ॴ　八幡市科手～橋本

ݱ ஍ 調 査 ظ ؒɹʢ第20次）

平成19年10月30日～平成20年２月28日

（第21次）

平成20年11月13日～平成21年３月２日

調 査 ໘ ੵ　（第20次）

第̍ਤ　調査地Ґஔਤ（国土地ཧ院 1/50,000 京都西南部） 
 ".調査地 #.τϨンν調査地 $.報告̍ほか地఺ %.報告14地఺ E.報告15地఺　
 F.報告18地఺ (.報告̕ほか地఺ ̍.木津川河床遺跡 ２.石ਗ਼ਫ八幡宮遺跡
ਫഇ寺 ̓.ฎ原遺跡ࢤ.̒ 本町遺跡 ４.ঁ࿠Ֆ遺跡 ̑.西ं௩古墳ࢁ.３ 
 ̔.ώル௩古墳　 ̕.南ࢁ遺跡 10.備前遺跡 11.西ϊޱ遺跡 12.宮ϊഎ遺跡
܈ԣ穴ࢁඒೱ.17 ܈୩ԣ穴ޅ.遺跡 16ࢁਫ遺跡 14.ۚ右Ӵ໳垣内遺跡 15.ඒೱ޾.13 
 18.Ԧ௩古墳 19.ඒೱࢁഇ寺 20.ඒೱࢁഇ寺下૚遺跡 21.ࡔߥ遺跡 22.ঁ୩・ࡔߥԣ穴܈
 23.্ಸྑ遺跡 24.内里八丁遺跡 25.新田遺跡 26.西ࢁഇ寺 27.ೇ葉平野ࢁ༼跡
 （以下ຕํ市） 28.ೇ葉東遺跡 29.ೇ葉野田遺跡 30.ધ橋遺跡
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3,300㎡

（第21次）

3,000㎡

̎ɽҐஔͱڥ؀

八幡市は、京都ຍ地から、ಸྑ΁ଓく南ࢁ城平野とのࡖにある。南からྲྀれてきた木津川と、

東からྲྀれてきたӉ࣏川とが߹ྲྀし、さらに、石ਗ਼ਫ八幡宮の北ํで北ଆからྲྀれてきたܡ川と

߹ྲྀし、ཎ川となり、西ํにྲྀれるのである。木津川河床遺跡の東ํには、かつて、ਫਂのઙい

ڊ
ㆈ ㆏ ㇉

ໆ஑が広がっており、ߐ戸時代以前の؍ܠはݱ在のものとは大きくҟなっていた。しかし、京

都府と大ࡕ府とのڥは、北ଆはఱԦࢁ、南ଆはஉྕٰࢁがഭって平地がڱくなっており、この地

形の特௃から、ߑਫ時には３川が߹ྲྀした多ྔのਫを一ؾにྲྀすことができͣ、遺跡周辺は、古

代からたͼたͼਫ֐をඃっていた。

当地の北西部に長岡京が建設されると、たͼたͼߑਫの記事がਖ਼࢙に報告されるようになる。

長岡京଄Ӧとともに࡚ࢁに橋が建設されるが、たͼたͼ、ߑਫによりඃ֐をこうむったことが࢙

্に見͑る。さて、この地が্࢙に大きく名を࢒すのは、平安時代になってからである。ః２؍

（860）年、平安京から見てཪَ໳にあたるஉྕٰࢁに、平安京をޢる΂く石ਗ਼ਫ八幡宮が建立さ

れた。Ԇ（916）16ت年には伊੎ਆ宮に次͙社֨となった。さらに、平安時代中期（1097年）には、

ງ河ఱߖのಸྑय़日大社行޾のંり、平安京からಸྑ΁と向かう道ےに当たっていたため、橋を

かけたり、道路を੔備したりと、多くの土木޻事が行われている。平安時代中期以߱、ݯ平の૪

ཚによって、南都ಸྑがਙ大なඃ֐をこうむるが、ח૔時代ॳ期の重ݯによる東大寺࠶建事ۀの

ため、石ਗ਼ਫ八幡宮周辺は、大ྔ

の物ࢿが行きདྷする地఺として、

重要౓を૿した。

さらに、中世では東大寺やڵ෱

寺などのಸྑの大寺院にશ国から

多ྔの物ࢿがૹられてきたが、そ

のࡍにਫ路・཮路ともにこの地を

通աするので、津としても遺跡周

辺は೐わっていたようである。

木津川のର؛の大࡚ࢁ町では中

世にはӣމຑ商ਓが׆༂してお

り、調査地周辺が、શ国と都とを

݁Ϳ物ྲྀのڌ఺であったことが஌

られている。

また、京都ຍ地から大ࡕ平野の

෇ද　木津川河床遺跡関係年ද

年代 主なでき͝と
長岡京期 784 年 長岡京ભ都

平安時代

794 年 平安京ભ都
841 年 ਫでྲྀࣦߑ橋࡚ࢁ
850 年 （ங࠶৔所をม͑て）ਫでྲྀࣦߑ橋࡚ࢁ
860 年 石ਗ਼ਫ八幡宮଄Ӧ（調査地より 1km ऑ南東）
861 年 石ਗ਼ਫ八幡宮でॳめてفӍไฎを行う
863 年 石ਗ਼ਫ八幡宮で์生会࢝まる
979 年 ԁ༥ఱߖが石ਗ਼ਫ八幡宮にॳめて行޾

これ以߱、たͼたͼ行޾が行われる

1097 年 ງ河ఱߖय़日行޾のため、各国に路次の੔
備をさせる

૔時代ח 1192 年 ૔ນ府成立ח
ࣨ町時代 1338 年 ࣨ町ນ府成立

৫๛期 1596 年 伏見大地震

戸時代ߐ 1603 年 戸ນ府成立ߐ

明࣏時代
1870 年 木津川の෇けସ͑

これ以߱３川の大改଄が行われる
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北部にかけて大きなඃ֐を༩͑、伏見城ఱकֳが౗յした、いわΏるܚ長の伏見大地震（1596年）

は、当地にਙ大なඃ֐をもたらしたが、これに伴う噴砂も遺跡の各所で見つかっている。

３年に࣏住ຽから河川の੔備要๬が出され、ついに、明ݩこり、地ىਫがߑ戸時代後期に大ߐ

߹ྲྀ地఺の෇けସ͑޻事がڍ行された。以前はஉྕٰࢁの北東部で߹ྲྀしていた３河川を、西ଆ

にҠಈさせ、石ਗ਼ਫ八幡宮の北西部で߹ྲྀさせた。これによって、京都府と大ࡕ府とのڱᯀ部で

଺ཹしていたਫをいちૣく大ࡕଆにྲྀすことができるようになったのである。

　

̏ɽطԟͷ調査੒Ռ

̍ʣൃ ۷調査

木津川河床遺跡では、数多くの発掘調査が行われているが、そのほとんどは遺跡地ਤでൣғが

ࣔされているほ΅中ԝ部で࣮施されている。その地఺は京يंిࡕ道の東ଆにあるབ南ড়化セン

ターに当たり、1983年からݱ在までに13回の発掘調査が࣮施されている。຤ඌにࡌܝした報告の

うち、報告̍～ 8・14・16・17・19が૬当する。

བ南状かセンター෇近は地ද面がඪ10ߴmの௿地で、چ木津川ԑ辺の自然అ๷্に立地してい

る。調査によってඪ8.5̼ߴで、弥生時代から古墳時代にかけての集落跡があったことが判明し

ている。弥生時代後期では溝、土坑などが、古墳時代では竪穴式住居跡約30基が確認されている。

ただし、古墳時代中期の住居跡はほとんどない。その後、後എ湿地となった。中世には耕地化さ

れたようである。また、伏見の大地震（1596年）のࠟ跡（ӷ状化ݱ৅）が確認され、地震考古ֶのॳ

期の成Ռがあがった遺跡として༗名である。近世には大ن໛な溝を掘࡟し、ౡ状のߴまりを形成

して、ౡിが଄成されるという立ମతな؍ܠであったことが想定される。

次に、ޚ
㆔ ㆓ ㆄ ㆰ ㆗

橋周辺の河川ෑでの調査については、弥生時代後期、古墳時代や中世の集落遺構が޾

存在したことがߴいことがਪ定されている（報告14ʵ̍・４地఺）。また、やや北ํのӉ࣏川とܡ

川߹ྲྀ地఺では、中世の墓が３基以্確認された（報告15）。

新޾ޚ橋の木津川橋٭部については、河川ෑの南部で発掘調査がなされている。うち、1Օ所

ではߐ戸時代の道路のଆ溝とࢥわれる溝２条が検出された。ݱ在の橋٭とಉํ向である。道路の

෯は4.5m、長さは11m෼確認された（報告18）。この道路は石ਗ਼ਫ八幡宮の一のௗ居を北ਐするʮޚ

跡も確認されている。また、八ߌ道ʯのԆ長部෼である可能性がある。これより新しい時代の޾

幡市ڭҭҕһ会により、八幡宮໳前町が調査されている。

̎ʣീ഼ڭࢢҭҕһձʹΑΔ෼෍調査（報告̕・11・12・19）

木津川河床遺跡の発掘調査が࣮施される中で、八幡市ڭҭҕһ会による෼෍調査が࣮施された。

̖地区では河川内で井戸̕基、柱̑本が確認された。井戸൘の্がւൈ6.2 ～ 6.8mである。これ

以外に、かつてํ形の井戸1基が存在したらしい。また、޾ޚ橋と平行して柱が154本確認された。

#地区では、以前から住居跡とࢥわれるۼ地や大ܕಈ物の骨がࢄ෍していることが確認されてい

るが、今回の調査では埋没したようで、ݦ著な遺構は確認されなかった。

$地区からE地区までの約1.4kmの間は、まん΂んなく弥生時代から近世までの遺物が採集でき
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た。しかし、遺構は%地区のํ形の井戸̍基のΈを確認している。井戸൘の্のւൈが7.1mであ

る。

F ～ )の地区でも弥生時代から近世までの遺物が採集された。)地区で井戸３基が確認された。

うち̍基については、かつて丸ଠをႡり؏いた井戸と報告されたものである。্୺がւൈ8.8m

である。

報告19では、Ӊ࣏川河床内の京都市ڥから三川߹ྲྀ域までと、木津川޾ޚ橋下ྲྀ100mから大

までの木津川河床内をର৅に行った調査が報告されている。中भを中৺に遺物を収集したڥ府ࡕ

ところ、޾ޚ橋近くでは平安時代後期以߱の遺物が確認されている。޾ޚ橋下ྲྀ域では޻؛ޢ事

されており、遺物の採集ྔもগない。

̐ɽ第࣍��ʢ����೥౓ʣͷൃ۷調査

̍ʣ͸͡Ίʹ　

今回の発掘調査は、河道の掘り下͛を行う河川ෑのߴਫෑ部෼を面తに調査し、ٸۓ用道路ܭ

ը地では、޾ޚ橋から南؛のఅ๷にԊって京都府・大ࡕ府ڥまでτϨンν調査を行った。ߴਫෑ

部෼はϨンズ状の形をしており、南北に長く230m、東西は中ԝ部が36mである。ਫがྲྀれる河

川ෑより４̼ほどߴい。

であった。調査時گ木がໜるᓔ૵とした状׿は、本調査地఺は૲やگਫෑ部෼の調査前の状ߴ

の޾ޚ橋から大ํࡕ面である下ྲྀを見ると、ਫがྲྀれる川の南ଆに河川ෑが広がっていた。河川

ෑは砂とԁ᛽からなり、遺物が採集できた。ߴਫҐ時期にはףਫする৔所である。それより南ଆ

の２̼ほどߴい৔所が今回の調査地である。さらに、南100mほど平ୱ面が広がり、土手にଓい

ている。土手্面には府道13号が通っている。

τϨンν調査地は土手に平行して、ߴਫෑ部෼の調査地෇近から京都府と大ࡕ府とのڥ界ઢま

でが調査ର৅地であった。この৔所も૲がໜり、ところどころに׿木も生͑ていた。ඪߴは13̼

前後である。さらに、رগ২物のϋφ΢ドが自生しており、そのՕ所をආけてτϨンνを設定し

た。

調査に࢖用した国土࠲ඪとϨϕルは国土ަ通লのσータである。Ϩϕルは大ࡕ࿷のւൈߴ

（0.1.）である。

ʣߴ̎ ਫෑ෦෼ͷ調査

ʢ1ʣܦա　本調査の掘࡟は重機で行った。্૚面と下૚面の都߹２回࢖用した。面を下͛る作

。ਫするϨϕルまで掘り下͛たףਫҐ時期にߴऴ時は࠷、はਓྗで行いۀ

調査前のඪߴは11.8̼であったが、重機掘࡟の݁Ռ、10̼までは近ݱ代のଯ積土であることが

判明した。重機による第1回目の掘࡟は10̼までとして、そこからਓྗ掘࡟で9.2̼まで掘り下͛

た。重機による第２回目の掘࡟は8.6̼までとして、そこからਓྗ掘࡟で7.9 （̼ਂいところで7.4m）

まで掘り下͛た。調査地のൣғは্段で東西120̼、南北̓～ 20̼である。第３ਤのように地区

を設定した。20m͝とに西から̍～̑区、南から" ～ $区とした。
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ʢ�ʣ౔૚ͷઆ໌

調査地東นの্段土૚࡯؍（第４ਤ）によれ͹、্࠷૚は灰׊色೪࣭土（２）で、మ෼を多く含ん

でいた。この面が明࣏ॳ期に河川෇けସ͑が行われた௚前の地ද面とࢥわれる。調査地南น東部

で認められたߌ跡はこの面からଧちࠐまれたと考͑られる。調査地্段の中Ґ（9.5̼）には灰色

೪土૚（ԫന色೪土૚を含む・19）が一面に広がっていた。ਤ൛第 （̑3）には噴砂が認められた。

このߴさがܚ長の伏見大地震の時の地面である。ԫന色೪土૚の存在は調査地શମが一時期ਫ没

したことをࣔしている。地震の２日後にߑਫが発生しており、この事৅にରԠしている。伏見大

地震のため、調査地શ面にُ྾がೖっており、たͼたͼあったと考͑られるߑਫとともに、土૚

第２ਤ  第20・21次調査地Ґஔਤ
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第３ਤ　第20次調査地平面ਤ（্૚面・下૚面）
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第４ਤ　第20次調査地東น土૚断面ਤ
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の࡯؍、およͼ遺構の検出はࠔ೉をۃめた。9.4m以下は灰色೪土૚で、耕作面と考͑られる。

土૚断面下段は灰色೪土૚とԫന色砂૚があり、たͼたͼߑਫがあったことをࣔしている。調

査地中ԝの北部では灰色೪土૚が広がり、北ଆに向かって௿くなっていた。࠷下面は7.4mで、出

土遺物から平安時代前期の湿地であることが判明した。

ʢ�ʣݕग़遺ߏɹ

্૚で検出した遺構は、ߌ跡、耕作溝、区ը溝などである。遺構は大きく３区に෼かれる。東

部ではやや北にৼる東西ํ向の耕作溝̨̙7013が広がる。これは中ԝ部の北部にも広がっていた

（̨̙7009）。なお、灰色೪土૚の一部に下૚からਧき্͛た砂૚が認められた（ਤ൛4ʵ３）。南

୺はやや東にৼる南北ํ向の耕作溝が広がる。したがって、調査地内で南北を෼ける土地のڥ界

があったことがわかる。なお、西部では、河川ෑに近いところでํ形土坑܈を検出した。ߐ戸時

代とࢥわれるが出土遺物はなかった。内部には砂がଯ積しており、ߑਫによって埋没したようで

ある。શ形のわかる̨̠7003は南北7.6̼、東西5.6̼である。耕作地のԣであり、簡୯な地下૔

として利用していたかもしれない。調査地の西୺で南北ํ向の溝を２条検出した。西ଆがݿ

̨%7071で、東ଆが̨%7053である。ن໛は、̨%7071が新چあり、西دりにある新しい溝が東

西0.7̼、南北3.4̼以্である。ਂさは0.2̼である。東دりにある古い溝は、西ݞが新しい溝に

より掘り௚されている。東西0.6̼、南北4.4̼以্である。̨̙7053が東西3.2̼、南北5.4̼である。

第̑ਤ　第20次調査地溝̨̙7053・7071平・断面ਤ
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第̒ਤ　第20次調査地掘立柱建物跡̨̗̍・２、柵̍平面ਤ

ਂさは0.6̼である。断面は൒ԁ形である。土地利用のࡍの大区ըのڥ界をࣔしている可能性が

ある。্૚の時代は出土遺物からࣨ町時代からߐ戸時代までを想定している。

下૚では掘立柱建物跡、柵、প状地形、ಈ物遺ମなどを検出した。土૚断面の࡯؍により、࠷

下૚は湿地が広がる௿地であった。湿地はとくに、北ଆに広がっており、ݱ河道ྲྀਫ域に近い৔

所がかつて湿地であったことがわかった。ここで、多くのಈ物遺ମが平安時代前൒の土器ととも

に検出された。たͼたͼ、ߑਫにあったようで、ԫ色砂૚と黒色೪土૚とのޓ૚が確認できた。

南ଆに向かって地形はঃʑに্がっており、西部ではߴさ̼̔で平安時代後期の面を確認し、掘

立柱建物跡や柵を確認した。さらに西で南北ํ向の溝を確認した。

掘立柱建物跡は、砂૚をϕーεとしており、埋め土には砂૚にएׯ೪࣭土がೖっていただけで、

検出はࠔ೉をۃめた。２౩を確認したが、શ༰はෆ明である。
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掘立柱建物跡̨̗̍は東西３間、南北̍間以্である。柱間はෆଗいである。柱穴は௚ܘ

25Dmで、ਂさは20Dmである。建物ํҐは、北にରして12౓東に܏いている。

掘立柱建物跡̨̗２は東西３間、南北̍間以্である。柱間はෆଗいである。柱穴は௚ܘ

30Dmで、ਂさは20Dmである。建物ํҐは、北にରして̒౓西に܏いている。

これらの建物跡の北ଆで柵を確認した。ʮ̡ʯࣈ状に۶ંする。柱穴は̒か所検出した。南北1.6

̼以্、東西5.6̼以্である。

調査地北ଆで東西48̼、南北̼̔のൣғで湿地ଳを確認した。੨色೪土૚が埋め土である。こ

の中に平安時代前期から中期ॳめの土器を包含していたが、それとともに多くのಈ物遺ମが出土

した。埋没していたのは̘２・３区を中৺としており、湿地と཮地とのڥに集中していた。ൣғ

は東西4.8̼、南北̼̔である。

遺物の࡯؍によれ͹̕世紀後൒から10世紀に湿地は形成されたが、その௚後一ؾにߑਫ૚が湿

地を෴っており、そのߑਫ૚により཮化したことが判明した。この্面が平安時代後期の面で、

前ड़した建物や柵が建設されている。また、溝もこの時期になって掘࡟されたと考͑られる。

̏ʣτϨϯν調査

南؛のఅ๷にԊって京都府・大ࡕ府ڥまでをτϨンν調査した。Ԇ長1.2kmのൣғに̒か所の

第̓ਤ　第20次調査地ಈ物遺ମ出土状گਤ（$ ３・４区）
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τϨンνを設定した。東から西΁第̍τ

Ϩンνから第̒τϨンνまで設定した。

各τϨンνは東西20̼、南北10̼で、砂

地のため調査の安શを考ྀして্面は一

回り広く重機で掘࡟した。

第̍τϨϯν　もっとも東ଆに設定し

た。্面のඪߴは13.8mで、下面は11.44̼

である。೪土と砂૚とのޓ૚であった。

特にݦ著な遺構はなかった。

第̎τϨϯν　্面のඪߴは13.5̼で、

下面は10.5̼である。೪土と砂૚とのޓ૚

であった。特にݦ著な遺構はなかった。

　第̏τϨϯν　্面のඪߴは12.6̼で、

下面は10.1̼である。೪土と砂૚とのޓ૚

であった。特にݦ著な遺構はなかった。

খഁ片ではあるが瓦器࿶や中国製ന磁࿶・

緑釉൫などが出土した。いͣれも、平安

時代後期からח૔時代のものである。

第̐τϨϯν　্面のඪߴは12.8̼で、

下面は9.5̼である。೪土と砂૚とのޓ૚

であった。特にݦ著な遺構はなかった。

第̑τϨϯν　্面のඪߴは12.4̼で、

下面は9.6̼である。೪土と砂૚とのޓ૚

であった。特にݦ著な遺構はなかった。

খഁ片ではあるが中国製ന磁࿶が出土し

た。平安時代後期からח૔時代前期のも

のである。

第̒τϨϯν　もっとも西ଆに設定し

た。্面のඪߴは12̼で、下面は7.7̼で

ある。೪土と砂૚とのޓ૚であった。特

にݦ著な遺構はなかった。　　

以্の݁Ռ、遺構面はさらにਂい地఺であり、今回の地఺ではݦ著な遺構・遺物は確認されな

かった。　

̐ʣग़౔遺෺

遺物は੔ཧശで40ശ出土した。種ྨは土師器皿・Ӌז、黒色土器࿶・ഋ、緑釉陶器࿶、灰釉陶

第̔ਤ　第20次調査地τϨンν഑ஔਤ
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器ᆵ、須恵器ᙈ・ു、ന色土器、備前ു、信楽ു・ᙈ、中国製੨磁・ന磁などである。

̍は緑釉陶器࿶である。ޱԑ部がやや外։きで、ߴ୆はషり෇けである。釉は緑色で、ところ

どころೱ緑色である。これは、ਫによりม色したと考͑られる。釉はશ面に施されており、古い

༷૬である。断面は׊色で、ന色砂を含んでいる。16.7ܘޱDm、ݱ存の器6.8ߴDmである。ُ岡

市ࣰ古༼ᅿ܈の大୩༼にྨ例があり、̕世紀後൒のものである。$ ２区、੨色೪土૚（7.3̼）か

ら出土した。２は黒色土器࿶である。ఈ部のΈ遺存している。内面のΈ黒色で、いわΏる内黒タ

Πϓである。見ࠐΈにߥいϛΨΩを施す。ߴ୆10.3ܘDmである。̘３区出土。３は土師器皿であ

る。ޱԑ୺部を内ଆに巻きࠐんだてのࣈ状ޱԑのタΠϓである。てづくͶ成形で、色調は୶׊色

である。10.8ܘޱDm、ݱ存の器1.6ߴDmである。̘３区出土。４は土師器皿である。てづくͶ成

第̕ਤ　第20次調査地各τϨンν土૚断面ਤ
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形で、色調は୶׊色である。ޱԑ部には一段なでを施す。13.1ܘޱDm、ݱ存の器1.7ߴDmである。

̘３区出土。̑は土師器皿である。てづくͶ成形で、てのࣈ状ޱԑのタΠϓである。色調は୶׊

色である。ޱԑ部には一段なでを施す。14ܘޱDm、ݱ存の器2.1ߴDmである。̘３区出土。̒は

土師器皿である。てづくͶ成形で、色調は୶׊色である。ޱԑ部には一段なでを施す。ܘޱ

16.9Dm、ݱ存の器2.3ߴDmである。̘̍区、̨ ̙7053出土。̓は土師器皿である。てづくͶ成形で、

色調は୶׊色である。ޱԑ部には一段なでを施す。13.2ܘޱDm、ݱ存の器8.6ߴDmである。̗２

区出土。̒は12世紀、̓ は12世紀後൒である。これ以外の土師器皿は10世紀中葉から後葉である。

̔は須恵器ᙈである。ఈ部のΈ遺存している。外面にタタΩࠟがある。内面はφσで্͛࢓て

いる。ఈ70ܘDm以্。̘３区出土。̕はന色土器である。内外面とも回సφσである。࡟り出

第10ਤ　第20次調査出土遺物࣮測ਤ（̍）
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第11ਤ　第20次調査出土遺物࣮測ਤ（２）
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第12ਤ　第20次調査出土遺物࣮測ਤ（３）
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しߴ୆で、中ԝ部はಥ出している。଻土には砂ཻを含む。焼成はྑ。色調はԫന色である。ܘޱ

17Dm、器5.4ߴDm。̘３区から出土した。10はന磁࿶である。ޱԑ部はංްしない௚ޱのもので

ある。$ ２区、̨̠7090出土。12世紀である。11は土錘である。ࡉ長いཛ形で、྆୺にۼΈのے

をࠁんでいる。長さ11.3Dm、෯4.2Dmである。$ ４区出土。12は弥生時代のߴഋである。ഋ部は

ܽଛしている。下部に̑か所のಁかし穴がある。̘３区出土。13は平瓦である。ೄ目のタタΩを

施す。# ２区出土。14は備前ുである。包含૚から出土した。

15 ～ 24は土師器皿のখ皿である。てづくͶ成形で、色調は୶׊色である。ޱԑ部には一段な

でを施す。15は̨̙7053、19は̨̙7071から出土した。13世紀である。ଞは̘２区の下૚で、12

世紀である。これらの̕ܘޱDm前後、器1.5ߴ ～ 1.8Dmである。25 ～ 29は土師器皿の中皿である。

てづくͶ成形で、色調は୶׊色である。ޱԑ部には一段なでを施す。その下にさらにϢϏΦαΤ

を施すため、あたかも二段φσのような外形をఄする25・27・29のようなものもある。̘２・̘

３区出土。11世紀。13.5ܘޱ ～ 14.7Dm、器2.4ߴ ～３Dmである。

30・31・32は須恵器ഋである。30はషり෇けߴ୆、31・32はࢳきりఈである。̘３区出土。33

は須恵器ᆵである。׬形品である。4.2ܘޱDm、器9.5ߴDm、内外面ともϩΫϩφσで্͛࢓て

いる。ُ岡市ࣰ༼産で、10世紀である。色調は灰色で、断面は͑んじ色である。̘３区出土。34

は須恵器ᆵである。ମ部下൒が๲らむタΠϓである。器ްはബい。ُ岡市ࣰ༼産である。̘３区

出土。35は須恵器ᆵである。外面には自然釉がかかる。ఈ8.6ܘDm、ݱ存16.2ߴDmである。ఈ部

はషり෇けߴ୆で、東ւ系である。̘２区出土。灰釉陶器の可能性もある。36は須恵器ᆵである。

ఈ部のΈ遺存している。షり෇けߴ୆である。灰釉陶器の可能性もある。̘３区出土。

37は土師器ᙈである。ʮくʯࣈ状のޱԑ部のΈ遺存している。外面にഗが෇ணしている。̘４

区出土。38は土師器ᙈである。ʮくʯࣈ状のޱԑ部のΈ遺存している。外面にはഗが෇ணしている。

外面はϋέ目調੔である。̘３区出土。39は土師器ᙈである。ʮくʯࣈ状のޱԑ部のΈ遺存して

いる。外面はϋέ目調੔である。̘４区出土。40は土師器Ӌזである。ʮくʯࣈ状のޱԑ部の۶

̘。部に௳をつけたものである。௳はਫ平ํ向につけられている。外面にはഗが෇ணしているۂ

４区出土。41は土師器Ӌזである。ޱԑ部は۶ۂせͣ、ޱԑ部のす͙下に௳をつけている。ମ部

外面にはॎϋέを施す。଻土には砂ཻを含む。焼成はྑで̘４区出土。42 ～ 56は土師器Ӌזで

ある。41とಉじタΠϓである。଻土には砂ཻを含む。焼成はྑで、色調は明׊色である。Կ౓も

$色にม色している。44・52・54・55は̘２区、42・43・45・47は׊用されたのか、一部は灰࢖

３区、46・48・49・53・56は̘４区から出土した。これらはઁ津ܕで、10世紀である。以下はࣸ

ਅのΈである。151は黒色土器̗ྨ࿶である。152は黒色土器̖ྨഋである。153は瓦器࿶である。

̑ʣখ݁

ਫによって形成された湿地（੨色೪土૚）から、多数の獣骨と平安時代前～中期の土器が出土ߑ

した。獣骨は馬が40಄以্、牛が数಄（丸ࢁਅࢯ࢙より）であった。土器の種ྨは、緑釉陶器࿶や

黒色土器࿶、土師器ഋ・皿、土師器ᙈなどである。この湿地はঃʑに北ଆ΁後ୀし、཮化したよ

うであるが、特に、平安時代中後期の大ߑਫによって̼̍近く砂がଯ積し、一ؾに཮化した。そ
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の地ද面で掘立柱建物と考͑られる柱穴が発見された。調査地の西部のΈ認められた。その後、

田畑が形成されたようで、耕作に伴う溝が確認された。

この段階で大地震があり、下から噴き্͛た砂（ӷ状化ݱ৅の一部）が各所で認められた。おそ

らく、ܚ長の伏見大地震（1596年）に伴うものと考͑ている。

地ද面から３～４̼ほど掘り下͛たが、近世以ݱ、掘調査地は、̒か所のτϨンνを設定しࢼ

߱の砂͹かりで、遺構面はさらに下部であったようである。

̒ʣ·ͱΊ

橋の西ଆでは、2007年౓にॳめて2,000㎡という広い面積を調査することができた。調査޾ޚ

前の形状は、河川ෑより２̼ほどߴく、چ地ද面が࢒っていた。調査の݁Ռ、্૚の近世面はඪ

8.9m、下૚の平安時代前中期面（੨灰色೪土૚）が7.4mであることが判明した。湿地であったߴ

ことをࣔす੨灰色೪土の中には、牛馬が埋没しており、์຀された牛馬の存在と、その自然死以

外に、なんらかの祭祀がこの地であったことをࣔしているのかもしれない。ಉじ৔所で、平安時

代前期の土器・陶磁器が出土した。ഁ片の֯はӶく、࠶ଯ積したものではない。近隣からਓҝత

に࣋ってこられたものとい͑る。

土૚の࡯؍によれ͹、大খさま͟まなߑਫに見෣われたことがわかった。それにもかかわらͣ、

平安時代後期にはখن໛な建物を建て、耕地を形成するという、ӦΈを஌ることができた。

湿地はঃʑに北ଆ΁後ୀし、཮化したようであるが、特に、平安時代中後期の大ߑਫによって

̼̍近く砂がଯ積し、一ؾに཮化した。その後、田畑が形成されたようで、耕作に伴う溝が確認

された。

この段階の後期で大地震があり、下から噴き্͛た砂（ӷ状化ݱ৅の一部）が各所で認められる。

おそらく、伏見大地震（1596年）に伴うものと考͑ている。この状گは্ྲྀଆでも確認されており、

広ൣғに֐ࡂがٴんだことが஌られる。

20世紀以߱は、川ఈがਂく࡟られるようになった。たと͑͹、޾ޚ橋の橋٭୆の基ૅ部෼のコ

ンΫリーτが見͑ており、設ஔしたときより、̼̍以্は࡟られたとい͑る。古代中世の地面が

ঃʑにྲྀ出していることがわかる。

　

̑ɽ第�1࣍ʢ����೥౓ʣͷൃ۷調査

̍ʣ͸͡Ίʹ

第21次の発掘調査は、第20次調査にҾきଓいて、河川ෑのߴਫෑ部෼の東ଆ部෼で࣮施した。

西୺は第20次調査地の東୺にଓいている。第21次の東北部は一段下がっており、ݱਫ面よりएׯ

。ਫしたףいだけで、Ӎの後にはਫҐが্ঢするのでԿ౓かߴ

本調査の掘࡟は重機で行った。্૚面と下૚面の都߹２回࢖用した。面を下͛る作ۀはਓྗで

行い、࠷ऴ時はߴਫҐ時期にףਫするϨϕルまで掘り下͛た。

第20次調査の地区ׂりをԉ用して第13ਤのように地区を設定した。20m͝とに西から̑～11区、

南から#・$区とした。
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̎ʣ౔૚ͷઆ໌

調査地西୺の土૚࡯؍（第14ਤ）によれ͹、্࠷૚はԫ灰色೪࣭土（̍）である。第20次調査の土

૚とಉじく、この্面が明࣏ॳ期に河川෇けସ͑が行われた௚前の地ද面とࢥわれる。ߴさは東

୺で10m、西୺で10.2mである。ߴさ9.4̼にある灰色೪土૚（４）の্面は第20次調査で࡯؍した

第13ਤ　第21次調査地平面ਤ
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第14ਤ　第21次調査地南น土૚断面ਤ（̍）
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第15ਤ　第21次調査地南น土૚断面ਤ（２）ٴͼ土坑̨̠8046・8047平面ਤ
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長の伏見大地震の時の地面である。第14ਤの土૚断面の্から2段目中ԝに、かま΅こ্に੝ܚ

り্がった土૚があり、これは൞の断面である。この൞の下部から噴砂がਅ্にਧき্͛た土૚

（11）が認められるが、（４）૚の̍૚下でࢭまっており、地ද面まではਧき্がっていない。調査

地東୺では（４）૚は断ଓతになっていた。この૚の下には෯広い溝が確認された。その中から平

安時代後期からח૔時代ॳ期の土器が多ྔに検出された。また、溝の東ଆには断面がかま΅こ状

に੝り্がった土૚があり、ここにも൞があったことがわかる。第20次調査で検出した溝̨̙

7071とそのそ͹にあった平安時代後期の建物と一ରの施設であったかもしれない。

なお、今回の調査区では平安時代前൒の湿地は検出されなかった。

̏ʣݕग़遺ߏ　

্૚で検出した遺構は耕作溝（ߴさ9.3̼）、൞道である。溝のํ向は２種あり、西部はほ΅東

西ํ向、中ԝ部から東部は北に向かって西にࣼ行している。西部は第20次調査地で確認したほ΅

東西ํ向の溝とつながっている。この溝は西ଆਐೖ路෇近でऴଉしており、そこには、南北ํ向

のあͥ道がある。このあͥ道をࡖに溝のํ向は૬ҧする。্૚は土૚࡯؍からࣨ町時代からߐ戸

時代にかけてのものである。この段階の࠷ऴで大地震が生じ、下からਧき্͛た砂（ӷ状化ݱ৅

の一部）がਵ所に認められた。ܚ長ݩ年（1596年）の伏見大地震に伴うものと考͑ている。

下૚は30 ～ 50Dm掘り下͛て確認した。土૚の࡯؍から、ߑਫによって形成された砂地の্面

を٬土で੔地したようである。

その੔地૚্面から中世段階に掘࡟された溝や土坑が確認され、柱跡もあり、多数の骨化した

ಈ物遺ମや土器などが出土した。土器には土師器皿・ು・Ӌז・瓦器࿶などがあり、੨磁・ന磁

の中国製陶磁器も含まれる。ಈ物遺ମは主に牛で、馬がएྔׯある。また、東ଆの௿地でํ形の

井戸࿮を検出した。

井戸̨̚8020は調査中にたͼたͼףਫしたため、掘形の外形はෆ明であるが、おそらく、ํ形

で̍辺２̼であったとࢥわれる。その中ԝに̍辺̼̍のํ形に૊んだ井戸࿮を確認した。さらに

そのなかに͛ۂ物がਾ͑られていた。井戸の্部はすでにࣦわれており、井戸が機能した地面は

̼̕ఔ౓であったと考͑られる。

ಈ物遺ମは̒～̔$区に集中して認められた。ෆ੔形なԁ形あるいはํ形土坑内から出土した

ものもある。

東୺で溝̨̙8034を確認した。ここからは多数の土師器皿、瓦器࿶が出土した。溝は෯̼̔、

ਂさ1.2̼である。溝の東には断面がかま΅こ状に੝り্がったߴまりがある。൞と考͑られる。

̐ʣग़౔遺෺

遺物は੔ཧശで65ശ出土した。種ྨは土師器皿、須恵器ഋ・ᙈ・ു、瓦器࿶・Ӌז・ು、信楽

ു・ᙈ、古੉戸ഋ、中国製੨磁࿶・皿、ന磁֯ഋ・࿶、銭貨、石製品などである。今回ਤ化した

遺物のうち、114・120は包含૚、124・126は中世の溝̨̙8034の্૚から出土し、それ以外はす

΂て溝̨̙8034から出土したものである。

57 ～ 70は土師器皿のখ皿である。଻土・焼成はྑで、色調は୶׊色である。ޱԑ୺部を一段
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φσし、内面はφσ、外面はෆ調੔である。57のܘޱは8.6Dm、器1.7ߴDmである。平安京内હ

町෼ྨの%タΠϓで、八幡地域やԵ܇地域に多いタΠϓである。71 ～ 111は土師器皿の中皿であ

第16ਤ　第21次調査井戸̨̚8020、土坑̨̠8040、骨̑平面ਤ
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第17ਤ　第21次調査出土遺物࣮測ਤ（̍）
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る。଻土・焼成・色調はখ皿とಉ༷である。調੔はޱԑ部を一段φσし、その下はϢϏΦαΤを

施している。このため、ޱԑ部は二段に۶ۂしている。内હ町෼ྨの%タΠϓである。88がయܕ

例で、15.0ܘޱDm、器2.6ߴDmである。112は土師器ߴ୆෇皿である。ߴ୆のΈ遺存している。

଻土はີで、ࡉかなന色砂を含む。焼成はྑで、色調は୶׊色である。113は土師器コーεター

。1.2Dmであるߴ9.7Dm、器ܘޱ。皿であるܕ

114 ～ 122は瓦器࿶である。ද面がຎ໓したものが多い。114・120はਫ਼査中に出土した。それ

以外は̨̙8034から出土した。115・116のମ部は外։きで、௚ઢతであり、࿨ઘܕか。色調は灰

色～黒灰色である。117は内外面ともϛΨΩを施している。ޱԑ୺部内面にはޱԑ部に平行して

௜ઢを施す。ೇ葉ܕである。118は外։きしたମ部に、গし۶ۂさせたޱԑ部をもつ。119は内外

面ともີなϛΨΩを施す。見ࠐΈには̍ํ向のϛΨΩを施す。ߴ୆は断面が三֯形で、షり෇け

ߴ14.6Dm、器ܘޱ。であるܕԑ部に平行して௜ઢを施す。ೇ葉ޱԑ୺部内面にはޱ。୆であるߴ

5.4Dm、଻土はີで、焼成はྑ、色調は黒灰色である。120は内外面ともϛΨΩを施す。ೇ葉ܕか。

121は内面にີなϛΨΩを施す。ମ部中Ґがもっともްい。ߴ୆は断面が三֯形で、షり෇けߴ

୆である。見ࠐΈには一ํ向のϛΨΩを施す。122は内外面ともີなϛΨΩを施す。ޱԑ୺部内

面にはޱԑ部に平行して௜ઢを施す。ೇ葉ܕである。15.7ܘޱDm、器5.5ߴDmである。

123は須恵器ഋである。ఈ部はࢳきりであるが、షり෇けߴ୆である。124は東೻ຏ系の須恵器

ുである。125は中国製ന磁֯ഋである。࡟り出しߴ୆である。৞Έ෇けはগし࡟りࠐんでいる。

ମ部ද面は多面ମ（̒面）に成形されている。ఈ3.6ܘDm、ݱ存2ߴDmである。126は古੉戸ഋであ

る。内面の見ࠐΈには多重のԁހを印ࠁしている。

127 ～ 132は中国製ന磁࿶である。ޱԑ部はۄԑ状で、ఈ部は࡟り出しߴ୆であるが、৞Έ෇

け中ԝはややઙく࡟っている。133は中国製੨磁࿶である。釉色は緑灰色である。ݱ存ではޱԑ

部に̍か所に੾りࠐΈをೖれている。その੾ࠐΈからॎํ向に灰ന色のےをඳいている。ܘޱ

17.9Dm、ݱ存3.2ߴDmである。ཾઘ༼系である。134は中国製੨磁皿である。内面見ࠐΈに۳目

を施す。釉色は緑灰色で、ఈ部外面は࿐଻である。ಉ安༼系である。

135は須恵器ുである。東೻ຏ系である。色調は灰色で、ޱԑ部は黒มしている。20.6ܘޱDm、

。6.3Dmである。136は須恵器ᙈであるߴ存ݱ

137は׈石製品である。もとは石ುのఈ部であったようで、外面にഗが෇ணしている。্部は

ਫ平ํ向に࡟りऔっている。内面はʮ-ʯࣈ状に੾ࠐΈをೖれて、ํ形にしようとしたが、్中

でܽଛしたようである。138は׈石製石ುである。ޱԑ部のΈ遺存している。外面にはഗが෇ண

している。

139は三଍のつく瓦器Ӌזである。140は軒丸瓦である。外ԑ部がಥ出し、内区にはच文、さら

に内ଆには೹文が施されている。平安時代後期である。

141は信楽ᙈである。色調はᒵ׊色で、内外面ともφσで্͛࢓ている。ޱԑ部内面にԜઢを

施す。37ܘޱDm、ݱ存10ߴDmである。142は信楽ുである。片ޱ部෼のΈ遺存している。色調

はᒵ׊色である。
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第18ਤ　第21次調査出土遺物࣮測ਤ（２）
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143は土師器Ӌזである。ޱԑ部は外։きで、ޱԑ部௚下に୹い௳をつけている。௳の断面は

三֯形である。中世京都に多いタΠϓである。144・145は瓦器Ӌזである。144は௚立するମ部

の্部に長い௳をつけたものである。中世の大ࡕに多いタΠϓである。145は௚立するମ部の্

部に୹い௳をつけたものである。146は土師器Ӌזである。ମ部は丸い。ޱԑ部௚下に୹い௳を

෇けている。147は瓦器ುである。ޱԑ部は外ଆに୹く۶ۂしている。中世京都タΠϓである。

148は瓦器Ӌזで、ମ部は丸い。ޱԑ部௚下に୹い௳を෇けている。௳はやや্に্がっている。

149は石製品である。外形はԁ๮状である。্୺が੾断されたように平׈である。্部と下部

の一部にԣํ向に࡟ったࠟがある。長さ20.8Dm、෯4.8Dm、ްさ3.6Dmである。石๮にྨするも

のかの஌れない。色調はۜ色である。広域ม成岩の一種の݁থ片岩である。150は石製品である。

্୺が੾断されたように平׈である。それ以外はՃ޻したࠟは認められない。149とಉじ࣭ࡐで、

Ճ޻するため、この地にもたらされた可能性がある。

154は中国製ന磁皿である。ఈ部は࿐଻である。釉色はԫന色である。12 ～ 13世紀。155は中

国ཾઘ༼੨磁࿶である。156は瓦器皿である。157は瓦器࿶である。158は瓦器זである。

̑ʣ·ͱΊ

今回の発掘調査では、ח૔時代からの生׆のࠟ跡を確認できた。出土遺物のຎ໓౓を࡯؍する

第19ਤ　第21次調査出土遺物࣮測ਤ（３）
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ଯ積ではなく、周辺部よりਓҝతにൖೖされたもので、これらの遺物を包含࠶ਫによるߑ、りݶ

した土৕で、ߑਫ૚্面を੔地して土地利用をਤっていた。おそらくは、集落のԑ辺部に当たり、

中世段階でも周辺部で牛や馬がࣂҭされていた可能性がߴい。近世には耕作地として田畑に利用

されたようである。

̒ɽ஍্݁࡯؍Ռ

中௩ࢯの෼ੳ（঺հ̔）　中௩ࢯは、地ֶ࣭の立৔から木津川河床遺跡について࿦ٴしている。

、తな断面の形成年代は࢙ྺ、Ռによれ͹݁࡯؍のࢯ

a） 古墳時代～平安時代（গなくともಸྑ後期～平安時代前期下ݶ）には、古木津川とඍߴ地（自

然అ๷状）が形成され、その外ଆに古墳時代の集落が形成される。

b）平安時代前期～中世（10 ～ 13世紀前൒）には広大な河床面が形成される。

D） 平安時代຤～ח૔時代（12 ～ 13世紀前൒）にはʮ八幡૜町ʯの町৔が形成される。河床域が

北ํ΁Ҡಈする。井戸܈が構ஙされる。これは、地下ਫҐの௿下、ਫྔのݮগがあったのではと

ਪ測している。これらの井戸は੝り土の্から掘られたのではないかともਪ測している。この時

期に木津川・ܡ川系河床面からਫ田耕作地΁のస׵があったとした。

E）中世຤～近世ॳ಄以 （߱16世紀代～）ఱ井川地形となる。河床が্ঢし、本֨తなఅ๷構ங

の時代となる。ӷ状化のཤྺあり。ܚ長の伏見地震に関連か。ʮఽ川ʯの形成。ਫ֐が多数確認

される。

e） 1870年代以߱、ݱ在。川の෇けସ͑による࣏ਫ࣮施。川のࣼ܏はΏるやかである。木津川

では20世紀後൒、土木建ங用ݯࢿとしてのʮ川砂利ʯのա౓の採औと、μϜ構ஙをはじめとする

むこととなったとࠐのޮՌと共に、大ྔのਫがྲྀれることになり、河床面が大きく落ちۀਫ事࣏

݁࿦෇けた。

̓ɽ·ͱΊ

橋の西ଆで、広い面積を調査することができた。調査前の形状は、河川ෑより２～̼̑ほ޾ޚ

どߴく、چ地ද面が࢒っていた。調査の݁Ռ、্૚の近世面はඪ8.9ߴm、下૚の平安時代前中

期面（੨灰色೪土૚）が7.4mであることが判明した。湿地であったことをࣔす੨灰色೪土の中に

は、牛馬が埋没しており（牛のํが多い。丸ࢁਅࢯ࢙より）、์຀された牛馬の存在と、その自然

死以外に、なんらかの祭祀がこの地であったことをࣔしているのかもしれない。湿地はঃʑに北

ଆ΁後ୀし、཮化したようであるが、特に、平安時代中後期の大ߑਫによって̼̍近く砂がଯ積

し、一ؾに཮化した。その後、田畑が形成されたようで、耕作に伴う溝が確認された。第21次調

査で、中世の井戸が̍基確認された。おそらく、この当たりまでが集落域であったことをࣔして

いる。20次調査地の西୺の溝（̨%7071）と21次調査の東୺の溝は耕作地の区ըをࣔしていると考

͑られる。そのڑ཭は約160̼である。

なお、西୺の溝近くで確認された建物や柵は集落が̍時期広がっていた可能性があるが、集落
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の中৺があると考͑られる地఺

との間に耕作地があることか

ら、耕作地域内にある簡便な施

設であったとい͑よう。

中世の耕作の採集段階に大地

震があり、下から噴き্͛た砂

（ӷ状化ݱ৅の一部）が各所で認

められる。おそらく、伏見大地

震（1596年）に伴うものと考͑て

いる。この状گは্ྲྀଆでも確

認されており、広ൣғに֐ࡂが

。んだことが஌られるٴ

以下、פ川Ѵの見ղを記す。

土૚࡯؍の݁Ռ、伏見大地震時の地面の௚্にあるԫ色೪土（ਤ൛̒の̍）は、地震の２日後に

あったߑਫに༝དྷする。地震によって೾ଧった地面のく΅地にཷまったとղऍできる。

つ͗に૿田෋࢜༤ཧ事の見ղを෇す。

調査地北部で確認されたপ地は੨色೪土で形成されている（ਤ൛̔の２）。この૚は自然ଯ積で

ある。また、この૚を෴う೪࣭土૚（第４ਤ37૚・ްさ20 ～ 30Dm）はߑਫが࣏ったときに形成さ

れたものである。その後、２౓ほどߑਫがあり、その্に耕作土が形成された。調査地東นの中

ԝ部（第４ਤ）には੨色೪土૚がߴくあるが、これは地震により、੝り্がった݁Ռではないか。

໦௡઒Տচ遺跡ؔࢿ܎ྉ

ྉ঺հ౳ࢿ
঺հ̍　۽野ਖ਼໵ほかʮ木津川ఈ遺跡出土の土器ʯ（h 土師式土器集成ʱ本編̍　東京ಊ出൛）1971
঺հ２　٢村ਖ਼਌ʮ木津川川ఈ発見の土器ʯ（h 京都考古ʱ第22号）1976
঺հ３　ۚ୔　ཅʮ木津川河床採集の陶片ʯ（h 出ޫඒज़ؗؗ報ʱ第49号　出ޫඒज़ؗ）1985
঺հ４　দ村　ໜʮ木津川河床遺跡採集遺物ʯ（h 京都考古ʱ第66号）1992
঺հ̑　河্੤作・中世土器研究会ʮཎ川・木津川河床の採集ࢿྉʯ（h 中近世土器の基ૅ研究ʱᶗᶠ

　日本中世土器研究会）1993
঺հ̒　中世土器研究会ʮཎ川・木津川河床遺跡の中国陶磁器ʯ（h 中近世土器の基ૅ研究ʱᶠᶙ　日

本中世土器研究会）1997
঺հ̓　ٱอ఩ਖ਼ʮ木津川河床遺跡採औの土器（̍）ʯ（h ڷ城ࢁྉؗ報ʱ第15号　京都府立ࢿ土ڷ城ࢁ

土ࢿྉؗ）1998
঺հ̔　中௩　ྑʮਫ辺の自然地ֶࢽのࢼΈʕ京都ຍ地中ԝ部、ʮ三川ʯ߹ྲྀ地఺における地形、遺跡、

ʕʯh؍ܠ 地形環ڥとྺ؍ܠ࢙ʱ2004
঺հ̕　大ಎਅനʮ八幡市内遺跡見ֶ記ʕஉࢁ東࿢を中৺にʕʯ（h Ե܇文化遺産ʱ13号　Ե܇の文化

遺産をकる会）2007　

ൃ۷報告ॻ౳

第20ਤ　河川改修ਤ（h ਤઆ　京都府のྺ࢙ʱよりసࡌ・一部修ਖ਼）
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報告̍　長୩川　ୡʮ木津川河床遺跡発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第8冊　財ஂ๏ਓ京都府
埋蔵文化財調査研究センター）1983

報告２　黒௶一थ・長୩川　ୡʮ木津川河床遺跡ত࿨58年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ
第11冊　財ஂ๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）1984

報告３　黒௶一थ・দ井஧य़ʮ木津川河床遺跡ত࿨59年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第
16冊　財ஂ๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）1985

報告４　岩দ　อ・দ井஧य़ʮ木津川河床遺跡ত࿨60年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第
19冊　財ஂ๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）1986

報告̑　岩দ　อ・দ井஧य़ʮ木津川河床遺跡ত࿨61年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第
23冊　財ஂ๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）1987

報告̒　岩দ　อʮ木津川河床遺跡ত࿨62年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第30冊　財ஂ
๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）1988

報告̓　竹井࣏༤ʮ木津川河床遺跡平成ݩ年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第38冊　財ஂ
๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）1988

報告̔　খ஑　׮ʮ木津川河床遺跡平成３年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第49冊　財ஂ
๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）1992

報告̕　੺দ一लʮ木津川河床遺跡෼෍調査֓要ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発掘調査֓報ʱ第23集　八幡
市ڭҭҕһ会　1997

報告10　ຟ井๛成・੺দ一लʮԞϊ町（木津川河床）遺跡発掘調査֓要ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発掘調査
֓報ʱ第25集　八幡市ڭҭҕһ会　1998

報告11　੺দ一लʮ木津川河床遺跡第2次෼෍調査֓要ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発掘調査֓報ʱ第26集　
八幡市ڭҭҕһ会　1998

報告12　八ेౡ๛成ʮ木津川河床遺跡第３次෼෍調査֓要ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発掘調査֓報ʱ第30
集　八幡市ڭҭҕһ会　2000

報告13　八ेౡ๛成ʮ木津川河床遺跡ࢼ掘調査ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発掘調査֓報ʱ第30集　八幡市
ҭҕһ会　2000ڭ

報告14　৿　ਖ਼ʮ八幡市木津川河床遺跡ʯ（h 埋蔵文化財発掘調査֓報ʱ京都府ڭҭҕһ会）2001
報告15　石ඌ੓信ʮ木津川河床遺跡第13次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第99冊　財ஂ๏ਓ

京都府埋蔵文化財調査研究センター）2001
報告16　দඌ࢙子ʮ木津川河床遺跡第14次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第102冊　財ஂ๏ਓ

京都府埋蔵文化財調査研究センター）2002
報告17　૿田޹඙ʮ木津川河床遺跡第15次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第106冊　財ஂ๏ਓ

京都府埋蔵文化財調査研究センター）2003
報告18　ࣲ　ڿ඙・૿田޹඙ʮ木津川河床遺跡第16次発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第113冊

　財ஂ๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）2005
報告19　大ಎਅനʮ木津川河床遺跡第４次෼෍調査֓要ʯ（h 八幡市埋蔵文化財発掘調査֓報ʱ第40集

　八幡市ڭҭҕһ会）2006
報告20　দඌ࢙子ʮ木津川河床遺跡平成18年౓発掘調査֓要ʯ（h 京都府遺跡調査֓報ʱ第122冊　財ஂ

๏ਓ京都府埋蔵文化財調査研究センター）2007
報告21　大ಎਅന・井戸ཽଠ・খ৿ढ़פ・׮川　Ѵʮ木津川河床遺跡（第19次）発掘調査報告書ʯh 八幡

市埋蔵文化財発掘調査֓報ʱ第47集　八幡市ڭҭҕһ会　2008
報告22　伊野近෋ʮ木津川河床遺跡ʯ（h 京都府埋蔵文化財৘報ʱ第106号　財ஂ๏ਓ京都府埋蔵文化財

調査研究センター）2008

ここで、ࣔしたඪߴは各報告のදࣔにԊっているが、これが大ࡕ࿷のւൈ（0.1.）なのか東京࿷

（T.1）なのかについては、検౼しておらͣ、྆者がࠞ在している可能性があり、注ҙを要する。

なお、ߴさは大ࡕ࿷のほうが̼̍ほどߴい。
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京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1

調子a1・3地区શܠ（্が北）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

調子a2地区શܠ（্が北）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

調子a4-1地区શܠ（্が東）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 4

調子a4-2地区શܠ（্が北）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 5

（1）調子a1地区木棺墓̨̩201
　遺物出土状گ（্が南）

（2）調子a1地区木棺墓̨̩201શܠ
（南から）

（3）調子a1地区木棺墓̨̩201શܠ
（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）調子a1地区木棺墓̨̩201
（東から）گ掘状׬　

（2）調子a1地区井戸̨̚244શܠ
　（東から）

（3）調子a1地区井戸̨̚244
　断ちׂり（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）調子a1地区井戸̨̚244
　井戸૊西面（東から）

（2）調子a1地区井戸̨̚244
　井戸૊東面（西から）

（3）調子a1地区井戸̨̚244
　井戸૊南面（北から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）調子a1地区井戸̨̚244
　井戸૊北面（南から）

（2）調子a1地区掘立柱建物跡̨̗01
（西から）

（3）調子a1地区掘立柱建物跡
　̨̗01柱穴̨̥45（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �

（1）調子a1地区掘立柱建物跡
　̨̗01柱穴̨̥247（東から）

（2）調子a1地区柱穴̨̥27
　遺物出土状گ（北東から）

（3）調子a1地区柱穴̨̥84
　遺物出土状گ（南東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）調子a1地区柱穴̨̥44
　遺物出土状گ（南から）

（2）調子a1地区柱穴̨̥111
　遺物出土状گ（南から）

（3）調子a1地区柱穴̨̥222
　遺物出土状گ（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 11

（1）調子a1地区土坑̨̠200શܠ
　（東から）

（2）調子a1地区土坑̨̠200
　遺物出土状گ（北から）

（3）調子a1地区土坑̨̠30
　遺物出土状گ（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）調子a1地区土坑̨̠41
　遺物出土状گ（東から）

（2）調子a1地区土坑̨̠78
　遺物出土状گ（西から）

（3）調子a1地区土坑̨̠175
　遺物出土状گ（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

（1）調子a1地区土坑̨̠181
　遺物出土状گ（東から）

（2）調子a1地区土坑̨̠181
（西から）گ掘状׬　

（3）調子a1地区溝̨̙172શܠ
　（西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 14

（1）調子a2地区શܠ（南から）

（2）調子a2地区্૚溝܈（南東から）

（3）調子a2地区掘立柱建物跡̨̗01
（北西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 15

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍

（1）調子a2地区掘立柱建物跡
　̨̗01柱穴̥ （̍南から）

（2）調子a2地区掘立柱建物跡
　̨̗01柱穴̥３（南から）

（3）調子a2地区掘立柱建物跡
　̨̗01柱穴̥ （̒南から）



（1）調子a2地区土坑̨̠21
　 （南から）

（2）調子a2地区集石土坑̨̭31
　（北から）

（3）調子a2地区溝̨̙30（南から）

京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍

（1）調子a2地区溝̨̙30断面 
　（南から）

（2）調子a3地区શܠ（北から）

（3）調子a3地区井戸̨̚01
　（北東から）



（1）調子a4-1地区西部（東から）

（2）調子a4-1地区溝̨̙554
　（東から）

（3）調子a4-1地区土坑̨̠356 ～
358શܠ（南から）

京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 1�

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍

（1）調子a4-1地区柱穴̨̥351
　（東から）

（2）調子a4-1地区柱穴̨̥352
　（東から）

（3）調子a4�1地区柱穴̨̥353・355
（東から）



（1）調子a4-1地区柱穴̨̥354
　（東から）

（2）調子a4-1地区柱穴̨̥360
　（東から）

（3）調子a4�1地区柱穴̨̥467
　（東から）

京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �1

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍

（1）調子a4-1地区柱穴̨̥469
　（東から）

（2）調子a4-1地区掘立柱建物跡
　̨̗01（西から）

（3）調子a4-1地区掘立柱建物跡
　̨̗01（北から）



（1）調子a4-1地区竪穴式住居跡
　̨̝562（南東から）

（2）調子a4-1地区竪穴式住居跡
　̨̝562・568（南東から）

（3）調子a4-1地区竪穴式住居跡
　̨̝561遺物出土状گ（南から）

京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍

（1）調子a4-1地区竪穴式住居跡
　̨̝561（北西から）

（2）調子a4-1地区竪穴式住居跡
　̨̝561東۱部（北西から）

（3）調子a4-1地区竪穴式住居跡
　̨̝702（北から）



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �4

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍

（1）調子a4-1地区土坑̨̠565・
566・640（西から）

（2）調子a4-1地区土坑̨̠567
　（北から）

（3）調子a4-1地区土器埋ೲ遺構
　̨̭614（北から）



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �5

（1）調子a4-2地区南部（西から）

（2）調子a4-2地区北部（南から）

（3）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705（西から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705柱穴̥ （̍東から）

（2）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705柱穴̥２（南から）

（3）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705柱穴̥３（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705柱穴̥ （̑東から）

（2）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705柱穴̥ （̓東から）

（3）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705柱穴̥ （̔東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705柱穴̥9（東から）

（2）調子a4-2地区掘立柱建物跡
　̨̗705柱穴̥11（南西から）

（3）調子a4-2地区土坑̨̠709
　（北から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）調子a4-2地区土坑̨̠640
　（南から）

（2）調子a4-2地区土坑̨̠765
　（北から）

（3）調子a4-2地区土坑̨̠724
　（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）調子a4-2地区土坑̨̠727
　（東から）

（2）調子a4-2地区土坑̨̠735
　（東から）

（3）調子a4-2地区土坑̨̠737
　（東から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 ��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �1

（1）調子a5地区શܠ（北から）

（2）調子a5地区શܠ（南から）

（3）調子a5地区井戸̨̚01
　（南から）

௕Ԭ京跡ӈ京第 1��� 調査࣍



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物̍

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍

62 288

183

29

8

13

21

74

33

3

1

2

34



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

出土遺物２

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍

334 398

389

344

340

346
345



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �4

出土遺物３

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍

308 337

342

336

315

312

309

310

318

313

314

306

343

245

270 303



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 �5

出土遺物４

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍

429 429

409

174 174

173 436173

380

174

434



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）出土遺物̑

（2）出土遺物̒

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍

4

5

6

7

8
12

11

10

9

14

15

16

17
18

19 20
26

25

23

22 27

32

31

30

35

36

38

50

55

51

56

42

46

49

44

7259

58

53

54
39



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）出土遺物̓

（2）出土遺物̔

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍

98

100

228

230

232

245

242

241 255

257

318

272

266262
243235

264

101

177

104

119

97

96

99

114

112

106 117

115

116

125



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）出土遺物̕

（2）出土遺物10

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍

269

251

281

274

273

263

275
276

277
278 279

284

283

282



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 ��

（1）出土遺物11

（2）出土遺物12

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍

291

292

298

299

300

307

311

301 316

321
326

325

331
415

328

330

327
322

323 329 333324
302

305

320

319

295

297

294

293

296



京都第ೋ֎؀ঢ়ಓ࿏ؔ܎遺跡ɹਤ൛第 4�

井戸̨̚244部ࡐ

௕Ԭ京跡ӈ京第 �4�ɾ���ɾ1��� 調査࣍



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 1

（1）第20次調査地શܠ（北東から）

（2）第20次調査地શܠ（西から）

（3）第20次調査地શܠ（্が北）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ �

（1）第20次調査地શܠ（北西から）

（2）第20次調査地重機掘࡟状گ
　（東から）

（3）第20次調査地্૚ਓྗ掘࡟状گ
（東から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ �

（1）第20次調査地্૚શܠ（東から）

（2）第20次調査地্૚東部（東から）

（3）第20次調査地্૚土坑̨̠7003
（右：南から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 4

（1）第20次調査地্૚西部（東から）

（2）第20次調査地্૚掘࡟状گ
　（西から）

（3）第20次調査地্૚શܠ（東から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 5

（1）第20次調査地্૚଍跡・# ２区
（西から）

（2）第20次調査地南น東部土૚断面
（北西から）

（3）第20次調査地南น東部
　土૚断面・噴砂とߌ跡（北から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ �

（1）第20次調査地南น西部̘２区
　土૚断面噴砂（北から）

（2）第20次調査地東น土૚断面
　（南西から）

（3）第20次調査地下૚શܠ（西から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ �

（1）第20次調査地下૚西部
　掘立柱建物跡શܠ（南から）

（2）第20次調査地下૚西部
　掘立柱建物跡柱穴（西から）

（3）第20次調査地下૚西部
　溝跡શܠ（南から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ �

（1）第20次調査地下૚中ԝ部
　（南から）

（2）第20次調査地下૚中ԝ部
　土૚断面（北から）

（3）第20次調査地下૚湿地調査状گ
（北西から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ �

（1）第20次調査地下૚湿地土૚断面
（北東から）

（2）第20次調査地下૚શܠ（東から）

（3）第20次調査地下૚湿地内
　遺物検出状گ（北から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第20次調査地下૚湿地内
　馬のࣃ検出状گ（北から）

（2）第20次調査地下૚湿地内
　獣骨検出状گ（北から）

（3）第20次調査地下૚中ԝ～東部
（南西から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 11

（1）第20次ࢼ掘調査地
　第̍τϨンνશܠ（東から）

（2）第20次ࢼ掘調査地
　第２τϨンνશܠ（東から）

（3）第20次ࢼ掘調査地
　第３τϨンνશܠ（東から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第20次ࢼ掘調査地第４τϨンν
調査風ܠ（北から）

（2）第20次ࢼ掘調査地第̑τϨンν
断ちׂり（北から）

（3）第20次ࢼ掘調査地第̒τϨンν
断ちׂり（北から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第20次出土遺物̍

（2）第20次出土遺物２

151

20

26 14

152

30

10

31

44

36 11

40

153

29

1

33 34

3

9

35



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 14

（1）第21次調査地શܠ（北から）

（2）第21次調査地重機掘࡟状گ
　（北東から）

（3）第21次調査地શܠ（東から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 15

（1）第21次調査地南น土૚断面
　（北から）

（2）第21次調査地্૚西部（西から）

（3）第21次調査地্૚東部
　（南西から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第21次調査地下૚調査状گ
　（北東から）

（2）第21次調査地下૚西部
　（南西から）

（3）第21次調査地下૚東部
　（南東から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第21次井戸検出状گ（南から）

（2）第21次井戸土૚断面（南から）

（3）第21次井戸׬掘状گ（南から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第21次土坑̨̠8046獣骨
 検出状گ（南西から）

（2）第21次土坑̨̠8040獣骨
 検出状گ（南西から）

（3）第21次# ̓区獣骨検出状گ
 （西から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ 1�

（1）第21次獣骨検出状گ（北から）

（2）第21次調査地西部溝（北から）

（3）第21次調査地西部溝断面
　（北から）



໦௡઒Տচ遺跡第 ��ɾ�1 ɹਤ൛第࣍ ��

（1）第21次出土遺物̍

（2）第21次出土遺物２

112

156

114

139

118 135

147

157

117

120

158 143

146

144

126

154

131

127
133

125

134

155 123

137

142 141

138

124
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

きょうとだいにそと
かんじょうどうろか
んけいいせき　な
がおかきょうあとう
きょうだいきゅう
ひゃくよんじゅうろ
く・きゅうひゃくろ
くじゅうきゅう・せ
んろくじ

京都第二外環状道路
関係遺跡　長岡京跡
右京第946・969・1006
次調査

ながおかきょう
しちょうしに
ちょうめ

長岡京市調子２
丁目

26209 107 34°54′35″ 135°41′25″

20080617
～

20090217
20090408

～
20091222
20100823

～
20101028

3,220

2,230

750
（それぞ
れｂ地区
を含む）

道路建設

きづがわかしょうい
せきだいにじゅう・
にじゅういちじ

木津川河床遺跡第20・
21次

やわたししなで
～はしもと

八幡市科手～橋
本

26210 ４ 34°53′20″ 135°41′57″

20071030
～

20080228
20081113

～
20090302

3,300㎡

3,000㎡ 河川改修

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

京都第二外環状
道路関係遺跡　
長岡京跡右京第
946・969・1006
次調査

集落跡

集落跡
集落跡

集落跡

生産跡

弥生

古墳
平安

中世

近世

竪穴式住居跡・土坑・溝

竪穴式住居跡
掘立柱建物跡・柵列・土坑・
溝・柱穴

掘立柱建物跡・土坑・溝・
柱穴・井戸・木棺墓
井戸

弥生土器・銅鐸形土製品・石鏃・
石包丁・砥石・石錘
土師器
土師器・須恵器・黒色土器・緑釉
陶器・無釉陶器・灰釉陶器・瓦・
土馬・風鐸
土師器・須恵器・瓦器・陶磁器・
石皿・釘・貨銭
唐津焼

銅鐸形土製品

木津川河床遺跡
第20・21次

集落跡

生産跡

平安

中世

近世

湿地

掘立柱建物跡・井戸・溝・
土坑
溝

獣骨・土師器・須恵器・黒色土器・
緑釉陶器・灰釉陶器・瓦
土師器・須恵器・瓦器・備前・信楽・
中国製磁器・瓦
伊万里



所収遺跡名 要 約

京都第二外環状道路関係
遺跡　長岡京跡右京第
946・969・1006次調査

弥生時代の遺構としては、竪穴式住居跡や土坑を検出した。中期中葉の土坑から鐸形土製品
が出土した。その内部から舌が出土しており、鐸身と舌が共伴した例として注目される。古
墳時代の遺構は、庄内期と古墳時代前期の竪穴式住居跡を検出した。長岡京期には、右京九
条一・二町に当たるが、遺物の出土は見たものの、関連遺構を検出することはできなかった。
平安時代の遺構としては、溝内から平安時代前期から中期の遺物が多く出土した。隣接地の
調査では、三重圏文軒丸瓦、平城宮式6663E式軒平瓦や凝灰岩片が出土しており、今回の調
査でも瓦片、凝灰岩、風招などが出土しており、周辺に古代寺院の存在が想定される。12世
紀以後、この地域では耕作溝や野井戸といった耕作関係の遺構があるだけで、居住域として
利用されていなかった。平安時代後期には掘立柱建物跡や井戸のほか多数の柱穴・土坑を検
出し、土地が安定したようである

木津川河床遺跡第20・21
次

調査により、近世と平安時代前・中期の二面の遺構面があることが判明した。また、牛馬骨
が多数埋没しており、自然死による埋葬・埋没もしくは、なんらかの祭祀が行われた可能性
がある。中世段階には、田畑が形成されたようで、耕作に伴う溝が確認された。井戸や建物・
柵が見つかり、周辺に集落が広がっていた可能性もしくは、耕作地域内にある簡便な施設で
あった可能性が想定される。中世の耕作の採集段階に大地震があり、噴砂が各所で認められ、
伏見大地震（1596年）に伴うものと判断される
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